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総合資料集 � 総合資料集

新
国
語
総
合
ガ
イ
ド　
五
訂
版�

�

NEW�

「
論
理
的
文
章
を
読
む
」

訓
練
を
始
め
よ
う

➡
最
新
の
教
科
書
と
入
試
問
題

の
デ
ー
タ
を
精
査
。�

「
い
ま
」
読
む
べ
き
評
論
家

120
名
を
厳
選
紹
介
。

●
文
学
を
育
ん
だ
大
和
・
奈
良
及
び
京
都
の
紹
介
を
刷
新

➡
大
和
・
奈
良
及
び
京
都
の
古
典
文
学
史
跡

➡
文
化
史
か
ら
見
た
京
都
（
ｐ
4
〜
6
）

●
定
番
教
材
の
視
覚
化

➡
水
の
東
西
（
ｐ
359
）・
手
の
変
幻
（
ｐ
353
）・「
で
あ
る
」
こ
と

と
「
す
る
」
こ
と
（
ｐ
355
）

　『源
氏
物
語
』
の
原
文
は
、
質
・
量
と

も
に
や
や
敷
居
が
高
い
と
感
じ
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
全
編
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
知
り
た
い
」
と
考
え
る
人
も

少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
関
連
図

書
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。
目
的
に
合
わ

せ
て
読
ん
で
み
よ
う
。

■
と
り
あ
え
ず
全
編
の
内
容
を
簡
単
に
知

り
た
い
人
へ
︱
︱
マ
ン
ガ
で
読
む

①
小
泉
𠮷𠮷よ

し

宏ひ
ろ

『
大お

お

摑
づ
か
み

源
氏
物
語

　ま
ろ
、

ん
？
』（
幻
冬
舎
）

②
清
水
好よ

し

子こ

監
修
・
み
は
し
ま
り
画
『
マ

ン
ガ
源
氏
物
語
』（
平
凡
社
・
全
二
冊
）

③
砂さ

崎ざ
き

良り
ょ
う『
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
源
氏
物

語
』（
池
田
書
店
）

④
大や

ま

和と

和わ

紀き

『
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
』（
講
談

社
・
全
一
三
冊
）

　①
は
各
巻
を
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
た
も
の
。
絵
は
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い

る
が
、
内
容
の
把
握
に
は
好
書
。
②
も
全

編
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い

る
。
③
は
マ
ン
ガ
を
使
い
な
が
ら
説
明
文

が
中
心
の
書
。
④
は
ほ
ぼ
原
文
に
忠
実
に

し
っ
か
り
描
き
き
っ
て
い
る
力
作
。
ど
れ

も
当
時
の
装

束
や
生
活
の

様
子
も
つ
か

め
て
よ
い
。

■
現
代
語
で
内
容
を
読
み
た
い
人
へ
︱
︱

全
訳
の
『
源
氏
物
語
』

⑤
与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

訳（
角
川
文
庫
）

⑥
谷
崎
潤

じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

訳（
中
公
文
庫
）

⑦
円え

ん

地ち

文ふ
み

子こ

訳（
新
潮
文
庫
）

　ほ
か
に
京
こ
と
ば
で
訳
し
た
も
の（
中

井
和
子
『
現
代
京
こ
と
ば
訳
源
氏
物
語
』）

や
、
大
胆
に
意
訳
し
て
あ
る
も
の（
橋
本

治お
さ
む『
窯よ

う

変へ
ん

源
氏
物
語
』・
田
辺
聖せ

い

子こ

『
新

源
氏
物
語
』）も
あ
る
。
ま
ず
授
業
で
習
っ

た
巻
か
ら
読
み
始
め
て
み
る
の
も
よ
い
だ

ろ
う
。

■
原
文
と
訳
と
を
比
較
し
な
が
ら
読
み
た

い
人
へ
︱
︱
注
釈
付
き
の
『
源
氏
物
語
』

⑧『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）

　必
要
な
ら
原
文
を
確
認
で
き
る
。
ペ
ー

ジ
の
中
段
に
原
文
、
下
段
に
訳
文
と
い
う

対
訳
形
式
な
の
で
、
生
の
『
源
氏
物
語
』

に
守
ら
れ
な
が
ら
読
ん
で
い
け
る
安
心
感

が
あ
る
。

■
『
源
氏
物
語
』
を
ベ
ー
ス
に
し
た
随
想

な
ど
に
興
味
が
あ
る
人
へ

⑨
俵た

わ
ら

万ま

智ち

『
愛
す
る
源
氏
物
語
』

　『源
氏
物
語
』
中
の
七
九
五
首
の
和
歌

に
注
目
し
て
ま
と
め
た
エ
ッ
セ
イ
。

■
英
訳
を
読
ん
で
み
た
い
人
へ

　原
文
に
ほ
ぼ
忠
実
な
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ

カ
ー
（Edw

ard･G
･Seidensticker

）訳 

と
、や
や
短
く
ま
と
め
ら
れ
た
ア
ー
サ
ー
・

ウ
ェ
イ
リ
ー
（Arthur･D

･W
aley

）訳

が
有
名
で
あ
る
。

源
氏
物
語
を
楽
し
む

藤
原
兼か

ね

家い
え

時と
き

姫ひ
め

道み
ち

綱つ
な
冷
泉
天
皇

63 64

66

詮せ
ん

子し
道み

ち

隆た
か

道み
ち

兼か
ね

道み
ち

長な
が

超ち
ょ
う

子し

伊こ
れ

周ち
か

隆た
か

家い
え

中
宮
彰し

ょ
う

子し

為た
め

尊た
か

親
王

藤
原
保や

す

昌ま
さ

敦あ
つ

道み
ち

親
王

小こ

式し
き

部ぶ
の

内な
い

侍し

橘
道み

ち

貞さ
だ

紫
式
部
紫
式
部
日
記

源
氏
物
語

和
泉
式
部
日
記

赤あ
か

染ぞ
め

衛え

門も
ん

栄
花
物
語
？ 清

少
納
言

枕
草
子

女孝た
か

標す
え

菅
原
孝
標
女む

す
め

更
級
日
記

蜻
蛉
日
記

円
融
天
皇

藤
原
道
綱
母

　貴
族
た
ち
は
、
権

力
を
得
る
た
め
に
娘

を
後
宮
に
送
り
こ
ん

だ
。
后き

さ
きの
も
と
に
才

能
あ
る
女
房
を
集
め
、

サ
ロ
ン
の
興
隆
に
努

め
た
。
結
果
、
日
記

や
随
筆
や
物
語
に
女

流
文
学
の
極
盛
期
が

出
現
し
た
。

菅
原
道み

ち

真ざ
ね

藤
原
長ち

ょ
う

子し

讃
岐
典
侍
日
記

平
安
女
流
文
学
の
関
係
図

清
少
納
言
こ
そ
、
し得
意
顔たり
顔

に
い
み
じ
う
侍
り
け
る
人
。

さこ
の
よ
う
に
利
口
ぶ
っ
て

ば
か
り
さ
か
し
だ
ち
、
真漢

名字
書
き
散
ら
し
て
侍
る
ほ
ど

も
、
よ
く
見
れ
ば
、
ま
だ
い

と
足
ら
ぬ
こ
と
多
か
り
。

（『
紫
式
部
日
記
』
よ
り
）

和
泉
式
部
と
い
ふ
人
こ
そ
、

お
も
し
ろ
う
書
き
か
は
し
け

る
。
さ
れ
ど
、
和
泉
は
け感
心し

かで
き
な
い
面
が
あ
る

ら
ぬ
か
た
こ
そ
あ
れ
。
…

…
歌
は
、
い
と
を
か
し
き
こ

と
。（『
紫
式
部
日
記
』よ
り
）

大
江
匡ま

さ

衡ひ
ら

大
江
雅ま

さ

致む
ね

藤
原
倫と

も

寧や
す

（
正
妻
）

〔
定
子
の
女
房
〕

〔
彰
子
の
女
房
〕

一
条
天
皇

中
宮
定て

い

子し

和い
ず
み泉
式
部

かみ が　も

上賀茂神社

　　　　　　　ご しょ

現在の御所
だい り

内裏跡

ゆう がお

夕顔塚 とり べ　の

鳥辺野

びょう どう いん

　平等院

いし やま でら

石山寺

せい りょう じ

清凉寺

ののみや

野宮神社

おおはら の

大原野神社

あらしやま

嵐山

紫式部墓

　お　の

小野の里

えん りゃく じ

延暦寺

　ひ えい ざん

比叡山

　よ かわ

横川

桂
　川

鴨
川

宇
治
川

平
安
京

大原

ふ
し
み

伏
見

う　じ

宇治

び　わ　こ

琵琶湖
●

風俗博物館

宇治上神社

くら  ま

鞍馬寺

国立博物館
● 

塚塚塚 ととりり べべべ のの　のべべ

鳥鳥辺野鳥辺鳥辺野辺野野

鴨
川
鴨
川

博物館博物館博物館

おうさか　せき

逢坂の関

しもがも

下鴨神社

N

S

E

大原

くくくら  ま

鞍馬寺鞍鞍

N

E

お　の

里小野の里野の野の

大原

〕〔

源氏物語関連マップ

京都

大阪
神戸

奈良

　は　せ でら

長谷寺
すみ よし たい しゃ

住吉大社

琵
琶
湖

 す    ま

須磨
あか  し

明石 ●⓰

❶鞍
くら
馬
ま
寺
でら
　童女の若

わか
紫
むらさき
を

垣
かい
間
ま
見
み
た庵

あん
室
しつ
近くの「なに

がし寺」はここか。( 5 若紫)
❷小

お
野
の
　浮

うき
舟
ふね
の隠

いん
棲
せい
地
ち
。夕

ゆう

霧
ぎり
が通った落

おち
葉
ばの
宮
みや
の山荘も

あった。( 53手習)
❸比

ひ
叡
えい
山
ざん
・横

よ
川
かわ
　浮

うき
舟
ふね
の消

息を確かめに薫
かおる
が横

よ
川
かわ
の僧

そう

都
ず
を訪ねた。( 54夢

ゆめの
浮
うき
橋
はし
)

❹上
かみ
賀
が
茂
も
神社・下

しも
鴨
がも
神社　

葵
あおいの
上
うえ
と六

ろく
条

じょうの
御
み
息
やす
所
どころ
の車争

いがあった。( 9 葵 )
❺内

だい
裏
り
跡
あと
　桐

きり
壺
つぼ
帝や更

こう
衣
い
が

いた主要舞台。今の御所よ
り西にあった。( 1 桐壺など）
❻清

せい
凉
りょう
寺
じ
　阿

あ
弥
み
陀
だ
堂
どう
は源

氏の桂
かつらのいん
院の準拠地。( 18松風)

❼野
のの
宮
みや
　六条御息所が娘の

斎
さい
宮
ぐう
と共に籠

こ
もる｡( 10賢

さか
木
き
)

❽嵐
あらし
山
やま
　上京した明

あか
石
しの
上
うえ
は

大
おお
堰
い
の山荘に住む。( 18松風)

❾大
おお
原
はら
野
の
神社　冷

れい
泉
ぜい
院
いん
の行

幸の際、玉
たま
鬘
かずら
は未来の夫髭

ひげ

黒
くろ
を見た。( 29行

み ゆ き
幸)

❿夕
ゆう
顔
がお
塚
づか
　夕顔の五条の家

の伝承地｡ ( 4 夕顔)

⓫鳥
とり
辺
べ
野
の
　桐壺更衣・夕顔・葵

上の墓地。( 1 桐壺 4 夕顔 9 葵)
⓬逢

おう
坂
さか
の関

せき
　石

いし
山
やま
寺
でら
参
さん
詣
けい
の途中、

逢坂山を通った時、源氏は空
うつ
蟬
せみ

と再会する。( 16関
せき
屋
や
)

⓭石
いし
山
やま
寺
でら
　紫式部が源氏物語の構想を練ったという伝承地がある。

⓮宇
う
治
じ
上
がみ
神
じん
社
じゃ
　大

おおい
君
ぎみ
・中

なかの
君
きみ
・浮

うき
舟
ふね
らが住む八

はちの
宮
みや
の山荘はこの辺りか。( 45橋

はし
姫
ひめ

46 椎
しいが
本
もと

47総
あげ
角
まき
)

⓯平
びょう
等
どう
院
いん
　夕霧の山荘といわれる。貴族の別荘地。( 46椎本 )

⓰須
す
磨
ま
　右大臣方によって政界を追われた源氏は、須磨に退いてわび住まいの日々を送った。( 12須磨)

⓱明
あか
石
し
　須磨に隠

いん
遁
とん
していた源氏は、桐壺院の亡霊と明石入道の迎えに従って明石に移った。( 13明石)

⓲住
すみ
吉
よし
大
たい
社
しゃ
　明石から戻った源氏は、お礼に住吉に詣

もう
でた。折から明石上も参詣に来ていた。( 14澪

みお
標
つくし
)

⓳長
は
谷
せ
寺
でら
　初

はつ
瀬
せ
詣
もう
での途中、椿

つば
市
いち
の宿で玉

たま
鬘
かずら
は母の侍女だった右

う
近
こん
に巡り会った。( 22玉鬘)

N

0 200ｍ

浮
舟

総
角

早
蕨

蜻
蛉

手
習
椎
本 東

屋

橋
姫

夢
浮
橋 宿

木

黄檗

宇治

おうばく

みむろど

うじ

興
聖
寺

茶
筅
塚

宇
治
上
神
社

か
げ
ろ
う

　
　
の
道

宇
治
神
社

宇
治
橋

宇治十帖
モニュメント

源氏物語
ミュージアム

橋寺放生院

宇治川
先陣の碑

中の島

朝
霧
橋

宇
治
市

十三重石塔

三室戸寺

宇　治　川

平
等
院

萬福寺

県神社

橋姫神社

紫式部の像 あじろぎの道

恵
心
院J

R奈
良
線

京
阪
宇
治
線

京滋
バイ
パス

宇治付近及び宇治十帖古跡地図

夕霧別荘想定地

さわら
び

の道

八宮山荘想定地

＊近世のころ古跡が設定されたという。

●石
いし

山
やま

寺
でら

本堂と紫式部が構想を練っ
たといわれる「源氏の間」。

▶

●❾

●⓯

●⓮

●⓫

●⓬

●⓭

●❼

●❽

●❺
●❻

●❿

●❸

●❸●❹

●❹

●❶ ●❷

●❸

●⓱

●⓲
●⓳

藤
原
宣の

ぶ

孝た
か

橘た
ち
ば
な

則の
り

光み
つ

賢
子（
大
弐
三
位
）

（
数
字
は
歴
代
天
皇
）

編
者
代
表�

井
筒
雅
風　

樺
島
忠
夫　

中
西　

進

装
丁�

Ａ
５
判
／
６
０
８
頁

定
価　

９
４
３
円�

情
報
掲
載
量
は
全
て
の
項
目
で
類
書
を
凌
駕

■
膨
ら
み
続
け
る
評
論
の
世
界

　評
論
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野
の

専
門
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
と
す
る

切
り
口
か
ら
「
い
ま
」
と
い
う
時
代

を
〝
論
理
的
に
〞
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
一
つ
の
切
り
口
か
ら
論
じ
ら

れ
た
「
い
ま
」
と
、
別
の
切
り
口
か
ら

論
じ
ら
れ
た
「
い
ま
」
と
で
は
、
共
通

点
も
あ
れ
ば
相
違
点
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
別
の
学
問
ど
う
し
が
結
び
つ
い
た

り
、
一
つ
の
学
問
が
枝
分
か
れ
し
た
り

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
日
々
新
た
な
切

り
口
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
で
、
人
類
は
自
ら

の
認
識
力
を
広
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　下
の
図
は
大
分
類
と
し
て
、
人
間
・

文
化
・
社
会
・
自
然
の
四
つ
を
定
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
さ
ら
に
四
つ
ず
つ
の

小
分
類
を
設
け
た
。
隣
り
合
う
小
分
類

同
士
の
結
び
つ
き
か
ら
、
い
ま
論
じ
ら

れ
て
い
る
最
新
の
切
り
口
が
俯
瞰
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
図
は
一
例
で

あ
り
、
前
述
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
す

べ
て
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
各

分
野
が
結
び
つ
き
、
無
限
に
膨
ら
ん
で

い
く
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
え
て
ほ
し
い
。

評
論
文
と
は

■
評
論
読
解
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　論
理
的
な
文
章
と
は
、「
誰
も
が
理

解
し
、
納
得
で
き
る
よ
う
に
、
筋
道
を

立
て
て
自
分
の
主
張
を
説
明
し
た
」
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
評
論
文

が
読
め
な
い
、
ど
う
読
め
ば
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
主
張
す
る
側
だ
け
で
な
く
、

読
み
手
の
側
に
も
論
理
的
な
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　あ
る
評
論
文
に
つ
い
て
、
賛
否
や
好

き
嫌
い
な
ど
を
含
め
た
自
分
自
身
の
意

見
は
一
旦
後
に
回
し
、「
筆
者
が
何
を

ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
か
」
を
正

し
く
読
む
こ
と
が
、
評
論
読
解
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
語
彙

力
や
知
識
量
に
加
え
、「
い
ま
」
何
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　次
頁
か
ら
は
、
最
近
の
教
科
書
や
大

学
入
試
問
題
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
主
な
評
論
著
者
や
良
書
を
紹
介
す

る
。
評
論
の
世
界
で
、
い
ま
何
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
の
か
、
何
を
読
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
私
た

ち
の
生
活
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て

い
る
の
か
を
確
認
し
よ
う
。

自然 文化

人間

倫理

差別問題

自然エネルギー

脳科学・
ロボット工学

比較文化

ナショナリズム

学芸・美学

人工知能

心と身体

人権・格差

ポストモダン

グローバリ
ゼーション 民主主義

科学

生命 文学

歴史

情報

宇宙

芸術

教育

言語

政治

心理 哲学

経済 法律

社会

倫理倫理倫理倫理倫理倫理倫理倫理

差別問題差別問題差別問題

ロボット工学ロボット工学

科学科学科学科学科学科学科学科学科学

生命生命生命生命生命生命生命生命生命生命生命生命生命生命生命生命生命

心理心理心理心理

人工知能人工知能

グローバリグローバリグローバリグローバリ
ゼーション

情報情報情報情報情報情報情報情報情報情報情報情報

宇宙宇宙宇宙宇宙宇宙宇宙

経済経済経済経済経済経済経済

比較文化

ポストモダンポストモダンポストモダン

文学文学文学文学文学文学文学文学文学文学文学文学

芸術芸術芸術芸術芸術芸術芸術

言語言語言語言語言語言語言語言語
哲学哲学哲学哲学哲学哲学哲学

ナショナリズムナショナリズム

民主主義民主主義

歴史歴史歴史歴史歴史歴史歴史歴史

教育教育教育教育教育

政治政治政治政治政治政治政治政治政治政治政治政治政治
法律法律法律法律

現代

コミュニケーション

国際政治IT・プライバシー

遺伝子・
生物多様性

全
て
が

つ
な
が
り

あ
っ
て
い
る

ん
だ
ね
。

環境

★
内
容
を
正
し
く
読
み
と
る
に
は

キーワードをたどり筆者の着目点や論じ方をつかみながら要旨を追う
・
パ
タ
ー
ン
①
　
疑
問
や
問
題
提
起
に
注
目

「
○
○
と
は
何
か
」「
な
ぜ
〇
〇
な
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
。

・
パ
タ
ー
ン
②
　
比
喩
表
現
や
具
体
例
に
注
目

「
○
○
と
は
〜
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」「
例
え
ば
〜
」
な
ど
。

※ 

大
事
な
の
は
比
喩
や
具
体
例（
〜
）で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ

っ
て
表
さ
れ
る
概
念（
〇
〇
）の
ほ
う
。

・
パ
タ
ー
ン
③
　
筆
者
の
価
値
判
断
に
注
目

「
○
○
で
あ
る
と
私
は
思
う
」「
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
○
○
に
ほ

か
な
ら
な
い
」「
何
よ
り
○
○
で
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
」
な
ど
。

・
パ
タ
ー
ン
④
　
要
約
表
現
に
注
目

「
つ
ま
り
」「
す
な
わ
ち
」「
要
す
る
に
」「
結
局
」
な
ど
。

・
パ
タ
ー
ン
⑤
　
対
比
表
現
に
注
目

「
〜
で
は
な
く
○
○
」「
〜
よ
り
も
む
し
ろ
○
○
」
な
ど
。

・
パ
タ
ー
ン
⑥
　
譲
歩
表
現
に
注
目

「
確
か
に（
も
ち
ろ
ん
・
一
般
に
は
）
〜
だ
。
し
か
し
○
○
」

な
ど
。

評
論
文
を
読
み
解
く
に
は

★
筆
者
の
主
張
に

　
　
　
　
た
ど
り
つ
く
に
は

筆者の着目点や
論じ方を追う

筆者の主張を繰り返し追うことで、自分の意見としよう（広がる世界）

同じとは限らない

筆者の着目点や筆者の着目点や筆者の着目点や
論じ方を追う論じ方を追う論じ方を追う

筆者の立場や
考えの枠組み

自分の感覚や
価値観

知識の範囲
でしか理解
できない

同じとは限らない

自分の感覚や

同じとは限らない同じとは限らない

自分の感覚や自分の感覚や
価値観価値観

知識の範囲知識の範囲
でしか理解でしか理解
できないできない

意味を
追う

筆
者
の
主
張（
テ
ー
マ
）

評
論
を
読
む

評論の各分野（例）

学
習
課
題
ノ
ー
ト

Ｂ
５
・４
０
頁　
定
価
２
６
２
円

◎
別
冊
解
答
書
付

新
訂
国
語
図
説　
五
訂
版�

�
NEW��
国
語
の
世
界
が
〝
目
で
〟〝
見
て
〟
わ
か
る
改
訂
ポ
イ
ン
ト

●�

古
文
編　

章
頭
特
集
「
平
安
貴
族
の
す
べ
て
」

➡
貴
族
の
一
日
・一
生
の
流
れ
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
、
入
試

古
文
頻
出
の
人
物
関
係
図
を
掲
載
。

●
現
代
文
編　
章
頭
特
集
「
近
代
文
学
人
物
館
」

➡
文
芸
思
潮
の
流
れ
を
、
近
代
文
学
作
家
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
と
も
に
押
さ
え
る
。

●
現
代
文
編　

特
集
「
文
学
と
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」

➡
映
画
・
漫
画
・
ア
ニ
メ
化
さ
れ
た
作
品
を
多
数
紹
介
。

●
国
語
表
現
編　

➡
デ
ー
タ
提
示
型
小
論
文
を
新
規

追
加
。

編
者
代
表�

井
筒
雅
風　

内
田　

満　

樺
島
忠
夫

装
丁�

Ｂ
５
判
／
４
８
８
頁

定
価　

９
９
０
円�

授
業
で
、
自
習
で
、
活
躍
の
国
語
資
料
集

学
習
課
題
ノ
ー
ト

Ｂ
5
・
３
２
頁　
定
価
２
４
２
円

◎
別
冊
解
答
書
付

▲評論文とは

▲源氏物語関連マップ

同じ動画がこ
ちらからもご
覧になれます

古
典
文
学
に
登
場
す
る

貴
族
た
ち
は
ど
の
よ
う
な

生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
、

一
例
を
見
て
み
よ
う

　

貴
族
の
一
日

「起床したら、暦
こよみ

を見て日の吉
きっきょう

凶を知り、
身繕いをして寺社を念ぜよ。昨日の出来
事を筆録し、粥

かゆ

を食せ。」と貴族が残した
『遺

ゆい

誡
かい

』にある。貴族たちは規則正しい生
活を送っていた。

律
りつ

令
りょう

の規定では「午前６時 45 分ごろ大
おお

門
もん

開
かい

鼓
こ

～午前 10 時 30 分ごろ退
たい

朝
ちょう

鼓
こ

」の４時間
勤務だった。位

い

階
かい

によって色が異なる束
そく

帯
たい

姿
で、牛車に乗って出

しゅっ

仕
し

した。

大
だい

内
だい

裏
り

の官庁で政務をとった。時代が下ると、
公
く

卿
ぎょう

たちは、紫
し

宸
しん

殿
でん

の廂
ひさし

にある陣
じん

座
のざ

を会議の
場とするようになった。平安時代中頃には政
治の仕組みも変わり、真夜中政治が増えた。
昼過ぎに出仕し、日没前後に退出、時に深夜
に及ぶようになった。

午後～翌朝にかけて宿
しゅく

（夜間勤務）・直
ちょく

（午後の勤務）
が行われるようになると、宮中で仕える女

にょうぼう

房も夜が忙
しくなり、昼間に外出したり休息をとったりした。

最高権力者は一
いち

の人である摂
せっしょう

政・関
かん

白
ぱく

。公
（太

だい

政
じょう

大臣及び左
さ

・右
う

大
だい

臣
じん

）と卿（大・中納言・
参
さん

議
ぎ

など）の公
く

卿
ぎょう

（上
か ん だ ち め

達部）が宮中で政務を
とった。清

せい

涼
りょう

殿
でん

の殿
てん

上
じょう

の間
ま

には五位以上の
貴族しか昇

しょうでん

殿できなかった。（→ P. 38）

他
の
氏
族
と
の
争
い
・
藤
原
氏
の
門
流
同
士
の
争
い
に

勝
利
し
た
藤
原
北ほ

っ

家け

で
は
、
さ
ら
に
兄
弟
間
の
権
力
争
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
争
い
の
焦
点
は｢

誰
の
娘
が
天
皇

家
の
正
妻
と
な
る
か｣

｢

生
ま
れ
た
子
供
の
う
ち
、
皇こ

う

太た
い

子し

に
な
る
の
は
誰
か｣

で
あ
っ
た
。
次
の
天
皇
の
祖
父
と

な
る
た
め
、
す
で
に
兄
道み

ち

隆た
か

の
娘
で
あ
る
正
妻
・
定て

い

子し

が

い
た
一
条
天
皇
の
も
と
に
、
正
妻
格･

彰し
ょ
う
し子
を
強
引
に
送

り
込
ん
だ
の
は
実
力
者
、
藤ふ

じ
わ
ら
の
み
ち
な
が

原
道
長
だ
っ
た
。
天
皇
を
わ

が
娘
の
元
に
ひ
き
つ
け
る
た
め
に
、
貴
族
達
は
競き

そ

っ
て
教

養
あ
る
有
名
人
を
抱
え
、
女
房
た
ち
の
サ
ロ
ン
を
形
成
し

よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
女
流
黄
金
時
代
が
、
天
皇
の
愛

を
競
い
あ
っ
た
後
宮
で
花
開
い
た
。 

大臣家の姫は、天皇の妻、女
にょうご

御として内
だい

裏
り

に
入り（入

じゅ

内
だい

）、ここから正妻（皇
こう

后
ごう

・中
ちゅう

宮
ぐう

）にな
る者が出た。納

な

言
ごん

家の姫は、更
こう

衣
い

として入内。
もともと、中宮は皇后の別称だったが、藤

ふじわらの

原
道
みち

長
なが

の時代に、別の女性が並立した。

1日2食が普通で、主
食は米、副食物は野菜
や、魚などだった。海
の魚は干物か塩潰け、
肉も干し肉が多かった。▲庶民の食事

▲陣
じん
座
のざ
：公

く
卿
ぎょう
たちの会議の場。（「年中行事絵巻」）

　
　
　
　
　▶
一
条
天
皇
像

             （
真
正
極
楽
寺
所
蔵
）

▲貴族の食事：味付けは素朴で、塩
などの調味料を自分でつけて食した。

▲食事風景「伊勢物語絵巻」模本・部分 （東京国立博物館
蔵　Image: TNM Image Archives）

▲部屋で手紙をしたためる姫君（「住吉物語絵巻」）

　※
時
刻
は
お
お
よ
そ
の
目
安
。▲就寝時の様子（「伊勢物語絵巻」国文学研究資料館

所蔵）

▲夜の王朝政治：近
この え
衛の舎

とね り
人が松

たい
明
まつ
をかかげている。（「年中行事絵巻」）

◀乾
かれ
飯
いい
：炊いた米

を乾燥させた携帯
食料。水や湯で戻
して食した。

男性の位
くらい

後宮の女性

起
床
／
筆ひ

つ

録ろ
く

・
身み

づ
く
ろ繕

い
・
軽
食
な
ど

宿と
の

直い

（
午
後
・
夜
間
の
勤
務
）

出し
ゅ
っ

仕し

皇
室

後
宮

公
卿

更
級
日
記

労働量の多い
下級役人や、
庶民は 1日 3食
とることもあった

ようです

古典文学の舞台と
なることも多い内

だいり（うち）

裏。
主な人物関係を確認
しておきましょう

権力争いの
副産物として、

後世に大きな影響を与える
作品が生まれたんですね

帝
みかど

＝天皇 中
ちゅうぐう

宮（皇后）＝正妃

春
とうぐう

宮（東宮）

＝

皇太子

女御

更衣

尚侍、女官たち

大政大臣 関白摂政

左大臣 右大臣 内大臣

大納言、中納言、参議たち

蜻
蛉
日
記

   

五
三
番

藤
原
道み

ち
つ
な
の
は
は

綱
母菅す

が
わ
ら
の
た
か
す
え
の
む
す
め

原
孝
標
女

道
綱

道み
ち

長な
が 詮せ

ん

子し

定て
い

子し

彰し
ょ
う

子し

道み
ち

兼か
ね

隆た
か

家い
え

道み
ち

隆た
か

伊こ
れ

周ち
か

藤
原
兼か

ね

家い
え

時と
き

姫ひ
め（

正
妻
）

円え
ん

融ゆ
う

天
皇

一
条
天
皇

清
少
納
言

伊い
せ
の
た
い
ふ

勢
大
輔

小こ
し
き
ぶ
の
な
い
し

式
部
内
侍

赤あ
か

染ぞ
め

衛え

門も
ん 紫

式
部

仕
え
る

仕
え
る

夜
の
食
事
・
私
生
活
・
就
寝

食
事

基本的には
朝型勤務です

藤
原
氏
の
隆
盛
と
平
安
女
流
文
学
の
開
花

百
人

一
首

枕
草
子

   

六
二
番

百
人

一
首

源
氏
物
語

紫
式
部
日
記

   

五
七
番

百
人

一
首

和い
ず
み泉
式し

き

部ぶ

和
泉
式
部
日
記

   

五
六
番

百
人

一
首

栄
花
物
語
（
？
）

　
　

　五
九
番

百
人

一
首

   

六
一
番

百
人

一
首   

六
〇
番

百
人

一
首

目
で
見
る 

平
安
貴
族
の
す
べ
て

貴
族
が
過
ご
し
た「
内
裏
」

娘を後宮へ

政治的対立

対抗意識？

清
少
納
言
こ
そ
、

し
た
り
顔
に
い
み

じ
う
は
べ
り
け
る
人
。
さ
ば
か
り
さ

か
し
だ
ち
、
真ま

名な

書
き
散
ら
し
て
は

べ
る
ほ
ど
も
、
よ
く
見
れ
ば
、
ま
だ

い
と
足
ら
ぬ
こ
と
多
か
り
。

「
紫
式
部
日
記
」
よ
り

兄弟

姪

娘

天
皇
の
補
佐

天
皇
が
幼
少

の
場
合

▲「源氏物語絵屏風」（国文学研究資料館所蔵）

森鷗外や幸田露伴は同人誌で一葉
の『たけくらべ』を高く評価した。

特別に深い交流があったわけではない二人だ
が、鷗外が漱石に自作『青年』を寄贈し、漱
石がお礼に講演集『社会と自分』を献本した
旨の鷗外宛、漱石のはがきが残されている。
また、これは偶然だが、駒

こま

込
ごめ

千
せん

駄
だ

木
ぎ

の同じ家
に二人は時期を隔てて住んでいた。

志賀直哉を訪ねた芥川龍之介が、小説を全く
書かなかった時期の事を聞きたがり、「冬眠」
と直哉は答えたという。花形作家として走り
続けていた芥川は既に息切れ状態にあったと
思われ、数年後、三五歳で自ら命を断った。

話の筋の面白さの重要性を主張する
谷崎に対し、芥川は「『話』らしい
話のない小説」を評価、「純粋な小説」
とした。しかし、かつて花形作家だっ
た芥川こそ、筋の面白さの作家だっ
た。直後、芥川は死を選ぶ。

本
ほん

郷
ごう

駒込の漱石宅を訪れる門下生などとの面会日
を、門下生である鈴木三重吉が木曜日と定めた。漱
石を慕う人々のサロンで、寺田寅

とら

彦
ひこ

、森田草
そう

平
へい

や、
後に菊池寛

かん

、芥川龍之介、久米正
まさ

雄
お

らが参加。

漱石は反自然主義の巨頭として知られる
が、一方で、当時流行していた尾

お

崎
ざき

紅
こう

葉
よう

の『金色夜叉』を「二三十年の後は忘れ
られて然るべきもの」とし、「明治の代
に小説らしき小説が出たとすれば破戒な
らんと思ふ」と藤村の『破戒』を絶賛した。

三高時代、梶井は『漱石全集』
を愛読し、友人への手紙で「梶
井漱石」と名乗った。

第１回芥川賞で太宰治は落選。選
考委員だった川端康成が、「作者
目下の生活に嫌な雲ありて、」と
書いたのに太宰が反論。その後、
第 3回の選考時に、川端宛てに、
「何卒私に与へて下さい」という
懇願の書簡を出した。

師として、井伏鱒二に私淑し、結婚式
の仲人も依頼していた、太宰治は、戦
後、入水自殺するにあたって、クシャ
クシャにした紙片を相手の女性の部屋
に残していた。「みんな　いやしい慾

よく

張
ば

りばかり　井伏さんは悪人です」の
一文があって、話題となった。

昭和 43 年、日本人初のノーベル文学賞を川端康成が受賞。決定直
後に三島由紀夫もお祝いにかけつけたが、後に三島由紀夫も同時に
文学賞候補者に選ばれていたことが公表された。

南洋諸島から内地の妻
子に宛ててこまめに葉
書を出しており、葉書
集が公刊されたことも。

晩年の直哉に対し、
実篤が欲しいものを
きくと、直哉は「君
の書いたものがほし
い」と書を所望した。

『文藝春秋』創刊者
である菊池寛が、友
人、直木・芥川の名
を冠した新人賞を設
立。また、芥川の長
男の名前は、菊池の
本名の読みと同じ、
比
ひ

呂
ろ

志
し

。

明
治
以
降
の
近
代
文
学
史
に
お
け
る
主
要
な
文
芸

思
潮
の
流
れ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
作
家
を
ま
と

め
ま
し
た
。
気
に
な
る
内
容
が
あ
れ
ば
、
本
書
で
調

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

坪つ
ぼ

内う
ち

逍し
ょ
う
よ
う遙
が
評
論
『
小
説
神
髄
』
で
提
唱
。

勧
善
懲
悪
主
義
を
否
定
し
、
心
理
描
写
を
主
眼

と
し
た
、
あ
り
の
ま
ま
の
写
実
を
主
張
し
た
。

二ふ
た

葉ば

亭て
い

四し

迷め
い

『
浮
雲
』
が
そ
の
実
作
。

実
生
活
の
破
綻
を
描

く
自
然
主
義
系
の
私
小

説
に
対
し
、
調
和
を
感

じ
た
時
の
心
境
を
描
く

白
樺
派
系
の
心
境
小
説

が
生
ま
れ
た
。
純
正
芸

術
派
の
梶か

じ

井い

基も
と

次じ

郎ろ
う

は
、
こ
の
流
れ
。

戦
時
下
の
昭

和
一
〇
年
代
に

も
、
一
際
輝
く

よ
う
な
中な

か

島じ
ま
あ
つ
し敦

ら
が
存
在
し
た
。

「
文
芸
時
代
」
に
よ
っ
た
横よ

こ

光み
つ

利り

一い
ち

・
川か

わ

端ば
た

康や
す

成な
り

ら
は
、
知
的
に
構
成
さ
れ
た
現
実
を
、
新
し
い

手
法
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
斬
新
で
感
覚
的
な

表
現
を
駆
使
し
、新
鮮
な
イ
メ
ー
ジ
を
主
張
し
た
。

ジ
ョ
イ
ス
や
プ
ル
ー
ス

ト
の
影
響
を
受
け
、
内
面

の
意
識
の
流
れ
を
表
現
し

よ
う
と
し
た
文
学
。
伊い

藤と
う

整せ
い・堀ほ
り

辰た
つ

雄お

が
提
唱
し
た
。

文
学
の
芸
術
性
を
守
る

た
め
に
、
反
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
運
動
の
旗
を
掲
げ

た
、大
同
団
結
グ
ル
ー
プ
。

井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

・
嘉か

村む
ら

礒い
そ

多た

ら

が
集
ま
っ
た
が
、
主
流
が

退
廃
的
・
享
楽
的
傾
向
に

流
れ
、
長
続
き
せ
ず
に
、

解
体
し
た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
移
入
と

共
に
起
こ
っ
た
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
解
放
運
動
に
伴
う
文

学
。
大
正
期
に
始
ま
り
、
後

に
小
林
多た

喜き

二じ

ら
の「
戦
旗
」

派
、
葉は

山や
ま

嘉よ
し

樹き

ら
の
「
文
芸

戦
線
」
派
に
分
裂
し
た
。

終
戦
直
後
に
、
既
成
の
モ
ラ

ル
や
文
学
観
に
反
発
す
る
一
方

で
、
時
勢
の
権
威
に
追
随
す
る

世
相
を
も
批
判
し
た
太だ

宰ざ
い
お
さ
む治

・

坂
口
安あ

ん

吾ご

ら
の
文
学
。虚
無
的・

退
廃
的
な
生
活
の
中
に
希
望
を

み
よ
う
と
し
、
新
し
い
倫
理
を

作
り
出
そ
う
と
し
た
。

野の

間ま

宏ひ
ろ
し

・
荒
正
人
ら
、
戦
後
に
現
れ
た
人
々
。
多

く
は
戦
争
体
験
を
持
ち
、「
政
治
と
文
学
」
に
対
し

て
鋭
い
問
題
意
識
を
持
つ
。
大
岡
昇し

ょ
う
へ
い平

・
三み

島し
ま

由ゆ

紀き

夫お

ら
、
第
二
次
戦
後
派
も
遅
れ
て
出
発
し
た
。

二
人
は
全
く
別
々
の
存
在
で
、余
裕
派・

高
踏
派
は
、
当
時
の
主
流
、
自
然
主
義
系

か
ら
の
悪
口
。
ド
イ
ツ
帰
り
の
若
者
と
し

て
、
浪
漫
主
義
的
な
訳
詩
・
翻
訳
・
小
説

を
発
表
し
た
鷗
外
は
、
近
代
文
学
の
開
拓

者
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
鷗
外
は
、
後

に
人
事
権
を
持
つ
軍
医
の
ト
ッ
プ
に
上
り

つ
め
る
陸
軍
軍
医
で
あ
り
、
永
井
荷
風
を

教
授
職
に
推
薦
で
き
る
、
慶け

い

應お
う

大
の
学
科

顧
問
で
あ
っ
た
。
後
に
帝
室
博
物
館
（
現

在
の
東
京
国
立
博
物
館
）
総
長
や
、
帝
国

美
術
院
（
日
本
芸
術
院
）
院
長
を
も
務
め

て
い
る
。
創
作
活
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
時

期
が
あ
る
も
の
の
、
三
〇
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
文
筆
活
動
を
展
開
。
耽
美
派
の
作

家
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

デ
ビ
ュ
ー
作
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
か

ら
そ
の
死
ま
で
、
執
筆
時
期
は
わ
ず
か
十

年
余
り
。
だ
が
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
有

す
る
。生
前
、漱
石
は
多
く
の
弟
子
を
持
っ

た
。「
四
天
王
」
と
呼
ば
れ
る
鈴
木
三
重

吉
ら
や
、
サ
ロ
ン
に
集
ま
っ
た
芥
川
龍
之

介
・
寺
田
寅と

ら

彦ひ
こ

・
野
上
弥や

生え

子こ

ら
の
門
下

生
は
、
後
に
漱
石
山
脈
と
命
名
さ
れ
た
。

新
思
潮
派
だ
け
で
な
い
。
白
樺
派
の
作
家

た
ち
も
、
漱
石
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
、

周
辺
に
あ
っ
た
。
現
在
で
も
、
漱
石
作
品

は
よ
く
読
ま
れ
る
。
あ
る
文
庫
の
累
積
売

り
上
げ
数
ト
ッ
プ
は
『
こ
こ
ろ
』。
研
究

論
文
の
数
も
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
中

に
は
漱
石
の
日
々
の
暮
ら
し
を
詳
細
に
調

べ
あ
げ
た
研
究
書
さ
え
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

ト
ル
ス
ト
イ
の
人
道
主
義
の
影
響
を
受
け
た
武む

者し
ゃ
の

小こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ

・
志し

賀が

直な
お

哉や

・
有あ

り

島し
ま

武た
け

郎お

ら
が
、
明
治
末

に
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
。
理
想
主
義
的
な
人
道
主
義
を

掲
げ
、
個
の
尊
厳
を
主
張
。
大
胆
な
自
己
肯
定
か
ら

出
発
し
、
個
人
の
個
性
の
発
揮
を
主
張
し
た
。

白
樺
派
の
楽
天
的
な
理
想
主

義
に
あ
き
た
ら
ず
、
よ
り
現
実

的
で
あ
ろ
う
と
し
た
グ
ル
ー

プ
。
漱
石
の
影
響
下
に
出
発
し

た
芥あ

く
た
が
わ川

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

・
菊き

く

池ち

寛か
ん

ら
、

「
新
思
潮
」
の
作
家
た
ち
は
、

現
実
を
理
知
的
に
解
釈
し
、
鮮

明
な
テ
ー
マ
を
持
つ
作
品
を
書

い
た
。

永な
が

井い

荷か

風ふ
う

・
谷た

に

崎ざ
き

潤じ
ゅ
ん
い
ち一

郎ろ
う

ら
は
、

鷗
外
に
認
め
ら
れ
、
美
の
世
界
を
重
視

す
る
立
場
に
立
っ
た
。
異
国
情
趣
や
江

戸
情
趣
に
ひ
か
れ
た
彼
ら
の
文
字
は
、

明
治
末
頃
か
ら
大
正
に
か
け
て
最
盛
期

を
迎
え
、
後
、

官
能
的
・
享
楽

的
傾
向
を
強
め

て
い
っ
た
。

島
崎
藤と

う

村そ
ん

の
『
破

戒
』、
田
山
花か

袋た
い

の

『
蒲ふ

と
ん団

』
で
確
立
。

虚
構
を
否
定
し
、
無

理
想
・
無
解
決
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
実
相

を
客
観
的
に
描
こ
う

と
し
た
文
学
。
後
に

作
家
自
身
の
身
辺
を

描
く
小
説
に
変
形
し

て
い
っ
た
。

古
典
の
表
現
形
式
を
模

倣
し
た
小
説
。
写
実
を
め

ざ
す
尾お

崎ざ
き

紅こ
う

葉よ
う

や
、
理
想

主
義
的
な
幸こ

う

田だ

露ろ

伴は
ん

ら
。

文
体
は
雅
俗
混
交

体
で
や
や
古
め
か
し

い
も
の
だ
っ
た
が
、

内
容
は
清
新
で
、
新

し
い
浪
漫
主
義
の
文

学
が
、
い
き
な
り
、

若
い
女
性
の
手
で
書

か
れ
た
。

▶
二
葉
亭
四
迷（
↓
P. 

211
）

▶
樋ひ

口ぐ
ち

一い
ち

葉よ
う（

↓
P. 

206
）

◀
島
崎
藤
村（
↓
P. 

218
）

▶
田
山
花
袋（
↓
P. 

219
）

▶「
早
稲
田
文
学
」

▲幸田露伴（→ P.211）

『文豪と暮らし』
開発社（編）
創藝社

『文豪たちのラブレター』
別冊宝島編集部（編）
宝島社

『作家の猫』
コロナ・ブックス編集部（編）
平凡社

『夏目漱石解体全書』
香日ゆら（著）
河出書房新社

『文豪お墓まいり記』
山崎ナオコーラ（著）
文藝春秋

『文人悪食』
嵐山光三郎（著）
新潮文庫

『父・こんなこと』
幸田 文（著）
新潮文庫

『全国作家記念館ガイド』
全国作家記念館ガイド編集
委員会（編）　山川出版社

　　　　　夏目漱石、
谷崎潤一郎、江戸川乱
歩ほか（著）　左右社

▶
坪
内
逍
遙（
↓
P. 

211
）

◀
志
賀
直
哉（
↓
P. 

220
）

◀
梶
井
基
次
郎（
↓
P. 

228
）◀

太
宰 

治（
↓
P. 

234
）

◀
川
端
康
成（
↓
P. 

227
）

◀
井
伏
鱒
二（
↓
P. 

231
）

◀
芥
川
龍
之
介（
↓
P. 

222
）

▶
谷
崎
潤
一
郎（
↓
P. 

225
）

◀
有
島
武
郎（
↓
P. 

219
） ▶

鷗
外
が
絵
付
け
し
た
皿

（
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念

館
所
蔵
）

▶
昼
寝
を
す
る
漱
石

近き
ん

代だ
い

文ぶ
ん

学が
く

人じ
ん

物ぶ
つ

館か
ん

写実主義私小説・心境小説

心
境
小
説
へ

無
ぶ

頼
らい

派

戦後派

新感覚派

プロレタリア文学

新心理主義新興芸術派

白
しら

樺
かば

派

新
しん

思
し

潮
ちょう

派

耽
たん

美
び

派

余裕派・高
こう

踏
とう

派 反自然主義

芸術派

自然主義

擬古典主義

浪
ろう

漫
まん

主義

才能を高く評価

漱石と鷗外の関係

志賀さんのように書くには

文芸論争

「木曜会」での交流

漱石、藤村をほめる

〝梶井漱石〟？

芥川賞をめぐって

師弟関係

ノーベル文学賞をめぐって

パラオから

10代からの親友

このふたりも親友

森も
り 

鷗お
う

外が
い

（
↓
P. 

208
）

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

（
↓
P. 

212
）

16歳のころ

19歳のころ

17～18歳のころ

20～21歳のころ

17歳のころ

18歳のころ

17～18歳のころ

17歳のころ

作家を知るための
ブックガイド

▲武者小路実篤（→P.219）

▲永井荷風（→P.219）

▲菊池 寛（→ P.226）

▲葉山嘉樹（→P.226）

▲安部公房（→P.239）

▲大岡昇平（→ P.238）

→ P.178～ P.185へ

→ P.256～ P.261へ

▲ 野間 宏（→ P.238）

▲ 三島由紀夫（→ P.239）

▲横光利一（→P.226）

▲伊藤 整（→ P.230） ▲ 堀 辰雄（→ P.230）

▶
坂
口
安
吾（
↓
P. 

238
）

▶
中
島 

敦（
↓
P. 

232
）

文豪たちが描いた
日本の姿は

現代の
作家・小説は 私

小
説
へ

▼「白樺」
100 号記念号

▼「白樺」創刊号

▼「文芸戦線」

▼「新思潮」

▼「文芸時代」

▼「三田文学」

↓
ｐ
．190
〜
205
へ

↓
ｐ
．188
〜
189
へ

↓
ｐ
．206
〜
241
へ

◆ 

近
代
文
学
史
を
詳
し
く
知
る

◆ 

文
芸
思
潮
の
流
れ
を
詳
し
く
見
る

◆ 

各
作
家
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
る

紹
介
し
た
作
家
た
ち
に
関
連
す
る
本
を
集
め
ま

し
た
。
彼
ら
が
愛
し
た
も
の
・
書
い
た
手
紙
・

家
族
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
作
品
や
経
歴
か

ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
意
外
な
一
面
が
見
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
作
家
た
ち
の
足
跡
を

訪
ね
て
み
た
い
人
に
お
す
す
め
の
本
も
。

『〆切本』

誕
生

信
仰

死

算
賀

出
家

恋
愛

結
婚

成
長

仏教

仏教

陰陽道陰陽道 仏教

髪は生後３歳ごろまでは短く整え、その後は切りそろえながら伸ばして
いく。成人すると女子は長く垂らし、男子は頭上で束ねて冠に収めた。

当時の髪型は？隅々まで気が抜けない仕事と楽しみと生まれ変わったら…

恋は和歌を記した手紙のやりとりから始まるため、男女ともに洗
せん

練
れん

された和歌を詠める
ことが求められた。また、筆跡や手紙自体の紙質・色合わせのセンスも重要だった。
恋は和歌を記した手紙のやりとりから始まるため、男女ともに洗

せん

練
れん

された和歌を詠める
ことが求められた。また、筆跡や手紙自体の紙質・色合わせのセンスも重要だった。

男性は現代でいう公務員の職に就
つ

き、女性の多くは家庭で過ごした（出
しゅっ し

仕して才能を発揮
する女性もいた）。外出が少ない女性たちにとって、物詣や参籠には旅の楽しみもあった。

仏教への信仰が篤
あつ

かった当時、老年期を迎えた人々の関心は来世に向かっ
ていった。死後に極楽へ生まれ変わることを願って出家し、仏に仕えた。　

貴
族
の
一
生

幼
年
期

少
年
期

青
年
期

壮
年
期

老
年
期

相手の姿を確かめる手立ては、垣根越しの垣
かい

間
ま

見
み

ぐらいであった。男性
のほうから恋文（和歌）を贈り、やりとりした後、吉日を選んで、夜が
更
ふ

けてから男性が女性の家を訪れた。夜明け前には帰宅し、すぐに後
きぬ

朝
ぎぬ

の文
ふみ

を贈った。

「観音が姿を変えて現れ、
衆
しゅ

生
じょう

を救う」とされ、特に
女性たちの間に観

かん

音
のん

詣
もう

でが
流行した。石

いし

山
やま

寺
でら

・長
は

谷
せ

寺
でら

・清
きよ

水
みず

寺
でら

などに昼夜こも
る参籠も行われた。　

貴族たちは極楽浄土への
極
ごく

楽
らく

往
おう

生
じょう

を願い、阿
あ

弥
み

陀
だ

像を作り、聖
しょう

衆
じゅう

来
らい

迎
ごう

図
ず

を描かせた。平等院鳳凰
堂は、この世に出現した
極楽浄土の世界そのもの
だった。

平均寿命は短く、四十歳に
なると老人と見なされ、長

ちょう

寿
じゅ

を祝う四十の賀
が

が行われ
た。以後、十年ごとに長寿
を祝う算

さん

賀
が

の儀が営まれ
た。供

きょう

宴
えん

・奏
そう

楽
がく

・作
さっ

歌
か

で祝
い、年齢に合わせて挿

か ざ し

頭な
どを贈った。

もともと天
てん

文
もん

・暦
れき

数
すう

・ト
ぼく

地
ち

（占い）な
どを支配した、陰

いん

陽
よう

五
ご

行
ぎょう

説
せつ

に基づく
陰
おん

陽
みょう

道
どう

の影響が平安中期になっても
色濃く残り、日時・方位などの吉凶を
占って、忌にあたれば物

もの

忌
い

みをした。
この間は宮中への出仕もせず、自宅に
閉じこもった。行き先の方角が方

かた

塞
ふた

が
りであれば外出を避けるか、一旦別方
向に行き、そこから目的地に向かった。

病
やまい

は物の怪（疫
やく

病
びょう

神
がみ

や生
いき

霊
りょう

・死
し

霊
りょう

など）が取り憑
つ

いて祟
たた

りをなすものと考えてい
た古代の人々は、病人や、出産を控えた女性に対して、加持や祈禱を行った。神仏
の加護を願って祈りを捧げる一種の呪

じゅ

術
じゅつ

作法で、時には、物の怪をよりましに移
す験

げん

者
じゃ

が呼ばれることもあった。

三日間は続けて通うことが男性
のつとめで、相手が気に入らな
ければ、出会いを避けることで
破
は

談
だん

となった。三日目の夜には
二人で三

み

日
か

夜
よ

の餅
もちい

を食べた。こ
の後、女性の親が披

ひ

露
ろう

宴
えん

にあた
る所
ところ

顕
あらわ

しの儀式を行った。一
いっ

夫
ぷ

多
た

妻
さい

制だった当時は、結婚後も
夫婦は同居せず、男性の通

かよ

い婚
こん

が続いた。子供は母親の家で育
てられ、男性が訪れなければ夫
婦関係は自然に解消した。

出会いと交際

参
さん

龍
ろう

・観
かん

音
のん

信仰

極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

方
かた

違
たが

え・物
もの

忌
い

み等物
もの

の怪
け

・加
か

持
じ

祈
き

禱
とう

結婚の成立

宮
中
で
暮
ら
す
后き

さ
き

・
女に

ょ
う
ご御
・
更こ

う

衣い

ら
も
、
里り

邸て
い

（
実
家
）
に
帰
っ
て
出

産
し
た
。
産
室
・
産う

ぶ

屋や

は
白
一
色
で

し
つ
ら
え
ら
れ
、
穢け

が

れ
を
払
い
、
安

産
を
願
う
加か

持じ

祈き

禱と
う

の
中
で
女
性
は

出
産
に
臨
ん
だ
。
新
生
児
が
誕
生
す

る
と
、
御お

湯ゆ

殿ど
の

の
儀
（
産
湯
）・
漢か

ん

籍せ
き

の
め
で
た
い
一
節
を
読
み
上
げ
る

読と
く

書し
ょ

・
魔ま

除よ

け
に
弓
の
弦
を
鳴
ら
す

鳴め
い

弦げ
ん

な
ど
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
以

後
、
三
・
五
・
七
・
九
日
目
の
夜
に
は
、

食
物
や
衣
服
を
贈
る
産う

ぶ

養や
し
な
い

が
営
ま

れ
、
五
十
日
・
百
日
目
に
は
、
子
の

口
に
餅
を
含
ま
せ
る
五い

か
十
日
の
祝い

わ
い

・

百も
も
か日

の
祝
が
行
わ
れ
た
。

死
が
近
づ
く
と
、
西さ

い

方ほ
う

の
極
楽
浄
土
に
向

か
う
た
め
に
、
西
向
き
に
寝
か
せ
、
北き

た

枕ま
く
らに

し
た
。
や
が
て
死
が
訪
れ
る
と
、
棺ひ

つ
ぎ

を
牛
車

に
乗
せ
、
野の

辺べ

送
り
を
し
た
。
多
く
東

ひ
が
し

山や
ま

の

鳥と
り

辺べ

野の

に
霊た

ま

屋や

を
作
り
、
遺
体
は
火
葬
に
し

た
。
初
七
日
か
ら
、
七
日
目
ご
と
に
供く

養よ
う

を

し
、四
十
九
日
に
は
盛
大
な
法ほ

う

会え

を
営
ん
だ
。

四
十
九
日
間
、
遺
族
は
喪
服
を
着
、
身
を
慎

つ
つ
し

ん
だ
。
こ
れ
を
服ふ

く

喪も

と
い
っ
た
。

仏
教
が
滅
び
、
末ま

っ

法ぽ
う

の
世
が
来
る

と
い
う
末
法
思
想
が
喧け

ん

伝で
ん

さ
れ
た
。

貴
族
た
ち
は
早
く
か
ら
の
出
家
を
望

ん
だ
が
、
実
際
に
は
晩ば

ん

年ね
ん

に
な
っ
て

出
家
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

女
性
は
御
殿
の
奥
深
く
に
住
み
、

姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
男
性
は
家
柄

や
評
判
・
噂う

わ
さ

で
相
手
を
選
ん
だ
。
直

接
に
相
手
を
見
る
の
は
、
お
付
き
の

女
性
の
手
引
き
で
忍
び
入
る
日
で
、

「
あ
ふ
」
や
「
み
る
」
と
い
っ
た
語

が
結
婚
を
意
味
し
た
。

男
女
と
も
、
三
歳
〜
七
歳
の
間
に
、
袴は

か
ま
ぎ着
の
儀
式
が
行

わ
れ
た
。
男
児
は
七
歳
く
ら
い
で
、
読ふ

書み

始は
じ

め
（
学
問
始

め
）
を
行
っ
た
。
名
家
の
男
児
は
そ
の
頃
か
ら
昇
殿
を
許

さ
れ
童

わ
ら
わ

殿て
ん

上じ
ょ
うに

出
た
。
男
子
は
十
二
歳
〜
十
六
歳
に
な
る

と
、
髪
型
を
改
め
て
冠

か
ん
む
り

を
つ
け
る
元げ

ん

服ぷ
く

（
初

う
い
こ
う
ぶ
り

冠
）
を
行
っ

た
。
女
子
は
、
十
三
〜
四
歳
ご
ろ
、
裳も

を
着
け
て
髪
を
結

い
あ
げ
る
裳も

着ぎ

（
髪
上
げ
）
の
儀
式
を
行
っ
た
。

出
産
・
誕
生

当
時
の
結
婚
観

袴は
か
ま

着ぎ

・
裳も

着ぎ

・
元げ

ん

服ぷ
く

▲産室は白一色に整えられ、安産を願う加
か

持
じ

祈
き

禱
とう

が行われた。

▲若宮を抱く中
ちゅうぐうしょうし
宮彰子（「紫式部日記絵巻」）

▲垣
かい
間
ま
見
み
（「源氏物語団扇画帖」

国文学研究資料館所蔵）

▲物
もの
詣
もうで
（ 「石山寺縁起」模本・部分  東京国立博物館蔵

Image: TNM Image Archives）

▲参
さん
籠
ろう
：参籠する女の夢に観

かん
音
のん
菩
ぼ
薩
さつ
が現れる。（ 「石山寺縁起」）▲清水寺（京都市東山区）

▲菅
すが
原
わらの
道
みち
真
ざね
の五十の賀（ 「北野天神縁起」）

▲平等院鳳
ほう
凰
おう
堂
どう
：格子窓から金色に輝く阿

あ
弥
み
陀
だ
如
にょ
来
らい
が見える。（京都府宇治市）

▲葬送（「清水寺縁起 中巻」  東京国立博物館蔵　Image: TNM Image Archives） ▲病人を救うため、疫
やく
病
びょう
神
がみ
を祓

はら
う安

あ
倍
べの
晴
せい
明
めい
。（阿倍王子神社所蔵）

▲高貴な姫君の元へ通おうとして、見張りに阻
はば
まれる男。（「伊勢物語絵巻　巻第１」

部分 東京国立博物館蔵　Image: TNM Image Archives）

◀三日夜の餅は女性側の家で準備した。

▲歌を記した恋
こい
文
ぶみ
を使いに持たせ、やりとりをした。

（「春日権現験記絵」）

▶ 物語では、男が姫君を盗み出す
場面も描かれる。（「伊勢物語絵巻　
巻第１」部分 東京国立博物館蔵　
Image: TNM Image Archives）

▲光源氏の初
ういこうぶり

冠（「源氏物語屏風」桐壺）

▲裳
も
着
ぎ

▲裳
も

▲髪上げ

森鷗外や幸田露伴は同人誌で一葉
の『たけくらべ』を高く評価した。

特別に深い交流があったわけではない二人だ
が、鷗外が漱石に自作『青年』を寄贈し、漱
石がお礼に講演集『社会と自分』を献本した
旨の鷗外宛、漱石のはがきが残されている。
また、これは偶然だが、駒

こま

込
ごめ

千
せん

駄
だ

木
ぎ

の同じ家
に二人は時期を隔てて住んでいた。

志賀直哉を訪ねた芥川龍之介が、小説を全く
書かなかった時期の事を聞きたがり、「冬眠」
と直哉は答えたという。花形作家として走り
続けていた芥川は既に息切れ状態にあったと
思われ、数年後、三五歳で自ら命を断った。

話の筋の面白さの重要性を主張する
谷崎に対し、芥川は「『話』らしい
話のない小説」を評価、「純粋な小説」
とした。しかし、かつて花形作家だっ
た芥川こそ、筋の面白さの作家だっ
た。直後、芥川は死を選ぶ。

本
ほん

郷
ごう

駒込の漱石宅を訪れる門下生などとの面会日
を、門下生である鈴木三重吉が木曜日と定めた。漱
石を慕う人々のサロンで、寺田寅

とら

彦
ひこ

、森田草
そう

平
へい

や、
後に菊池寛

かん

、芥川龍之介、久米正
まさ

雄
お

らが参加。

漱石は反自然主義の巨頭として知られる
が、一方で、当時流行していた尾

お

崎
ざき

紅
こう

葉
よう

の『金色夜叉』を「二三十年の後は忘れ
られて然るべきもの」とし、「明治の代
に小説らしき小説が出たとすれば破戒な
らんと思ふ」と藤村の『破戒』を絶賛した。

三高時代、梶井は『漱石全集』
を愛読し、友人への手紙で「梶
井漱石」と名乗った。

第１回芥川賞で太宰治は落選。選
考委員だった川端康成が、「作者
目下の生活に嫌な雲ありて、」と
書いたのに太宰が反論。その後、
第 3回の選考時に、川端宛てに、
「何卒私に与へて下さい」という
懇願の書簡を出した。

師として、井伏鱒二に私淑し、結婚式
の仲人も依頼していた、太宰治は、戦
後、入水自殺するにあたって、クシャ
クシャにした紙片を相手の女性の部屋
に残していた。「みんな　いやしい慾

よく

張
ば

りばかり　井伏さんは悪人です」の
一文があって、話題となった。

昭和 43 年、日本人初のノーベル文学賞を川端康成が受賞。決定直
後に三島由紀夫もお祝いにかけつけたが、後に三島由紀夫も同時に
文学賞候補者に選ばれていたことが公表された。

南洋諸島から内地の妻
子に宛ててこまめに葉
書を出しており、葉書
集が公刊されたことも。

晩年の直哉に対し、
実篤が欲しいものを
きくと、直哉は「君
の書いたものがほし
い」と書を所望した。

『文藝春秋』創刊者
である菊池寛が、友
人、直木・芥川の名
を冠した新人賞を設
立。また、芥川の長
男の名前は、菊池の
本名の読みと同じ、
比
ひ

呂
ろ

志
し

。

明
治
以
降
の
近
代
文
学
史
に
お
け
る
主
要
な
文
芸

思
潮
の
流
れ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
作
家
を
ま
と

め
ま
し
た
。
気
に
な
る
内
容
が
あ
れ
ば
、
本
書
で
調

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

坪つ
ぼ

内う
ち

逍し
ょ
う
よ
う遙
が
評
論
『
小
説
神
髄
』
で
提
唱
。

勧
善
懲
悪
主
義
を
否
定
し
、
心
理
描
写
を
主
眼

と
し
た
、
あ
り
の
ま
ま
の
写
実
を
主
張
し
た
。

二ふ
た

葉ば

亭て
い

四し

迷め
い

『
浮
雲
』
が
そ
の
実
作
。

実
生
活
の
破
綻
を
描

く
自
然
主
義
系
の
私
小

説
に
対
し
、
調
和
を
感

じ
た
時
の
心
境
を
描
く

白
樺
派
系
の
心
境
小
説

が
生
ま
れ
た
。
純
正
芸

術
派
の
梶か

じ

井い

基も
と

次じ

郎ろ
う

は
、
こ
の
流
れ
。

戦
時
下
の
昭

和
一
〇
年
代
に

も
、
一
際
輝
く

よ
う
な
中な

か

島じ
ま
あ
つ
し敦

ら
が
存
在
し
た
。

「
文
芸
時
代
」
に
よ
っ
た
横よ

こ

光み
つ

利り

一い
ち

・
川か

わ

端ば
た

康や
す

成な
り

ら
は
、
知
的
に
構
成
さ
れ
た
現
実
を
、
新
し
い

手
法
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
斬
新
で
感
覚
的
な

表
現
を
駆
使
し
、新
鮮
な
イ
メ
ー
ジ
を
主
張
し
た
。

ジ
ョ
イ
ス
や
プ
ル
ー
ス

ト
の
影
響
を
受
け
、
内
面

の
意
識
の
流
れ
を
表
現
し

よ
う
と
し
た
文
学
。
伊い

藤と
う

整せ
い・堀ほ
り

辰た
つ

雄お

が
提
唱
し
た
。

文
学
の
芸
術
性
を
守
る

た
め
に
、
反
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
運
動
の
旗
を
掲
げ

た
、大
同
団
結
グ
ル
ー
プ
。

井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

・
嘉か

村む
ら

礒い
そ

多た

ら

が
集
ま
っ
た
が
、
主
流
が

退
廃
的
・
享
楽
的
傾
向
に

流
れ
、
長
続
き
せ
ず
に
、

解
体
し
た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
移
入
と

共
に
起
こ
っ
た
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
解
放
運
動
に
伴
う
文

学
。
大
正
期
に
始
ま
り
、
後

に
小
林
多た

喜き

二じ

ら
の「
戦
旗
」

派
、
葉は

山や
ま

嘉よ
し

樹き

ら
の
「
文
芸

戦
線
」
派
に
分
裂
し
た
。

終
戦
直
後
に
、
既
成
の
モ
ラ

ル
や
文
学
観
に
反
発
す
る
一
方

で
、
時
勢
の
権
威
に
追
随
す
る

世
相
を
も
批
判
し
た
太だ

宰ざ
い
お
さ
む治

・

坂
口
安あ

ん

吾ご

ら
の
文
学
。虚
無
的・

退
廃
的
な
生
活
の
中
に
希
望
を

み
よ
う
と
し
、
新
し
い
倫
理
を

作
り
出
そ
う
と
し
た
。

野の

間ま

宏ひ
ろ
し

・
荒
正
人
ら
、
戦
後
に
現
れ
た
人
々
。
多

く
は
戦
争
体
験
を
持
ち
、「
政
治
と
文
学
」
に
対
し

て
鋭
い
問
題
意
識
を
持
つ
。
大
岡
昇し

ょ
う
へ
い平

・
三み

島し
ま

由ゆ

紀き

夫お

ら
、
第
二
次
戦
後
派
も
遅
れ
て
出
発
し
た
。

二
人
は
全
く
別
々
の
存
在
で
、余
裕
派・

高
踏
派
は
、
当
時
の
主
流
、
自
然
主
義
系

か
ら
の
悪
口
。
ド
イ
ツ
帰
り
の
若
者
と
し

て
、
浪
漫
主
義
的
な
訳
詩
・
翻
訳
・
小
説

を
発
表
し
た
鷗
外
は
、
近
代
文
学
の
開
拓

者
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
鷗
外
は
、
後

に
人
事
権
を
持
つ
軍
医
の
ト
ッ
プ
に
上
り

つ
め
る
陸
軍
軍
医
で
あ
り
、
永
井
荷
風
を

教
授
職
に
推
薦
で
き
る
、
慶け

い

應お
う

大
の
学
科

顧
問
で
あ
っ
た
。
後
に
帝
室
博
物
館
（
現

在
の
東
京
国
立
博
物
館
）
総
長
や
、
帝
国

美
術
院
（
日
本
芸
術
院
）
院
長
を
も
務
め

て
い
る
。
創
作
活
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
時

期
が
あ
る
も
の
の
、
三
〇
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
文
筆
活
動
を
展
開
。
耽
美
派
の
作

家
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

デ
ビ
ュ
ー
作
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
か

ら
そ
の
死
ま
で
、
執
筆
時
期
は
わ
ず
か
十

年
余
り
。
だ
が
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
有

す
る
。生
前
、漱
石
は
多
く
の
弟
子
を
持
っ

た
。「
四
天
王
」
と
呼
ば
れ
る
鈴
木
三
重

吉
ら
や
、
サ
ロ
ン
に
集
ま
っ
た
芥
川
龍
之

介
・
寺
田
寅と

ら

彦ひ
こ

・
野
上
弥や

生え

子こ

ら
の
門
下

生
は
、
後
に
漱
石
山
脈
と
命
名
さ
れ
た
。

新
思
潮
派
だ
け
で
な
い
。
白
樺
派
の
作
家

た
ち
も
、
漱
石
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
、

周
辺
に
あ
っ
た
。
現
在
で
も
、
漱
石
作
品

は
よ
く
読
ま
れ
る
。
あ
る
文
庫
の
累
積
売

り
上
げ
数
ト
ッ
プ
は
『
こ
こ
ろ
』。
研
究

論
文
の
数
も
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
中

に
は
漱
石
の
日
々
の
暮
ら
し
を
詳
細
に
調

べ
あ
げ
た
研
究
書
さ
え
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

ト
ル
ス
ト
イ
の
人
道
主
義
の
影
響
を
受
け
た
武む

者し
ゃ
の

小こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ

・
志し

賀が

直な
お

哉や

・
有あ

り

島し
ま

武た
け

郎お

ら
が
、
明
治
末

に
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
。
理
想
主
義
的
な
人
道
主
義
を

掲
げ
、
個
の
尊
厳
を
主
張
。
大
胆
な
自
己
肯
定
か
ら

出
発
し
、
個
人
の
個
性
の
発
揮
を
主
張
し
た
。

白
樺
派
の
楽
天
的
な
理
想
主

義
に
あ
き
た
ら
ず
、
よ
り
現
実

的
で
あ
ろ
う
と
し
た
グ
ル
ー

プ
。
漱
石
の
影
響
下
に
出
発
し

た
芥あ

く
た
が
わ川

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

・
菊き

く

池ち

寛か
ん

ら
、

「
新
思
潮
」
の
作
家
た
ち
は
、

現
実
を
理
知
的
に
解
釈
し
、
鮮

明
な
テ
ー
マ
を
持
つ
作
品
を
書

い
た
。

永な
が

井い

荷か

風ふ
う

・
谷た

に

崎ざ
き

潤じ
ゅ
ん
い
ち一

郎ろ
う

ら
は
、

鷗
外
に
認
め
ら
れ
、
美
の
世
界
を
重
視

す
る
立
場
に
立
っ
た
。
異
国
情
趣
や
江

戸
情
趣
に
ひ
か
れ
た
彼
ら
の
文
字
は
、

明
治
末
頃
か
ら
大
正
に
か
け
て
最
盛
期

を
迎
え
、
後
、

官
能
的
・
享
楽

的
傾
向
を
強
め

て
い
っ
た
。

島
崎
藤と

う

村そ
ん

の
『
破

戒
』、
田
山
花か

袋た
い

の

『
蒲ふ

と
ん団
』
で
確
立
。

虚
構
を
否
定
し
、
無

理
想
・
無
解
決
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
実
相

を
客
観
的
に
描
こ
う

と
し
た
文
学
。
後
に

作
家
自
身
の
身
辺
を

描
く
小
説
に
変
形
し

て
い
っ
た
。

古
典
の
表
現
形
式
を
模

倣
し
た
小
説
。
写
実
を
め

ざ
す
尾お

崎ざ
き

紅こ
う

葉よ
う

や
、
理
想

主
義
的
な
幸こ

う

田だ

露ろ

伴は
ん

ら
。

文
体
は
雅
俗
混
交

体
で
や
や
古
め
か
し

い
も
の
だ
っ
た
が
、

内
容
は
清
新
で
、
新

し
い
浪
漫
主
義
の
文

学
が
、
い
き
な
り
、

若
い
女
性
の
手
で
書

か
れ
た
。

▶
二
葉
亭
四
迷（
↓
P. 

211
）

▶
樋ひ

口ぐ
ち

一い
ち

葉よ
う（

↓
P. 

206
）

◀
島
崎
藤
村（
↓
P. 

218
）

▶
田
山
花
袋（
↓
P. 

219
）

▶「
早
稲
田
文
学
」

▲幸田露伴（→ P.211）

『文豪と暮らし』
開発社（編）
創藝社

『文豪たちのラブレター』
別冊宝島編集部（編）
宝島社

『作家の猫』
コロナ・ブックス編集部（編）
平凡社

『夏目漱石解体全書』
香日ゆら（著）
河出書房新社

『文豪お墓まいり記』
山崎ナオコーラ（著）
文藝春秋

『文人悪食』
嵐山光三郎（著）
新潮文庫

『父・こんなこと』
幸田 文（著）
新潮文庫

『全国作家記念館ガイド』
全国作家記念館ガイド編集
委員会（編）　山川出版社

　　　　　夏目漱石、
谷崎潤一郎、江戸川乱
歩ほか（著）　左右社

▶
坪
内
逍
遙（
↓
P. 

211
）

◀
志
賀
直
哉（
↓
P. 

220
）

◀
梶
井
基
次
郎（
↓
P. 

228
）◀

太
宰 

治（
↓
P. 

234
）

◀
川
端
康
成（
↓
P. 

227
）

◀
井
伏
鱒
二（
↓
P. 

231
）

◀
芥
川
龍
之
介（
↓
P. 

222
）

▶
谷
崎
潤
一
郎（
↓
P. 

225
）

◀
有
島
武
郎（
↓
P. 

219
） ▶

鷗
外
が
絵
付
け
し
た
皿

（
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念

館
所
蔵
）

▶
昼
寝
を
す
る
漱
石

近き
ん

代だ
い

文ぶ
ん

学が
く

人じ
ん

物ぶ
つ

館か
ん

写実主義私小説・心境小説

心
境
小
説
へ

無
ぶ

頼
らい

派

戦後派

新感覚派

プロレタリア文学

新心理主義新興芸術派

白
しら

樺
かば

派

新
しん

思
し

潮
ちょう

派

耽
たん

美
び

派

余裕派・高
こう

踏
とう

派 反自然主義

芸術派

自然主義

擬古典主義

浪
ろう

漫
まん

主義

才能を高く評価

漱石と鷗外の関係

志賀さんのように書くには

文芸論争

「木曜会」での交流

漱石、藤村をほめる

〝梶井漱石〟？

芥川賞をめぐって

師弟関係

ノーベル文学賞をめぐって

パラオから

10代からの親友

このふたりも親友

森も
り 

鷗お
う

外が
い

（
↓
P. 

208
）

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

（
↓
P. 

212
）

16歳のころ

19歳のころ

17～18歳のころ

20～21歳のころ

17歳のころ

18歳のころ

17～18歳のころ

17歳のころ

作家を知るための
ブックガイド

▲武者小路実篤（→P.219）

▲永井荷風（→P.219）

▲菊池 寛（→ P.226）

▲葉山嘉樹（→P.226）

▲安部公房（→P.239）

▲大岡昇平（→ P.238）

→ P.178～ P.185へ

→ P.256～ P.261へ

▲ 野間 宏（→ P.238）

▲ 三島由紀夫（→ P.239）

▲横光利一（→P.226）

▲伊藤 整（→ P.230） ▲ 堀 辰雄（→ P.230）

▶
坂
口
安
吾（
↓
P. 

238
）

▶
中
島 

敦（
↓
P. 

232
）

文豪たちが描いた
日本の姿は

現代の
作家・小説は 私

小
説
へ

▼「白樺」
100 号記念号

▼「白樺」創刊号

▼「文芸戦線」

▼「新思潮」

▼「文芸時代」

▼「三田文学」

↓
ｐ
．190
〜
205
へ

↓
ｐ
．188
〜
189
へ

↓
ｐ
．206
〜
241
へ

◆ 

近
代
文
学
史
を
詳
し
く
知
る

◆ 

文
芸
思
潮
の
流
れ
を
詳
し
く
見
る

◆ 

各
作
家
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
る

紹
介
し
た
作
家
た
ち
に
関
連
す
る
本
を
集
め
ま

し
た
。
彼
ら
が
愛
し
た
も
の
・
書
い
た
手
紙
・

家
族
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
作
品
や
経
歴
か

ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
意
外
な
一
面
が
見
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
作
家
た
ち
の
足
跡
を

訪
ね
て
み
た
い
人
に
お
す
す
め
の
本
も
。

『〆切本』

▲平安貴族のすべて

▲近代文学人物館

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｒ
２
」を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
こ
ち
ら

を
ス
キ
ャ
ン
す
る
と
、デ
モ
動
画
が
流
れ
ま
す
！

先生用DVD-ROM

①作品理解を深める自習プリント
　➡『水の東西』『羅生門』『城の崎にて』
『こころ』『伊勢物語』『平家物語』など

②授業でそのまま使えるパワーポイント
　資料・動画
③資料集画像データ（約400点）
④文学史・漢字などのテキストデータ
⑤〈準拠学習課題ノート〉
　PDF・テキストデータ 完備
　➡いつでも印刷して使用可能！
　➡冊子版は『図説』＝定価242円
 『ガイド』＝定価262円にてご提供

資料集をご採用の学校で、無料で
お使いいただけます。

京都書房京都書房のの““動動くく””資料集資料集

※�こちらのQRコード
は� iOS/Android
端末両方で利用可
能です。

※�AR…Augmented�Reality（拡張現実）の略称。
「COCOAR2」をインストールして、特定の画像
をスキャンすると紙面に関連する動画などが視聴
できます。

COCOみて！

新国語総合ガイド・新訂国語図説の充実付録

先生用DVD-ROMから1

AR※アプリ「COCOAR2」を使って2

豊富な動画・パワーポイント資料を授業の導入
や板書の補助に

⃝スマホやタブレットで動画を再生
⃝作品解説動画は
　付属の自習プリントに対応
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古文単語 � 文　法

新
修�

古
典
文
法�

二
訂
版
別
冊･

ド
リ
ル
編
あ
り

荻
野
文
子
の

●
推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
」（
ｐ
70
〜
73
）

➡�

著
者
独
自
の
訳
し
分
け
の
方
法
と
手
順

を
示
し
、
効
率
の
良
い
学
習
が
で
き
る
。

●
紛
ら
わ
し
い
語
の
識
別
（
ｐ
141
〜
172
）

➡�

3
つ
の
レ
ベ
ル
分
け
で
段
階
的
な
学
習

が
可
能
。�

実
戦
で
役
に
立
つ
6
つ
の
識
別
法
。

●
和
歌
の
修
辞
法
（
ｐ
200
〜
217
）

➡�

類
書
で
は
見
ら
れ
な
い
「
修
辞
」
の
詳

し
い
説
明
に
加
え
、
ド
リ
ル
問
題
を
新
設
。

著
者　

荻
野　

文
子

●
本　

書

Ａ
５
判
／
２
２
４
頁

�

定
価　

６
２
７
円

◎
本
書
別
記
参
考
資
料
完
備

◎
別
冊
解
答
書
付

●
ド
リ
ル
編

Ｂ
５
判
／
５
６
頁

�

定
価　

３
８
５
円

◎
別
冊
解
答
書
付

●
演
習
編

Ｂ
５
判
／
５
６
頁

�

定
価　

３
８
５
円

◎
別
冊
解
答
書
付

別
冊･

演
習
編
あ
り

も
う
迷
わ
な
い
、つ
ま
づ
か
せ
な
い
、ひ
と
目
で
わ
か
る
レ
イ
ア
ウ
ト
！

●
情
報
を�

・

・

に
分
類

➡
ど
こ
を
見
た
ら
？�

ど
こ
を
覚
え
た
ら
？
の
疑
問

を
解
消
。

●
敬
語
の
章
を
強
化
（
ｐ
131
〜
152
）

➡
敬
語
動
詞
一
覧
表
を
使
い
や

す
く
改
良
。

➡
複
数
の
用
法
を
も
つ
敬
語
を

充
実
。

➡
理
解
し
づ
ら
い
敬
語
も
よ
く

わ
か
る
。

監
修　

塚
原　

鉄
雄

編
者　

鈴
木　
　

豪

　
　
　

岩
田　

晋
次

●
本　

書

Ａ
５
判
／
１
８
４
頁

�

定
価　

６
１
１
円

◎
別
冊
解
答
書
付

134135

尊
敬
語
　謙
譲
語

敬
　語

活
用 

Q�

　古
文
に
は
な
ぜ
敬
語
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ

て
い
る
の
で
す
か
？

A�

　登
場
人
物
の
名
前
や
動
作
の
主
語
を
一
つ

一
つ
明
示
し
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
一

般
に
、
日
本
語
で
は
「
私
」
や
「
あ
な
た
」

の
よ
う
な
代
名
詞
も
含
め
て
、
動
作
の
主
語

や
相
手
を
い
ち
い
ち
す
べ
て
言
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
敬
語
の
有
無
や
、
違

う
種
類
の
敬
語
を
使
う
こ
と
で
、
そ
の
動
作

は
「
誰
が
・
誰
に
（
を
）」
し
て
い
る
の
か
を

誤
解
な
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

①�（
惟
高
の
親
王
は
）そ
の
離
宮
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

②�

使
用
人
た
ち
は
、「（
か
ぐ
や
姫
は
）や
は
り
あ
れ
こ

れ
と
お
思
い
に
な
る
こ
と
が
あ
る
に
違
い
な
い
」

と
さ
さ
や
く
が
、

注意
しよう

尊
敬
語
の
訳
し
方

⑴�
「
お
っ
し
ゃ
る
」
な
ど
、
本
動
詞
が
あ
る
場
合

は
そ
れ
を
用
い
る
。

⑵�
「
聞
く
」
な
ど
、
本
動
詞
が
な
い
場
合
は
「
聞

き
な
さ
る
」「
お
聞
き
に
な
る
」
な
ど
と
訳
す
。

&
Q

A

補足
「
謙
譲
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

　「謙け
ん

遜そ
ん

」
と
意
味
が
近
い
。
あ
な
た
が
職
員
室

へ
入
る
時
に
、
出
よ
う
と
さ
れ
る
先
生
と
鉢
合
わ

せ
し
た
と
す
る
。「
ど
う
ぞ
」
と
先
生
に
道
を
譲8

る
の
は
、
あ
な
た
の
謙8

遜
の
心
か
ら
発
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　聞
く
→
う
け
た
ま
わ
る

　
　言
う
→
申
し
上
げ
る

　上
よ
り
も
、
下
の
方
が
相
手
を
敬
う
言
い
方
で

あ
る
。
そ
れ
は
、こ
ち
ら
を
低
め
た
結
果
で
あ
る
。

③�（
中
将
が
帝
に
）薬
の
壺
に（
か
ぐ
や
姫
か
ら
の
）お

手
紙
を
添
え
て
差
し
上
げ
る
。

④�（
尼
君
は
少
女
に
）「
…
罪
を
受
け
る
こ
と（
に
な
り

ま
す
）よ
と
い
つ
も
申
し
上
げ
て
い
る
の
に
、
困
っ

た
こ
と
」
と
い
っ
て
、

注意
しよう

謙
譲
語
の
訳
し
方

⑴�
「
申
し
上
げ
る
」
な
ど
、
本
動
詞
が
あ
る
場
合

は
そ
れ
を
用
い
る
。

⑵�
「
呼
ぶ
」
な
ど
、本
動
詞
が
な
い
場
合
は
「
呼

び
申
し
上
げ
る
」「
お
呼
び
す
る
」な
ど
と
訳
す
。

尊
敬
語

1

　［…
な
さ
る
・
お
…
に
な
る
］

話
し
手
（
筆
者
や
発
言
者
）
か
ら
、
話
題
の
中
の
動
作
の
主
語
へ
の
敬
意
を
表
す
表
現
が
尊

敬
語
で
あ
る
。（
為し

手て

尊
敬
と
も
い
う
）

地
の
文
（
会
話
以
外
の
描
写
部
分
）

　①（
惟こ
れ

喬た
か
の

親み

王こ

は
）そ
の
宮
へ
な
む
お
は
し
ま
し
け
る
。�

（
伊
勢
物
語
・
八
二
段
）

　「お
は
し
ま
す
」
は
「
行
く
」
の
尊
敬
語
で
、
こ
こ
で
は

地
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
か
ら
、

話
題
の
中
の
「
お
は
し
ま
す
」
と
い
う
動
作
の
主
語
＝
惟

喬
親
王
へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

会
話
文

　②
使
ふ
者
ど
も
、「（
か
ぐ
や
姫
は
）な
ほ
も
の
お
ぼ
す
こ
と
あ
る
べ
し
。」
と
さ
さ
や
け
ど
、

�

（
竹
取
物
語
・
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
）

　「お
ぼ
す
」
は
「
思
ふ
」
の
尊
敬
語
で
、
こ
こ
で
は
会
話

文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
言
者
＝
使
ふ

者
ど
も
か
ら
、
話
題
の
中
の
「
お
ぼ
す
」
と
い
う
動
作
の

主
語
＝
か
ぐ
や
姫
へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

謙
譲
語

2

　［…
申
し
上
げ
る
・
お
…
す
る
］

話
し
手
（
筆
者
や
発
言
者
）
か
ら
、
話
題
の
中
の
動
作
の
受
け
手
へ
の
敬
意
を
表
す
表
現
が

謙
譲
語
で
あ
る
。（
受
け
手
尊
敬
と
も
い
う
）

地
の
文

　③（
中
将
が
帝
み
か
どに

）薬
の
壺つ

ぼ

に（
か
ぐ
や
姫
か
ら
の
）御お
ん

文ふ
み

添
へ
、
参ま

ゐ
ら
す
。�

（
竹
取
物
語
・
ふ
じ
の
山
）

　「参
ら
す
」
は
「
与
ふ
」
の
謙
譲
語
で
、
こ
こ
で
は
地
の

文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
か
ら
、
話

題
の
中
の
「
参
ら
す
」
と
い
う
動
作
の
受
け
手
＝
帝
へ
の

敬
意
を
表
し
て
い
る
。

　＊�

こ
の
場
合
、「
参
ら
す
」
と
い
う
動
作
の
主
語
は
中
将
で
あ
る
が
、
中
将
か
ら
の
敬
意
で
は
な
い
。「
参
ら
す
」

と
い
う
敬
語
を
用
い
て
い
る
の
は
筆
者
で
あ
り
、
中
将
は
行
動
し
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

会
話
文

　④（
尼
君
は
少
女
に
）「
…
罪
得う

る
こ
と
ぞ
と
常
に
聞
こ
ゆ
る
を
、心
憂う

く
」
と
て
、

�

（
源
氏
物
語
・
若
紫
）

　「聞
こ
ゆ
」
は
「
言
ふ
」
の
謙
譲
語
で
、
こ
こ
で
は
会
話

文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
言
者
＝
尼
君

か
ら
、
話
題
の
中
の
「
聞
こ
ゆ
」
と
い
う
動
作
の
受
け
手

＝
少
女
（
若
紫
の
君
）
へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

敬語の章では待遇表現をイラスト化

高
校
生
の
古
典
文
法　
七
訂
版�

・�

解
説
動
画

（�

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
付
・

全
15
回
予
定
）

・�

練
習
問
題
・
活
用
表
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

・
原
文
デ
ー
タ

・�

確
認
テ
ス
ト�

（
40
回
×
2
パ
タ
ー
ン
）

・�

問
題
＋
解
答
記
入
用
紙

・
本
書
Ｐ
Ｄ
Ｆ

・
教
授
資
料

充
実
の

Ｃ
Ｄｰ

Ｒ
Ｏ
Ｍ

別
冊
準
拠

ノ
ー
ト

ブログ
「高校古文こういう話」で
お馴染みの
柴田純子さんが手がけ��る
イラストが好評。

理 解 が 捗 る

●基本語（75）→必修語（85）→重要語（90）の�
ステップアップ方式による構成。

●暗記に直結したイラスト。掲載数は約200点。
● 恋愛、出家…定番のシーンを読むための
古語をひとまとめに。

●最新の入試情報で出題ポイントを押さえる。

詰め込み暗記はもう卒業！～入試につながる暗記本～
イラストとシーンでおぼえる

Look@古文単語337� �

著者　松尾　佳津子�
Ｂ６判／320頁
定価　880円
◎確認赤色シート付
◎例文・出典等の原文データ、確認テスト25回（ＰＤＦ）付録を
CDｰROMにてご提供

▲かたらふ�（p�94）
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❶ 

こ
の
ご
ろ
の
御み

気け

色し
き

を
見
た
て
ま
つ
る
上う

へ

人び
と

、
女
房
な
ど
は
、
か
た
は
ら

い
た
し
と
聞
き
け
り
。 

（
源
氏
物
語
・
桐
壺
）

こ
の
ご
ろ
の
（
帝み
か
どの

）
ご
様
子
を
見
申
し
あ
げ
る
殿て
ん

上じ
ょ
う

人び
と

や
、
女
官
な
ど
は
、
気

の
毒
だ
と
思
っ
て
（
音
楽
を
）
聞
い
た
。

⤴

　帝
が
、
最
愛
の
女
性
を
亡
く
し
て
悲
し
ん
で
い
る
の
に
、
冷
酷
な
妃
き
さ
き
は
平
気

で
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
、
周
囲
が
心
を
痛
め
て
い
る
場
面
。

❷ 

す
べ
て
、
い
と
も
知
ら
ぬ
道
の
物
語
し
た
る
、
か
た
は
ら
い
た
く
、
聞
き

に
く
し
。 

（
徒
然
草
・
五
七
）

何
事
で
も
、
た
い
し
て
知
ら
な
い
方
面
の
話
を
し
て
い
る
の
は
、（
は
た
で
聞
い
て

い
て
）
見
苦
し
く
、
聞
き
苦
し
い
も
の
だ
。

❸ 

よ
し
と
も
お
ぼ
え
ぬ
わ
が
歌
を
人
に
語
り
て
、
人
の
ほ
め
な
ど
し
た
る
よ

し
言
ふ
も
、
か
た
は
ら
い
た
し
。 

（
枕
草
子
・
九
二
）

上
手
だ
と
も
思
え
な
い
自
分
の
歌
を
人
に
語
り
、（
そ
の
）
人
が
ほ
め
た
り
し
た
と

い
う
こ
と
を
（
別
の
人
が
私
に
）
言
う
（
の
を
聞
く
）
の
も
、
き
ま
り
が
悪
い
。

　た
と
え
ば
道
の
真
ん
中

で
転
ん
じ
ゃ
っ
た
人
は
、

（
周
囲
に
誰
も
い
な
け
れ

ば
恥
ず
か
し
く
も
な
い
の

に
）
皆
か
ら
見
ら
れ
て
❸

「
恥
ず
か
し
い
」。親
切
な

人
は
そ
れ
を
見
て
心
を
痛

め
て
❶「
気
の
毒
だ
」と
同

情
し
、意
地
悪
な
人
は
❷

「
バ
カ
な
や
つ
だ
、み
っ
と

も
な
い
」
と
冷
笑
し
ま
す
。

　時
代
が
下
が
る
と
さ
ら

に「
笑
っ
ち
ゃ
う
ね
」
の

意
味
も
出
て
き
ま
す
。

@me

LOOK!!

❶
気
の
毒
だ
。
心
苦
し
い
。

❷
見
苦
し
い
。
み
っ
と
も
な
い
。

❸
き
ま
り
が
悪
い
。
恥
ず
か
し

い
。

「
イ
タ
イ
や
つ
だ
」に
通
じ
る
心
情

《
傍
ら
痛
し
》

ク活用

か
た
はワ

ら
い
た
し

16

入
試
頻
出
は
❷
と
❸
。
失
態
を
冷
や
や
か
に
傍
観
す
る
方
の
心
情
な
の

か
、
失
態
を
見
ら
れ
て
い
て
つ
ら
く
思
う
方
の
心
情
な
の
か
を
文
脈
か
ら

区
別
し
ま
し
ょ
う
。

試
入

▼❶

▲❸

 
▼

❷

Ｈ
Ｏ
Ｐ
75

読
む
力
を
つ
け
る
基
本
語
編
◆
形
容
詞

▲みる（p�93）

▲あふ（p�92）暗記に直結したイラスト
訳語や例文に沿って、単語のイメ
ージが広がる。

最新の入試情報
頻度の高い出題形式や選択肢など、
入試に直結する情報をチェック。

コンパクトな解説�
　　　　“Look＠me”
Twitter感覚の140字で語の成り
立ちや現代語との違いがしっかり
とわかる。

京都書房の
古文単語無料アプリ
「Look@古文単語337」

わかりやすい・かわいいイラストで楽しく
覚える！苦手な単語は「My単語帳」で繰
り返し復習。
App�Store�/�Google�Playにて「古文単
語337」で検索！

●全機能�無料
●4万ダウンロード
　突破

～恋愛と結婚～
シーンで覚えよう

な
る
ほ
ど
！
わ
か
る
文
法
─

入
門
か
ら
大
学
入
試
対
策
ま
で

⬇

⬇

NEW

サンプル
はこちら



7 � 6定価は税込10%価格。
はテストメーカーCDにてご提供（ｐ16）。 は原文等のテキストデータ。

� 漢　字漢　字

編
者　

能
智　

憲
二

Ｂ
６
判
／
２
８
８
頁

�

定
価　

８
１
４
円

◎
解
答
（
本
書
に
刷
り
込
み
）

◎
確
認
赤
色
シ
ー
ト
付

◎
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
・
確
認
テ
ス

ト
・
書
き
と
り
シ
ー
ト
を
付
録

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
て
ご
提
供

◎
３
種
類
の
確
認
テ
ス
ト　

別
価

１
５
４
円

　

①
32
回
テ
ス
ト
（
各
回
20
問
）

　

②�

50
回
テ
ス
ト
（
各
回
10
問
）

（
25
回
と
し
て
も
使
え
る
）

Ａ
タ
イ
プ
（「
プ
ラ
ス
・
１
」

を
含
ま
な
い
）

Ｂ
タ
イ
プ
（「
プ
ラ
ス
・
１
」

を
含
む
）

編
者　

樺
島　

忠
夫�

　
　
　

橋
本　

志
保�

コ
ン
プ
リ
ー
ト　

Ｂ
５
判
／
１
７
６
頁

◎
解
答
（
本
書
に
刷
り
込
み
）

ベ
ー
シ
ッ
ク　

Ｂ
５
判
／
１
６
８
頁

◎
別
冊
解
答
書
付

�

定
価　

各
６
３
８
円

◎
「
く
り
返
し
練
習
帳
」
付
属

◎
充
実
し
た
付
録　
　

Ｃ
Ｄｰ

Ｒ
Ｏ
Ｍ

・
漢
検�

級
別
模
擬
テ
ス
ト
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

・�

確
認
テ
ス
ト
18
回
（
36
回
と
し
て
も
使
え
る
）
×
３
種

・
書
き
と
り
シ
ー
ト

・
本
冊
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

・�「
く
り
か
え
し
練
習
帳
」6
・
7
級
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

京
都
書
房　

編
集
部
編�

Ｂ
５
判
／
１
９
２
頁

�

定
価　

６
３
８
円

◎
解
答
（
本
書
に
刷
り
込
み
）

◎
「
く
り
返
し
練
習
帳
」
付
属

◎
充
実
し
た
付
録　
　

Ｃ
Ｄｰ

Ｒ
Ｏ
Ｍ

・
漢
検
合
格
の
た
め
の「
級
別
模
擬
テ
ス
ト
」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

・�

印
刷
す
る
だ
け
で
使
え
る
「
漢
字
小
テ
ス
ト
」
25

回
×
３
種

・�

独
自
テ
ス
ト
の
作
成
等
に
便
利
な
「
本
冊
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
」

・�「
く
り
か
え
し
練
習
帳
」6
・
7
級�

デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

入
試
漢
字
2500　
プ
ラ
ス・１　
改
訂
版�

常
用
漢
字
の
級
別
学
習��

二
訂
版�

9784763730169

1927081007409

●
大
学
入
試
問
題
を
調
査
精
選
し
、
2500
語

を
配
列
。

●
共
通
テ
ス
ト
に
も
対
応
。
下
段
の
「
プ

ラ
ス
・
１
」
に
取
り
組
め
ば
類
書
最

多
の
延
べ
5000
語
の
学
習
が
可
能
。

●
読
み
問
題
の
中
の
「
書
け
る
」
こ
と
も

必
要
な
漢
字
に
網
掛
け
を
し
て
強
調
。

●
最
新
の
「
入
試
コ

ラ
ム
」
を
掲
載
。

●
読
ん
で
覚
え
る
「
評

論
キ
ー
ワ
ー
ド
」

を
掲
載
。
現
代
評

論
を
読
む
た
め
の

重
要
語
・
哲
学
用

語
を
説
明
。

●
コ
ン
プ
リ
ー
ト
→
解
答
は
下
段
で
確
認
す
る
、

即
戦
タ
イ
プ
。

●
ベ
ー
シ
ッ
ク
→
解
答
は
別
冊
で
確
認
す
る
、

じ
っ
く
り
着
実
タ
イ
プ
。

●
各
級
５
～
９
回
の
レ
ッ
ス
ン
。
多
様
な
問

題
で
漢
字
の
総
合
力
を
身
に
つ
け
る
。

�

１�

．
漢
字
表
で
し
っ
か
り
学
習
内
容
を

把
握
。

NEW��

２�

．
付
属
ノ
ー
ト
「
く
り
返
し
練
習
帳
」

で
漢
字
を
く
り
返
し
書
い
て
練
習
。

�

３�

．
覚
え
た
漢
字
を「
読
み
」「
書
き
」「
総

合
」
問
題
で
確
認
し
、
定
着
を
図
る
。

NEW��

各
級
ご
と
に
、
漢
字
検
定
必
出
の
「
類

義
語
・
対
義
語
、
同
音
同
訓
異
義
、
四

字
熟
語
」
の
ま
と
め
問
題
を
特
集
。

NEW��

大
き
く
開
き
、
書
き
込
み
や
す

い
製
本
方
式
を
採
用
。

受
験
用
の
漢
字
力
を
育
む
上
段
と
下
段
の
二
段
階
学
習

読
み
・
書
き
・
総
合
問
題
。
自
主
学
習
の
決
定
版
！

□
　①
　

□
　②
　

□
　③
　

□
　④
　

□
　⑤
　

□
　⑥
　

□
　⑦
　

□
　⑧
　

□
　⑨
　

□
　⑩
　

□
　⑪
　

□
　⑫
　

178179

□
　⑬
　

□
　⑭
　

□
　⑮
　

□
　⑯
　

□
　⑰
　

□
　⑱
　

□
　⑲
　

□
　⑳
　

□
　㉑
　

□
　㉒
　

□
　㉓
　

□
　㉔
　

□
　㉕
　

																									

①
　

②
　

③
　

④
　

⑤
　

⑥
　

⑦
　

⑧
　

⑨
　

⑩
　

⑪
　

⑫
　

⑬
　

⑭
　

⑮
　

⑯
　

⑰
　

⑱
　

⑲
　

⑳
　

㉑
　

㉒
　

㉓
　

㉔
　

㉕
　

㉕旧套＝昔のままの古いやり方。	 ⑭伯仲＝よく似て優劣がない。 ⑥無謬＝誤りのないこと。	⑤惑溺＝心をうばわれ、正しい判断ができないこと。

 第 85 回　読み取り―音読み 

破や
ぶ

れ
綻ほ

こ
ろ

び
る
。

類
実
力
が
伯ハ

ク

仲チ
ュ
ウ

す
る
。

紐ひ
も

と
帯お
び

。

疑ギ

心シ
ン

暗
鬼
に
な
る
。

現
実
か
ら
の
遊ユ

ウ

離リ

。

鉄
道
を
敷フ

設セ
ツ

す
る
。

脆も
ろ

く
て
弱よ
わ

い
。

類
自ジ

負フ

心シ
ン

を
も
つ
。

落
と
し
穴
に
陥お

ち
い

る
。

冶ヤ

金キ
ン

の
技
術
。

執シ
ュ
ウ

念ネ
ン

深
い
人
。

煩ハ
ン

雑ザ
ツ

な
事
務
。

旧キ
ュ
ウ

套ト
ウ

を
脱
す
る
。

就
職
の
周シ

ュ
ウ

旋セ
ン

。

類
首
を
挿す

げ
替か

え
る
。

気
が
緩ゆ
る（

弛
）む
。

束ソ
ク

縛バ
ク

を
受
け
る
。

酒
に
惑ワ

ク

溺デ
キ

す
る
。

理
論
の
無ム

謬ビ
ュ
ウ

性
。

蘊ウ
ン

奥
ノ
ウ（
オ
ウ
）

を
き
わ
め
る
。

遮さ
え
ぎ

り
蔽お

お

う
。

払は
ら

い
拭ぬ

ぐ

う
。

歪ゆ
が

み
曲ま

が
る
。

街
頭
で
配ハ

イ

布フ

す
る
。

業
務
を
委イ

託タ
ク

す
る
。

あ
っ
せ
ん

こ
う
て
つ

し
か
ん

じ
ゅ
ば
く

た
ん
で
き

ご
び
ゅ
う

う
ん
ち
く

し
ゃ
へ
い

ふ
っ
し
ょ
く

わ
い
き
ょ
く

は
ん
ぷ

い
し
ょ
く

は
た
ん

き
っ
こ
う

ち
ゅ
う
た
い

（
じ
ゅ
う
た
い
）

さ
い
ぎ

か
い
り

ふ
え
ん

ぜ
い
じ
ゃ
く

き
ょ
う
じ

か
ん
せ
い

と
う
や

し
つ
よ
う

は
ん
さ

じ
ょ
う
と
う

技
術
を
習
得
し
た
者
に
仕
事
を
斡紹介

す
る
。世
話
す
る

旋
す

×

る
。

職
務
怠
慢
と
指
摘
さ
れ
た
委
員
を
更その

役
目
の
人
を
変
え
る
こ
と

迭
し
た
。

五
月
は
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
精
神
も
弛ゆる

む
こ
と
。た
る
む
こ
と

緩
し

×

て
く
る
。

発
展
と
い
う
観
念
の
呪8と

ら
わ
れ
て
、心
が
自
由
を
失
う
こ
と

縛
に
と
ら
わ
れ
る
現
代
人
。

感
覚
的
快
楽
に
耽かん

ば
し
く
な
い
事
に
夢
中
に
な
る

溺8

す

×

る
主
人
公
を
描
い
た
小
説
。

彼
の
意
見
に
は
大
き
な
誤あや

ま
り
。ま
ち
が
い

謬
が
あ

×

っ
た
。

彼
は
ひ
と
し
き
り
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
蘊

深
い
知
識
を
あ
り
っ
た
け
発
揮
し
、人
に
語
る

蓄
を

×

傾
け
た
。

遮間を
物
で
さ
え
ぎ
り
、見
え
な
く
す
る

蔽8

さ
れ
た
な
か
の
様
子
は
誰
も
わ
か
ら
な
い
。

コ
ー
チ
の
檄げ
き

が
選
手
た
ち
の
不
安
を
払すっ

か
り
取
り
除
き
、消
し
去
る

拭8

し
た
。

事
実
の
歪ゆが

め
、ま
げ
る
こ
と

曲
は

×

真
実
を
隠
し
て
し
ま
う
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
頒広く

分
け
く
ば
り
、行
き
渡
ら
せ
る

布
し
て
、
商
品
の
宣
伝
を
す
る
。

忙
し
さ
の
あ
ま
り
担
当
の
案
件
を
委人に

頼
み
ま
か
せ
る
こ
と

嘱
し
た
。

些
細
な
こ
と
で
二
人
の
関
係
が
破うま

く
い
か
な
く
な
る

綻8

し
た
。

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
、
両
者
の
力
は
拮力が

ほ
ぼ
等
し
く
、互
い
に
張
り
合
う

抗
し

×

て
い
る
。

教
師
と
生
徒
が
太
い
紐つな

が
り
。き
ず
な

帯
で

×

結
ば
れ
て
い
る
。

う
ま
い
話
に
は
い
つ
も
猜鵜呑

み
に
せ
ず
、疑
っ
て
み
る

疑
心

×

を
も
つ
の
が
よ
い
。

ど
う
し
て
理
想
と
現
実
の
乖そむ

き
、は
な
れ
る
こ
と

離
が

×

起
こ
る
の
か
。

最
初
の
授
業
な
の
で
内
容
を
敷意味

を
広
げ
て
説
明
す
る
こ
と

衍
し
て

×

述
べ
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
の
脆もろ

く
て
よ
わ
い
こ
と

弱
な

×

体
質
は
改
善
さ
れ
た
。

就
職
し
た
ら
社
会
人
と
し
て
の
矜自分

の
能
力
を
信
じ
て
も
つ
誇
り

持
を

×

持
と
う
。

ま
ん
ま
と
相
手
の
陥おと

し
あ
な
穽
に
引

×

っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
格
の
陶練っ

て
つ
く
り
上
げ
る
こ
と

冶8

を
図
る
。

印
象
派
の
画
家
は
光
を
執しつ

こ
い
さ
ま

拗
に
追

×

い
続
け
た
。

役
所
で
書
類
の
煩こま

ご
ま
と
面
倒
な
さ
ま

瑣
な
手

×

続
き
を
さ
せ
ら
れ
た
。

窓
か
ら
の
侵
入
は
窃
盗
犯
の
常きま

っ
た
仕
方
。い
つ
も
の
や
り
方

套
手
段

×

だ
。

＝
書
き
取
り
で
も
出
題
。

⃝

＝
２
級
漢
字
　
×
＝
表
外
漢
字

読
み
取
り
―
音
読
み

　①

第
85
回

承怜
87

舌剱
102

除窈
86

誠糴
99

諸禀
85

聖粮
98

署禺
84

盛粃
97

処齋
83

寸籥
96

純祗
82

推簽
95

熟磅
81

垂簍
94

縮硅
80

仁簓
93

縦瞼
79

針篆
92

従睹
78

蒸箍
91

衆眦
77

障笙
90

就盥

傷竚

89

宗皹

将竄

88

101 100

聖せ
い

書し
ょ

諸し
ょ

悪あ
く

誠せ
い

実じ
つ

除じ
ょ

草そ
う

弁べ
ん

舌ぜ
つ

伝で
ん

承し
ょ
う

聖せ
い

火か

諸し
ょ

島と
う

誠せ
い

意い

除じ
ょ

去き
ょ

毒ど
く

舌ぜ
つ

口こ
う

承し
ょ
う

盛せ
い

大だ
い

署し
ょ

名め
い

全ぜ
ん

盛せ
い

部ぶ

署し
ょ

寸す
ん

分ぶ
ん

処し
ょ

理り

寸す
ん

前ぜ
ん

処し
ょ

分ぶ
ん

推す
い

理り

純じ
ゅ
ん

白ぱ
く

推す
い

測そ
く

単た
ん

純じ
ゅ
ん

垂す
い

直ち
ょ
く

成せ
い

熟じ
ゅ
く

垂す
い

線せ
ん

習し
ゅ
う

熟じ
ゅ
く

仁じ
ん

徳と
く

縮し
ゅ
く

図ず

仁に

王お
う

圧あ
っ

縮し
ゅ
く

長ち
ょ
う

針し
ん

縦じ
ゅ
う

断だ
ん

針は
り

金が
ね

縦た
て

笛ぶ
え

蒸じ
ょ
う

散さ
ん

従じ
ゅ
う

事じ

蒸じ
ょ
う

発は
つ

主し
ゅ

従じ
ゅ
う

障し
ょ
う

害が
い

大た
い

衆し
ゅ
う

支し

障し
ょ
う

群ぐ
ん

衆し
ゅ
う

傷し
ょ
う

心し
ん

就し
ゅ
う

任に
ん

無む

傷き
ず

去き
ょ

就し
ゅ
う

主し
ゅ

将し
ょ
う

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

武ぶ

将し
ょ
う

改か
い

宗し
ゅ
う
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承怜
87

舌剱
102

除窈
86

誠糴
99

諸禀
85

聖粮
98

署禺
84

盛粃
97

処齋
83

寸籥
96

純祗
82

推簽
95

熟磅
81

垂簍
94

縮硅
80

仁簓
93

縦瞼
79

針篆
92

従睹
78

蒸箍
91

衆眦
77

障笙
90

就盥

傷竚

89

宗皹

将竄

88

101 100

聖せ
い

書し
ょ

諸し
ょ

悪あ
く

誠せ
い

実じ
つ

除じ
ょ

草そ
う

弁べ
ん

舌ぜ
つ

伝で
ん

承し
ょ
う

聖せ
い

火か

諸し
ょ

島と
う

誠せ
い

意い

除じ
ょ

去き
ょ

毒ど
く

舌ぜ
つ

口こ
う

承し
ょ
う

盛せ
い

大だ
い

署し
ょ

名め
い

全ぜ
ん

盛せ
い

部ぶ

署し
ょ

寸す
ん

分ぶ
ん

処し
ょ

理り

寸す
ん

前ぜ
ん

処し
ょ

分ぶ
ん

推す
い

理り

純じ
ゅ
ん

白ぱ
く

推す
い

測そ
く

単た
ん

純じ
ゅ
ん

垂す
い

直ち
ょ
く

成せ
い

熟じ
ゅ
く

垂す
い

線せ
ん

習し
ゅ
う

熟じ
ゅ
く

仁じ
ん

徳と
く

縮し
ゅ
く

図ず

仁に

王お
う

圧あ
っ

縮し
ゅ
く

長ち
ょ
う

針し
ん

縦じ
ゅ
う

断だ
ん

針は
り

金が
ね

縦た
て

笛ぶ
え

蒸じ
ょ
う

散さ
ん

従じ
ゅ
う

事じ

蒸じ
ょ
う

発は
つ

主し
ゅ

従じ
ゅ
う

障し
ょ
う

害が
い

大た
い

衆し
ゅ
う

支し

障し
ょ
う

群ぐ
ん

衆し
ゅ
う

傷し
ょ
う

心し
ん

就し
ゅ
う

任に
ん

無む

傷き
ず

去き
ょ

就し
ゅ
う

主し
ゅ

将し
ょ
う

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

武ぶ

将し
ょ
う

改か
い

宗し
ゅ
う
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2020年
度

改　訂

▲付属ノート「くり返し練習帳」
　B5判／56頁

◀付属ノート「くり返し練習帳」
　B5判／56頁

◀本書５級①

コンプリートベーシック

書
い
て
覚
え
る��

漢
字
練
習
ノ
ー
ト��

二
訂
版�

く
り
返
し
な
ぞ
る
。
書
け
る
。
確
実
に
漢
字
力
が
つ
く
！

●
漢
字
を
く
り
返
し
な
ぞ
っ
て
、
書
い
て
、
覚
え
ら

れ
る
。

➡
ひ
と
つ
の
漢
字
を
く
り
返
し
書
い
て
、
漢
字
力

の
定
着
を
図
れ
る
。

➡
同
じ
漢
字
を
使
っ
て
３
つ
の
熟
語
を
学
習
で
き

る
。

NEW�

➡�

付
属
ノ
ー
ト
「
く
り
返
し
練
習
帳
」
で
さ
ら
に

く
り
返
し
書
い
て
練
習
で
き
る
。

NEW��

各
級
ご
と
に
漢
字
検
定
の
模
擬
問
題
の
ほ
か
、
漢
字
検

定
必
出
の
「
類
義
語
・
対
義
語
、
同
音
同
訓
異
義
、
四

字
熟
語
」
の
ま
と
め
問
題
を
特
集
。

NEW��

大
き
く
開
き
、
書
き
込
み
や
す
い
製
本
方
式
を

採
用
。

2020年
度

改　訂

承怜
87

舌剱
102

除窈
86

誠糴
99

諸禀
85

聖粮
98

署禺
84

盛粃
97

処齋
83

寸籥
96

純祗
82

推簽
95

熟磅
81

垂簍
94

縮硅
80

仁簓
93

縦瞼
79

針篆
92

従睹
78

蒸箍
91

衆眦
77

障笙
90

就盥

傷竚

89

宗皹

将竄

88

101 100

聖せ
い

書し
ょ

諸し
ょ

悪あ
く

誠せ
い

実じ
つ

除じ
ょ

草そ
う

弁べ
ん

舌ぜ
つ

伝で
ん

承し
ょ
う

聖せ
い

火か

諸し
ょ

島と
う

誠せ
い

意い

除じ
ょ

去き
ょ

毒ど
く

舌ぜ
つ

口こ
う

承し
ょ
う

盛せ
い

大だ
い

署し
ょ

名め
い

全ぜ
ん

盛せ
い

部ぶ

署し
ょ

寸す
ん

分ぶ
ん

処し
ょ

理り

寸す
ん

前ぜ
ん

処し
ょ

分ぶ
ん

推す
い

理り

純じ
ゅ
ん

白ぱ
く

推す
い

測そ
く

単た
ん

純じ
ゅ
ん

垂す
い

直ち
ょ
く

成せ
い

熟じ
ゅ
く

垂す
い

線せ
ん

習し
ゅ
う

熟じ
ゅ
く

仁じ
ん

徳と
く

縮し
ゅ
く

図ず

仁に

王お
う

圧あ
っ

縮し
ゅ
く

長ち
ょ
う

針し
ん

縦じ
ゅ
う

断だ
ん

針は
り

金が
ね

縦た
て

笛ぶ
え

蒸じ
ょ
う

散さ
ん

従じ
ゅ
う

事じ

蒸じ
ょ
う

発は
つ

主し
ゅ

従じ
ゅ
う

障し
ょ
う

害が
い

大た
い

衆し
ゅ
う

支し

障し
ょ
う

群ぐ
ん

衆し
ゅ
う

傷し
ょ
う

心し
ん

就し
ゅ
う

任に
ん

無む

傷き
ず

去き
ょ

就し
ゅ
う

主し
ゅ

将し
ょ
う

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

武ぶ

将し
ょ
う

改か
い

宗し
ゅ
う
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承怜
87

舌剱
102

除窈
86

誠糴
99

諸禀
85

聖粮
98

署禺
84

盛粃
97

処齋
83

寸籥
96

純祗
82

推簽
95

熟磅
81

垂簍
94

縮硅
80

仁簓
93

縦瞼
79

針篆
92

従睹
78

蒸箍
91

衆眦
77

障笙
90

就盥

傷竚

89

宗皹

将竄

88

101 100

聖せ
い

書し
ょ

諸し
ょ

悪あ
く

誠せ
い

実じ
つ

除じ
ょ

草そ
う

弁べ
ん

舌ぜ
つ

伝で
ん

承し
ょ
う

聖せ
い

火か

諸し
ょ

島と
う

誠せ
い

意い

除じ
ょ

去き
ょ

毒ど
く

舌ぜ
つ

口こ
う

承し
ょ
う

盛せ
い

大だ
い

署し
ょ

名め
い

全ぜ
ん

盛せ
い

部ぶ

署し
ょ

寸す
ん

分ぶ
ん

処し
ょ

理り

寸す
ん

前ぜ
ん

処し
ょ

分ぶ
ん

推す
い

理り

純じ
ゅ
ん

白ぱ
く

推す
い

測そ
く

単た
ん

純じ
ゅ
ん

垂す
い

直ち
ょ
く

成せ
い

熟じ
ゅ
く

垂す
い

線せ
ん

習し
ゅ
う

熟じ
ゅ
く

仁じ
ん

徳と
く

縮し
ゅ
く

図ず

仁に

王お
う

圧あ
っ

縮し
ゅ
く

長ち
ょ
う

針し
ん

縦じ
ゅ
う

断だ
ん

針は
り

金が
ね

縦た
て

笛ぶ
え

蒸じ
ょ
う

散さ
ん

従じ
ゅ
う

事じ

蒸じ
ょ
う

発は
つ

主し
ゅ

従じ
ゅ
う

障し
ょ
う

害が
い

大た
い

衆し
ゅ
う

支し

障し
ょ
う

群ぐ
ん

衆し
ゅ
う

傷し
ょ
う

心し
ん

就し
ゅ
う

任に
ん

無む

傷き
ず

去き
ょ

就し
ゅ
う

主し
ゅ

将し
ょ
う

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

武ぶ

将し
ょ
う

改か
い

宗し
ゅ
う
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★�ふりがなつきで�
熟語も学べる

★一画目を�
　迷わない

4

我田引水（がでんいんすい）…自分の立場に有利になるように強引に物事を運ぶこと四字
熟語

正
し
い
筆
順
で

て
い
ね
い
に
書
こ
う

　

書

　き

　取

　り

１

書

　き

　取

　り

２

書

　き

　取

　り

３

５
級
①

４
級

３
級

準
２
級
　

２
級

漢
字

読
み

熟
語

部
首

画
数

５
級

0 191字

16 字

①

学 習
到達度5

対
義
語

異口同音（いくどうおん）…多くの人の意見が一
いっ

致
ち

すること四字
熟語

異い

常じ
ょ
う

↕
正せ

い

常じ
ょ
う

延え
ん

長ち
ょ
う

↕
短た

ん

縮し
ゅ
く

拡か
く

大だ
い

↕
縮し

ゅ
く

小し
ょ
う

イ
ぐ
す
り
を
飲
む
。

胃
薬

胃
の
調
子
を
整
え
る
薬

セ
ッ
カ
イ
水
を
使
っ
た
実
験
。

石
灰

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶
液（
す
い
よ
う
え
き
）

世
界
イ
サ
ン
へ
の
登
録
。

遺
産

世
界
的
に
重
要
で
保
護
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や
自
然

写
真
を
カ
ク
ダ
イ
す
る
。

拡
大

広
げ
て
大
き
く
す
る
こ
と

チ
イ
キ
の
祭
り
に
参
加
す
る
。

地
域

区
切
ら
れ
た
場
所

悪あ

し
き
習
慣
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。

革
新

こ
れ
ま
で
の
制
度
な
ど
を
変
え
て
新
し
く
す
る
こ
と

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

宇
宙

地
球
を
と
り
ま
く
大
気
圏（
た
い
き
け
ん
）の
外
側

ナ
イ
カ
ク
の
改
造
を
行
う
。

内
閣

国
の
行
政
を
担
当（
た
ん
と
う
）す
る
最
高
機
関

二
回
の
ブ
ン
カ
ツ
で
支し

払は
ら

う
。

分
割

何
回
か
に
分
け
る
こ
と

か
ぶ
シ
キ
の
売
買
で
も
う
け
る
。

株
式

株
主
権（
か
ぶ
ぬ
し
け
ん
）を
表
す
有
価
証
券（
し
ょ
う
け
ん
）

エ
ン
ガ
ン
で
つ
り
を
す
る
。

沿
岸

海
に
沿
っ
て
い
る
陸
地

ジ
ガ
を
つ
ら
ぬ
く
。

　

自
我

自
分
自
身
の
意
識
や
認
識（
に
ん
し
き
）

命
の
オ
ン
ジ
ン
に
感
謝
す
る
。

　

恩
人

情
け
を
か
け
て
く
れ
た
人

イ
ツ
ウ
に
苦
し
む
。

胃
痛

胃
の
痛（
い
た
）み

机つ
く
え

の
上
に
は
い
ざ
ら
を
置
く
。

灰
皿

タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
や
灰
を
入
れ
る
い
れ
も
の

母
の
性
格
が
イ
デ
ン
す
る
。

遺
伝

形
質
が
親
か
ら
子
に
伝
わ
る
こ
と

に
お
い
が
カ
ク
サ
ン
す
る
。

拡
散

ば
ら
ば
ら
に
広
く
散
ら
ば
る
こ
と

日
本
ゼ
ン
イ
キ
で
雨
が
降ふ

る
。

全
域

あ
る
地
域
の
全
体

国
民
が
カ
ク
メ
イ
を
起
こ
す
。

革
命

社
会
組
織
を
力
で
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と

彼か
の

女じ
ょ

は
キ
ウ
の
広
大
な
人
だ
。

気
宇

気
が
ま
え

神
社
ブ
ッ
カ
ク
を
観
光
す
る
。

仏
閣

寺
の
建
物

外
国
の
エ
イ
ガ
を
見
る
。

映
画

連
続
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
も
の

以
下
の
説
明
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

割
愛

や
む
な
く
切
り
す
て
る
こ
と

提
出
期
限
を
エ
ン
チ
ョ
ウ
す
る
。

延
長

時
間
や
距
離（
き
ょ
り
）を
さ
ら
に
の
ば
す
こ
と

体
育
祭
が
エ
ン
キ
に
な
る
。

延
期

行
事
な
ど
を
、
予
定
の
日
か
ら
後
に
の
ば
す
こ
と

か
ぶ
カ
が
急き
ゅ
う

激げ
き

に
上
が
る
。

株
価

株
式
の
市
場
で
の
価
値（
か
ち
）

母
校
の
エ
ン
カ
ク
を
調
べ
る
。

沿
革

う
つ
り
か
わ
り

読
書
に
ム
ガ
夢
中
に
な
る
。

無
我

物
事
に
熱
中
す
る
こ
と

イ
チ
ョ
ウ
の
調
子
が
悪
い
。

胃
腸

内
臓（
な
い
ぞ
う
）の
胃
と
腸（
ち
ょ
う
）

は
い
い
ろ
の
色
鉛え
ん

筆ぴ
つ

。

灰
色

ね
ず
み
色

子
ど
も
に
ユ
イ
ゴ
ン
を
残
す
。

遺
言

死
後
の
た
め
に
言
い
残
す
言
葉

校
舎
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
。

拡
張

規
模（
き
ぼ
）を
大
き
く
す
る
こ
と

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

領
域

学
問
や
研
究
で
あ
つ
か
わ
れ
る
分
野

電
車
の
つ
り
か
わ
を
に
ぎ
る
。

つ
り

革
つ
り

革
ひ
も
な
ど
で
つ
り
さ
げ
た
輪

宇ウ

宙チ
ュ
ウ

気キ

宇ウ

カ
ク
ギ
が
開
か
れ
る
。

閣
議

総
理
大
臣
が
各
大
臣
を
集
め
て
行
う
会
議

ゆ
う
ば
え
の
空
を
な
が
め
る
。

夕
映
え

え

夕
日
に
空
が
赤
く
そ
ま
る
こ
と

出
発
日
を
ひ
の
べ
す
る
。

日
延
べ

べ

日
程
を
先
に
の
ば
す
こ
と

う
み
ぞ
い
の
道
を
歩
く
。

海
沿
い

い

海
の
近
く

各
自
の
や
く
わ
り
を
決
め
る
。

役
割

割
り
当
て
ら
れ
た
役
目

わ
が
や
に
招
待
す
る
。

我
が

家

が

自
分
の
家

き
り
か
ぶ
に
つ
ま
ず
く
。

切
り

株

り

木
な
ど
を
切
っ
た
あ
と
の
根
も
と
部
分

異
曚
曠
昿
曦
曩
曰

灰
敖
敕
敍
敘
敞
數
斃
變
斛
斟

遺
曵
曷
朏
朖
朞
朦
朧
霸

拡
斫
斷
旃
旆
旄
旌
旒
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旙
无

域
朮
朿
朶
杁
朸
朷
杆
杞
杠

革
旡
旱
杲
昊
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旻

宇
杙
杣
枉
杰
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杪
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枋
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枷
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昵
昶
昴
昜
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晁

映
晞
晝
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晧
晨
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晰

延
柎
柆
柧
檜
栞
框
栩
桀
桍
栲

株
暃
暈
暎
暉
暄
暘
暝
曁

沿
暹
曉
暾
暼
曄
暸
曖

我
芥
蟹
凱
咳
崖
碍
蓋
鎧
骸
浬

恩
柬
枳
柩
枸
柤
柞
柝
柢
柮
枹

割
捩
掾
揩
揀
揆
揣
揉
插
揶

胃

16

か
ぶ

株か
ぶ

式し
き

株か
ぶ

主ぬ
し

10 画
きへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

15

カ
ツ

わ
る
・
わ
り

わ
れ
る
・
さ
く

割わ
り

合あ
い

割わ
り

引び
き

12 画
りっとう

４
〜
７
画
目
の
筆
順
に
注
意

14

カ
ク

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

組そ

閣か
く

14 画
もんがまえ

「
門
」は
８
画
で
書
く
。
筆
順
に
注
意

13

革
カ
ク

か
わ

改か
い

革か
く

変へ
ん

革か
く

9 画
かくのかわ・
つくりがわ

「
廿
」を「
丗
」と
し
な
い
よ
う
に

12

カ
ク

拡か
く

声せ
い

拡か
く

充じ
ゅ
う

8 画
てへん

１
〜
３
画
目
の
筆
順
に
注
意

11

カ
イ

は
い

灰か
い

土ど
火か

山ざ
ん

灰ば
い

6 画
ひ

２
画
目
は
は
ら
う

10

ガわ
れ
・
わ

我が

流り
ゅ
う

我わ

が
国く
に

7 画
ほこづくり・
ほこがまえ

３
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

9

オ
ン

恩お
ん

師し
恩お
ん

義ぎ

10 画
こころ

「
心
」の
形
に
注
意

8

エ
ン

そ
う

沿え
ん

線せ
ん

川か
わ

沿ぞ

い
8 画
さんずい

４
・５
画
目
は「
八
」。「
𠆢
」に
し
な
い

7

エ
ン

の
び
る
・
の
べ
る

の
ば
す

延え
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

延え
ん

8 画
えんにょう

「
廴
」は
３
画
で
書
く

6

エ
イ

う
つ
る
・
う
つ
す

は
え
る

上じ
ょ
う

映え
い

反は
ん

映え
い

9 画
ひへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

5

ウ

宇う

宙ち
ゅ
う

気き

宇う

6 画
うかんむり

最
後
の
１
画
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

4

イ
キ

区く

域い
き

広こ
う

域い
き

11 画
つちへん

８
画
目
の
横
線
を
書
き
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

3

イ
・
ユ
イ

遺い

失し
つ

遺い

志し

15 画
しんにょう・
しんにゅう

「
⻌
」は
３
画
で
書
く

1

イ

胃い

液え
き

胃い

腸ち
ょ
う

9 画
にく

下
の「
月
」は「
田
」よ
り
小
さ
く

2

イこ
と

異い

義ぎ
異い

国こ
く

11 画
た

「
田
」の
３
画
目
は
縦
線（
た
て
せ
ん
）か
ら
書
く

テ
レ
ビ
の
エ
イ
ゾ
ウ
が
乱み
だ

れ
る
。

映
像

映
し
出
さ
れ
た
画
像

攘
攜
攅
攤
攣
攫
攴
攵
攷
攸

異

イ
ジ
ョ
ウ
な
気
象
。

異
常

い
つ
も
と
ち
が
う
こ
と

二
つ
に
サ
イ
は
な
い
。

差
異

ち
が
い

彼か
れ

と
は
考
え
を
こ
と
に
す
る
。

異
に
す
る

に
す
る

別
に
す
る

両
親
へ
の
オ
ン
が
え
し
。

恩
返
し

し

受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と

シ
ャ
オ
ン
会
を
開
く
。

謝
恩

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
開
か
れ
る
会

4

我田引水（がでんいんすい）…自分の立場に有利になるように強引に物事を運ぶこと四字
熟語

正
し
い
筆
順
で

て
い
ね
い
に
書
こ
う

　

書

　き

　取

　り

１

書

　き

　取

　り

２

書

　き

　取

　り

３

５
級
①

４
級

３
級

準
２
級
　

２
級

漢
字

読
み

熟
語

部
首

画
数

５
級

0 191字

16 字

①

学 習
到達度5

対
義
語

異口同音（いくどうおん）…多くの人の意見が一
いっ

致
ち

すること四字
熟語

異い

常じ
ょ
う

↕
正せ

い

常じ
ょ
う

延え
ん

長ち
ょ
う

↕
短た

ん

縮し
ゅ
く

拡か
く

大だ
い

↕
縮し

ゅ
く

小し
ょ
う

イ
ぐ
す
り
を
飲
む
。

胃
薬

胃
の
調
子
を
整
え
る
薬

セ
ッ
カ
イ
水
を
使
っ
た
実
験
。

石
灰

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶
液（
す
い
よ
う
え
き
）

世
界
イ
サ
ン
へ
の
登
録
。

遺
産

世
界
的
に
重
要
で
保
護
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や
自
然

写
真
を
カ
ク
ダ
イ
す
る
。

拡
大

広
げ
て
大
き
く
す
る
こ
と

チ
イ
キ
の
祭
り
に
参
加
す
る
。

地
域

区
切
ら
れ
た
場
所

悪あ

し
き
習
慣
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。

革
新

こ
れ
ま
で
の
制
度
な
ど
を
変
え
て
新
し
く
す
る
こ
と

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

宇
宙

地
球
を
と
り
ま
く
大
気
圏（
た
い
き
け
ん
）の
外
側

ナ
イ
カ
ク
の
改
造
を
行
う
。

内
閣

国
の
行
政
を
担
当（
た
ん
と
う
）す
る
最
高
機
関

二
回
の
ブ
ン
カ
ツ
で
支し

払は
ら

う
。

分
割

何
回
か
に
分
け
る
こ
と

か
ぶ
シ
キ
の
売
買
で
も
う
け
る
。

株
式

株
主
権（
か
ぶ
ぬ
し
け
ん
）を
表
す
有
価
証
券（
し
ょ
う
け
ん
）

エ
ン
ガ
ン
で
つ
り
を
す
る
。

沿
岸

海
に
沿
っ
て
い
る
陸
地

ジ
ガ
を
つ
ら
ぬ
く
。

　

自
我

自
分
自
身
の
意
識
や
認
識（
に
ん
し
き
）

命
の
オ
ン
ジ
ン
に
感
謝
す
る
。

　

恩
人

情
け
を
か
け
て
く
れ
た
人

イ
ツ
ウ
に
苦
し
む
。

胃
痛

胃
の
痛（
い
た
）み

机つ
く
え

の
上
に
は
い
ざ
ら
を
置
く
。

灰
皿

タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
や
灰
を
入
れ
る
い
れ
も
の

母
の
性
格
が
イ
デ
ン
す
る
。

遺
伝

形
質
が
親
か
ら
子
に
伝
わ
る
こ
と

に
お
い
が
カ
ク
サ
ン
す
る
。

拡
散

ば
ら
ば
ら
に
広
く
散
ら
ば
る
こ
と

日
本
ゼ
ン
イ
キ
で
雨
が
降ふ

る
。

全
域

あ
る
地
域
の
全
体

国
民
が
カ
ク
メ
イ
を
起
こ
す
。

革
命

社
会
組
織
を
力
で
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と

彼か
の

女じ
ょ

は
キ
ウ
の
広
大
な
人
だ
。

気
宇

気
が
ま
え

神
社
ブ
ッ
カ
ク
を
観
光
す
る
。

仏
閣

寺
の
建
物

外
国
の
エ
イ
ガ
を
見
る
。

映
画

連
続
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
も
の

以
下
の
説
明
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

割
愛

や
む
な
く
切
り
す
て
る
こ
と

提
出
期
限
を
エ
ン
チ
ョ
ウ
す
る
。

延
長

時
間
や
距
離（
き
ょ
り
）を
さ
ら
に
の
ば
す
こ
と

体
育
祭
が
エ
ン
キ
に
な
る
。

延
期

行
事
な
ど
を
、
予
定
の
日
か
ら
後
に
の
ば
す
こ
と

か
ぶ
カ
が
急き

ゅ
う

激げ
き

に
上
が
る
。

株
価

株
式
の
市
場
で
の
価
値（
か
ち
）

母
校
の
エ
ン
カ
ク
を
調
べ
る
。

沿
革

う
つ
り
か
わ
り

読
書
に
ム
ガ
夢
中
に
な
る
。

無
我

物
事
に
熱
中
す
る
こ
と

イ
チ
ョ
ウ
の
調
子
が
悪
い
。

胃
腸

内
臓（
な
い
ぞ
う
）の
胃
と
腸（
ち
ょ
う
）

は
い
い
ろ
の
色
鉛え

ん

筆ぴ
つ

。

灰
色

ね
ず
み
色

子
ど
も
に
ユ
イ
ゴ
ン
を
残
す
。

遺
言

死
後
の
た
め
に
言
い
残
す
言
葉

校
舎
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
。

拡
張

規
模（
き
ぼ
）を
大
き
く
す
る
こ
と

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

領
域

学
問
や
研
究
で
あ
つ
か
わ
れ
る
分
野

電
車
の
つ
り
か
わ
を
に
ぎ
る
。

つ
り

革
つ
り

革
ひ
も
な
ど
で
つ
り
さ
げ
た
輪

宇ウ

宙チ
ュ
ウ

気キ

宇ウ

カ
ク
ギ
が
開
か
れ
る
。

閣
議

総
理
大
臣
が
各
大
臣
を
集
め
て
行
う
会
議

ゆ
う
ば
え
の
空
を
な
が
め
る
。

夕
映
え

え

夕
日
に
空
が
赤
く
そ
ま
る
こ
と

出
発
日
を
ひ
の
べ
す
る
。

日
延
べ

べ

日
程
を
先
に
の
ば
す
こ
と

う
み
ぞ
い
の
道
を
歩
く
。

海
沿
い

い

海
の
近
く

各
自
の
や
く
わ
り
を
決
め
る
。

役
割

割
り
当
て
ら
れ
た
役
目

わ
が
や
に
招
待
す
る
。

我
が

家

が

自
分
の
家

き
り
か
ぶ
に
つ
ま
ず
く
。

切
り

株

り

木
な
ど
を
切
っ
た
あ
と
の
根
も
と
部
分

異
曚
曠
昿
曦
曩
曰

灰
敖
敕
敍
敘
敞
數
斃
變
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斟
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曵
曷
朏
朖
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旻
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枷
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晰
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暃
暈
暎
暉
暄
暘
暝
曁

沿
暹
曉
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暼
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暸
曖

我
芥
蟹
凱
咳
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蓋
鎧
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浬

恩
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枳
柩
枸
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柞
柝
柢
柮
枹
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掾
揩
揀
揆
揣
揉
插
揶

胃

16

か
ぶ

株か
ぶ

式し
き

株か
ぶ

主ぬ
し

10 画
きへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

15

カ
ツ

わ
る
・
わ
り

わ
れ
る
・
さ
く

割わ
り

合あ
い

割わ
り

引び
き

12 画
りっとう

４
〜
７
画
目
の
筆
順
に
注
意

14

カ
ク

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

組そ

閣か
く

14 画
もんがまえ

「
門
」は
８
画
で
書
く
。
筆
順
に
注
意

13

革
カ
ク

か
わ

改か
い

革か
く

変へ
ん

革か
く

9 画
かくのかわ・
つくりがわ

「
廿
」を「
丗
」と
し
な
い
よ
う
に

12

カ
ク

拡か
く

声せ
い

拡か
く

充じ
ゅ
う

8 画
てへん

１
〜
３
画
目
の
筆
順
に
注
意

11

カ
イ

は
い

灰か
い

土ど
火か

山ざ
ん

灰ば
い

6 画
ひ

２
画
目
は
は
ら
う

10

ガわ
れ
・
わ

我が

流り
ゅ
う

我わ

が
国く

に

7 画
ほこづくり・
ほこがまえ

３
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

9

オ
ン

恩お
ん

師し
恩お

ん

義ぎ

10 画
こころ

「
心
」の
形
に
注
意

8

エ
ン

そ
う

沿え
ん

線せ
ん

川か
わ

沿ぞ

い
8 画
さんずい

４
・５
画
目
は「
八
」。「
𠆢
」に
し
な
い

7

エ
ン

の
び
る
・
の
べ
る

の
ば
す

延え
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

延え
ん

8 画
えんにょう

「
廴
」は
３
画
で
書
く

6

エ
イ

う
つ
る
・
う
つ
す

は
え
る

上じ
ょ
う

映え
い

反は
ん

映え
い

9 画
ひへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

5

ウ

宇う

宙ち
ゅ
う

気き

宇う

6 画
うかんむり

最
後
の
１
画
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

4

イ
キ

区く

域い
き

広こ
う

域い
き

11 画
つちへん

８
画
目
の
横
線
を
書
き
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

3

イ
・
ユ
イ

遺い

失し
つ

遺い

志し

15 画
しんにょう・
しんにゅう

「
⻌
」は
３
画
で
書
く

1

イ

胃い

液え
き

胃い

腸ち
ょ
う

9 画
にく

下
の「
月
」は「
田
」よ
り
小
さ
く

2

イこ
と

異い

義ぎ
異い

国こ
く

11 画
た

「
田
」の
３
画
目
は
縦
線（
た
て
せ
ん
）か
ら
書
く

テ
レ
ビ
の
エ
イ
ゾ
ウ
が
乱み

だ

れ
る
。

映
像

映
し
出
さ
れ
た
画
像

攘
攜
攅
攤
攣
攫
攴
攵
攷
攸

異

イ
ジ
ョ
ウ
な
気
象
。

異
常

い
つ
も
と
ち
が
う
こ
と

二
つ
に
サ
イ
は
な
い
。

差
異

ち
が
い

彼か
れ

と
は
考
え
を
こ
と
に
す
る
。

異
に
す
る

に
す
る

別
に
す
る

両
親
へ
の
オ
ン
が
え
し
。

恩
返
し

し

受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と

シ
ャ
オ
ン
会
を
開
く
。

謝
恩

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
開
か
れ
る
会

4

我田引水（がでんいんすい）…自分の立場に有利になるように強引に物事を運ぶこと四字
熟語

正
し
い
筆
順
で

て
い
ね
い
に
書
こ
う

　

書

　き

　取

　り

１

書

　き

　取

　り

２

書

　き

　取

　り

３

５
級
①

４
級

３
級

準
２
級
　

２
級

漢
字

読
み

熟
語

部
首

画
数

５
級

0 191字

16 字

①

学 習
到達度5

対
義
語

異口同音（いくどうおん）…多くの人の意見が一
いっ

致
ち

すること四字
熟語

異い

常じ
ょ
う

↕
正せ

い

常じ
ょ
う

延え
ん

長ち
ょ
う

↕
短た

ん

縮し
ゅ
く

拡か
く

大だ
い

↕
縮し

ゅ
く

小し
ょ
う

イ
ぐ
す
り
を
飲
む
。

胃
薬

胃
の
調
子
を
整
え
る
薬

セ
ッ
カ
イ
水
を
使
っ
た
実
験
。

石
灰

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
水
溶
液（
す
い
よ
う
え
き
）

世
界
イ
サ
ン
へ
の
登
録
。

遺
産

世
界
的
に
重
要
で
保
護
さ
れ
て
い
る
建
築
物
や
自
然

写
真
を
カ
ク
ダ
イ
す
る
。

拡
大

広
げ
て
大
き
く
す
る
こ
と

チ
イ
キ
の
祭
り
に
参
加
す
る
。

地
域

区
切
ら
れ
た
場
所

悪あ

し
き
習
慣
を
カ
ク
シ
ン
す
る
。

革
新

こ
れ
ま
で
の
制
度
な
ど
を
変
え
て
新
し
く
す
る
こ
と

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
あ
こ
が
れ
る
。

宇
宙

地
球
を
と
り
ま
く
大
気
圏（
た
い
き
け
ん
）の
外
側

ナ
イ
カ
ク
の
改
造
を
行
う
。

内
閣

国
の
行
政
を
担
当（
た
ん
と
う
）す
る
最
高
機
関

二
回
の
ブ
ン
カ
ツ
で
支し

払は
ら

う
。

分
割

何
回
か
に
分
け
る
こ
と

か
ぶ
シ
キ
の
売
買
で
も
う
け
る
。

株
式

株
主
権（
か
ぶ
ぬ
し
け
ん
）を
表
す
有
価
証
券（
し
ょ
う
け
ん
）

エ
ン
ガ
ン
で
つ
り
を
す
る
。

沿
岸

海
に
沿
っ
て
い
る
陸
地

ジ
ガ
を
つ
ら
ぬ
く
。

　

自
我

自
分
自
身
の
意
識
や
認
識（
に
ん
し
き
）

命
の
オ
ン
ジ
ン
に
感
謝
す
る
。

　

恩
人

情
け
を
か
け
て
く
れ
た
人

イ
ツ
ウ
に
苦
し
む
。

胃
痛

胃
の
痛（
い
た
）み

机つ
く
え

の
上
に
は
い
ざ
ら
を
置
く
。

灰
皿

タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
や
灰
を
入
れ
る
い
れ
も
の

母
の
性
格
が
イ
デ
ン
す
る
。

遺
伝

形
質
が
親
か
ら
子
に
伝
わ
る
こ
と

に
お
い
が
カ
ク
サ
ン
す
る
。

拡
散

ば
ら
ば
ら
に
広
く
散
ら
ば
る
こ
と

日
本
ゼ
ン
イ
キ
で
雨
が
降ふ

る
。

全
域

あ
る
地
域
の
全
体

国
民
が
カ
ク
メ
イ
を
起
こ
す
。

革
命

社
会
組
織
を
力
で
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と

彼か
の

女じ
ょ

は
キ
ウ
の
広
大
な
人
だ
。

気
宇

気
が
ま
え

神
社
ブ
ッ
カ
ク
を
観
光
す
る
。

仏
閣

寺
の
建
物

外
国
の
エ
イ
ガ
を
見
る
。

映
画

連
続
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
も
の

以
下
の
説
明
は
カ
ツ
ア
イ
す
る
。

割
愛

や
む
な
く
切
り
す
て
る
こ
と

提
出
期
限
を
エ
ン
チ
ョ
ウ
す
る
。

延
長

時
間
や
距
離（
き
ょ
り
）を
さ
ら
に
の
ば
す
こ
と

体
育
祭
が
エ
ン
キ
に
な
る
。

延
期

行
事
な
ど
を
、
予
定
の
日
か
ら
後
に
の
ば
す
こ
と

か
ぶ
カ
が
急き

ゅ
う

激げ
き

に
上
が
る
。

株
価

株
式
の
市
場
で
の
価
値（
か
ち
）

母
校
の
エ
ン
カ
ク
を
調
べ
る
。

沿
革

う
つ
り
か
わ
り

読
書
に
ム
ガ
夢
中
に
な
る
。

無
我

物
事
に
熱
中
す
る
こ
と

イ
チ
ョ
ウ
の
調
子
が
悪
い
。

胃
腸

内
臓（
な
い
ぞ
う
）の
胃
と
腸（
ち
ょ
う
）

は
い
い
ろ
の
色
鉛え

ん

筆ぴ
つ

。

灰
色

ね
ず
み
色

子
ど
も
に
ユ
イ
ゴ
ン
を
残
す
。

遺
言

死
後
の
た
め
に
言
い
残
す
言
葉

校
舎
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
。

拡
張

規
模（
き
ぼ
）を
大
き
く
す
る
こ
と

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
リ
ョ
ウ
イ
キ
。

領
域

学
問
や
研
究
で
あ
つ
か
わ
れ
る
分
野

電
車
の
つ
り
か
わ
を
に
ぎ
る
。

つ
り

革
つ
り

革
ひ
も
な
ど
で
つ
り
さ
げ
た
輪

宇ウ

宙チ
ュ
ウ

気キ

宇ウ

カ
ク
ギ
が
開
か
れ
る
。

閣
議

総
理
大
臣
が
各
大
臣
を
集
め
て
行
う
会
議

ゆ
う
ば
え
の
空
を
な
が
め
る
。

夕
映
え

え

夕
日
に
空
が
赤
く
そ
ま
る
こ
と

出
発
日
を
ひ
の
べ
す
る
。

日
延
べ

べ

日
程
を
先
に
の
ば
す
こ
と

う
み
ぞ
い
の
道
を
歩
く
。

海
沿
い

い

海
の
近
く

各
自
の
や
く
わ
り
を
決
め
る
。

役
割

割
り
当
て
ら
れ
た
役
目

わ
が
や
に
招
待
す
る
。

我
が

家

が

自
分
の
家

き
り
か
ぶ
に
つ
ま
ず
く
。

切
り

株

り

木
な
ど
を
切
っ
た
あ
と
の
根
も
と
部
分

異
曚
曠
昿
曦
曩
曰

灰
敖
敕
敍
敘
敞
數
斃
變
斛
斟

遺
曵
曷
朏
朖
朞
朦
朧
霸

拡
斫
斷
旃
旆
旄
旌
旒
旛
旙
无

域
朮
朿
朶
杁
朸
朷
杆
杞
杠

革
旡
旱
杲
昊
昃
旻

宇
杙
杣
枉
杰
枩
杪
枌
枋
枦
枷

閣
杳
昵
昶
昴
昜
晏
晄
晉
晁

映
晞
晝
晤
晧
晨
晟
晢
晰

延
柎
柆
柧
檜
栞
框
栩
桀
桍
栲

株
暃
暈
暎
暉
暄
暘
暝
曁

沿
暹
曉
暾
暼
曄
暸
曖

我
芥
蟹
凱
咳
崖
碍
蓋
鎧
骸
浬

恩
柬
枳
柩
枸
柤
柞
柝
柢
柮
枹

割
捩
掾
揩
揀
揆
揣
揉
插
揶

胃

16

か
ぶ

株か
ぶ

式し
き

株か
ぶ

主ぬ
し

10 画
きへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

15

カ
ツ

わ
る
・
わ
り

わ
れ
る
・
さ
く

割わ
り

合あ
い

割わ
り

引び
き

12 画
りっとう

４
〜
７
画
目
の
筆
順
に
注
意

14

カ
ク

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

組そ

閣か
く

14 画
もんがまえ

「
門
」は
８
画
で
書
く
。
筆
順
に
注
意

13

革
カ
ク

か
わ

改か
い

革か
く

変へ
ん

革か
く

9 画
かくのかわ・
つくりがわ

「
廿
」を「
丗
」と
し
な
い
よ
う
に

12

カ
ク

拡か
く

声せ
い

拡か
く

充じ
ゅ
う

8 画
てへん

１
〜
３
画
目
の
筆
順
に
注
意

11

カ
イ

は
い

灰か
い

土ど
火か

山ざ
ん

灰ば
い

6 画
ひ

２
画
目
は
は
ら
う

10

ガわ
れ
・
わ

我が

流り
ゅ
う

我わ

が
国く

に

7 画
ほこづくり・
ほこがまえ

３
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

9

オ
ン

恩お
ん

師し
恩お

ん

義ぎ

10 画
こころ

「
心
」の
形
に
注
意

8

エ
ン

そ
う

沿え
ん

線せ
ん

川か
わ

沿ぞ

い
8 画
さんずい

４
・５
画
目
は「
八
」。「
𠆢
」に
し
な
い

7

エ
ン

の
び
る
・
の
べ
る

の
ば
す

延え
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

延え
ん

8 画
えんにょう

「
廴
」は
３
画
で
書
く

6

エ
イ

う
つ
る
・
う
つ
す

は
え
る

上じ
ょ
う

映え
い

反は
ん

映え
い

9 画
ひへん

８
画
目
は
上
に
つ
き
出
す

5

ウ

宇う

宙ち
ゅ
う

気き

宇う

6 画
うかんむり

最
後
の
１
画
は
ま
っ
す
ぐ
書
い
て
は
ね
る

4

イ
キ

区く

域い
き

広こ
う

域い
き

11 画
つちへん

８
画
目
の
横
線
を
書
き
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

3

イ
・
ユ
イ

遺い

失し
つ

遺い

志し

15 画
しんにょう・
しんにゅう

「
⻌
」は
３
画
で
書
く

1

イ

胃い

液え
き

胃い

腸ち
ょ
う

9 画
にく

下
の「
月
」は「
田
」よ
り
小
さ
く

2

イこ
と

異い

義ぎ
異い

国こ
く

11 画
た

「
田
」の
３
画
目
は
縦
線（
た
て
せ
ん
）か
ら
書
く

テ
レ
ビ
の
エ
イ
ゾ
ウ
が
乱み

だ

れ
る
。

映
像

映
し
出
さ
れ
た
画
像

攘
攜
攅
攤
攣
攫
攴
攵
攷
攸

異

イ
ジ
ョ
ウ
な
気
象
。

異
常

い
つ
も
と
ち
が
う
こ
と

二
つ
に
サ
イ
は
な
い
。

差
異

ち
が
い

彼か
れ

と
は
考
え
を
こ
と
に
す
る
。

異
に
す
る

に
す
る

別
に
す
る

両
親
へ
の
オ
ン
が
え
し
。

恩
返
し

し

受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と

シ
ャ
オ
ン
会
を
開
く
。

謝
恩

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
開
か
れ
る
会

★ていねいに書ける

漢字表に「とめ・はね・
筆順」など注意すべき点
を明記。

十字マス・なぞり書
きでバランスよく書
く練習が可能。



問題集 � 問題集

9 � 8定価は税込10%価格。
はテストメーカーCDにてご提供（ｐ16）。 は原文等のテキストデータ。

問題集一覧
書 籍 名
＆ 出 題 数

レベルの目安 出題内容 ページ数
＆定価 付属品基 本 標 準 応 用 入 試

アドバンス現代文１
【26題】

評論14　小説7
随筆5

56ｐ
627円

・解答書　8ｐ
・解説書　56ｐ
・CDデータ

アドバンス現代文２
【26題】

評論14　小説6
随筆6

56ｐ
627円

・解答書　8ｐ
・解説書　56ｐ
・CDデータ

アドバンス現代文３
【26題】

評論17　小説6
随筆3

56ｐ
627円

・解答書　8ｐ
・解説書　56ｐ
・CDデータ

セオラム現代文１
三訂版
【30題】

評論16　小説6
随筆4　韻文4

64ｐ
660円

・解答解説書　128ｐ
・CDデータ

セオラム現代文２
三訂版
【30題】

評論19　小説6
随筆3　韻文2

64ｐ
660円

・解答解説書　128ｐ
・CDデータ

セオラム現代文３
三訂版
【26題】

評論18　小説5
随筆3

84ｐ
704円

・解答解説書　112ｐ
・CDデータ

創作演習長文読解
改訂版
【20題】

評論10
小説10

128ｐ
770円

・解答解説書　84ｐ
・解答ノート　44ｐ
・CDデータ

アドバンス古典１
【26題】

【古文】16
用言・助動詞
【漢文】10
基本句形

56ｐ
627円

・解答書　8ｐ
・解説書　104ｐ
・CDデータ

アドバンス古典２
【26題】

【古文】16
用言・助動詞・助詞・敬語
【漢文】10
句形と読解

56ｐ
627円

・解答書　8ｐ
・解説書　112ｐ
・CDデータ

アドバンス古典３
【26題】

【古文】16
文法のまとめ（識別）
【漢文】10
句形と読解

56ｐ
627円

・解答書　8ｐ
・解説書　112ｐ
・CDデータ

ポイント書く解く
マスター古文１
【30題】

用言・助動詞 64ｐ
660円

・解答書　8ｐ
・解説書　124ｐ
・CDデータ

ポイント書く解く
マスター古文２
【30題】

用言・助動詞の復習
・助詞・敬語

64ｐ
660円

・解答書　8ｐ
・解説書　124ｐ
・CDデータ

ポイント書く解く
マスター古文３
【26題】

文法復習・識別 64ｐ
660円

・解答書　8ｐ
・解説書　120ｐ
・CDデータ

ポイント書く解く
マスター古典１
【30題】

【古文】17
用言・助動詞
【漢文】13
句形・読解

64ｐ
660円

・解答書　8ｐ
・解説書　120ｐ
・CDデータ

ポイント書く解く
マスター古典２
【30題】

【古文】17
用言・助動詞・助詞・敬語
【漢文】13
句形・読解

64ｐ
660円

・解答書　8ｐ
・解説書　124ｐ
・CDデータ

アクセスで文法攻略
古文演習１
【30題】

用言・助動詞・敬語 64ｐ
693円

・解答書　8ｐ
・解説書　128ｐ
・文法学習ノート32ｐ
・CDデータ

アクセスで文法攻略
古文演習２
【30題】

用言・助動詞の復習
助詞・敬語・識別

64ｐ
693円

・解答書　8ｐ
・解説書　128ｐ
・文法学習ノート32ｐ
・CDデータ

アドバンス現代文１〜３

セオラム現代文１〜３

アドバンス古典１〜３

創作演習長文読解

アクセスで文法攻略
古 文 演 習 ２

アクセスで文法攻略
古 文 演 習 １

『長文読解』以外の書籍に関しましては、バラ解説に対応しております（『アクセス古文』のみバラ解答
も対応）。詳細はｐ8をご参照下さい。

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く�

マ
ス
タ
ー
古
典�

１・２�

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会　

国
語
部
会
編

Ｂ
５
判
／
６
４
頁�

定
価　

６
６
０
円

◎
別
冊
解
説
書
１
集
（
１
２
０
頁
）、
２
集
（
１
２
４
頁
）

　

＋
解
答
書
（
８
頁
）
付

◎
補
充
問
題
デ
ー
タ
付

◎
バ
ラ
解
説
別
価
１
３
２
円

新
し
い
世
代
の
「
書
い
て
解
く
」
古
典
・
古
文
問
題
集

　
不
思
議
な
力
を
持
つ
隠い

ん

娘じ
ょ
うと

い
う
女
性
は
、
縦し

ょ
うの

父
昌し

ょ
う

裔え
い

を
助
け
た
後
、
な
ぜ
か
姿
を
消
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
陵
州
に
向
か
う
縦
の
前

に
突
然
現
れ
た
。

　
語つ

ゲ
テ㆑ 

縦ニ

　
曰ハ

ク、「
郎
　
君
　
大
　
災ア

リ、

カ
ラ

①
不ト
㆑ 

当ニ
㆑ 

適ゆ
ク㆑ 

此ニ

。」
出ダ

シ㆓ 

薬

一
　
粒ヲ
㆒、
令メ

テ　
縦ヲ

シ
テ　
呑マ

　
之ヲ

　
云フ

、「
来
　
年
、㋐
火⌇
あ⌇
急⌇
。

ナ
リ

抛な
げ
う
チ㆑ 

官ヲ

　
帰ラ

バ㆑ 

洛ニ

、㋑
方⌇
　
脱セ

ン㆓ 

此ノ

　
禍わ

ざ
は
ヒ
ヲ

㆒。
吾ガ

　
薬
　
力
、
只ダ

　
保ス

ル㆓ 

一
　
年ノ

　
患ヒ

ヲ㆒ 

耳ト

。」
縦モ

　 ②

不
㆓ 

甚ダ
シ
ク
ハ

　 

信ゼ
㆒。
遺お

く
ル㆓ 

其ノ

　
繒そ

う

　
綵さ

い
ヲ㆒。
隠
　
娘
　
一い

つ
モ

無ク
㆑ 

所
㆑ 

受ク
ル、
但ダ

　
沈
　
酔シ

テ　
而
　
去ル

。
後
　
一
　
年
、
縦ハ

　
不
㆑ 

休や
メ㆑ 

官ヲ

、
果タ

シ
テ　
㋒

卒⌇
㆓ 

于

ス

　
陵
　
州ニ
㆒。③
自よ

リ㆑ 

此
　
無シ
㆕ 

復ま
た
ト　
有ル
㆔ 

人ノ

　
見ル

コ
ト㆓ 

隠
　
娘ヲ
㆒ 

矣
。

1234567

6

伝奇小説

19

聶じ
ょ
う

隠い
ん

娘じ
ょ
う

　予
言
を
信
じ
さ
え
す
れ
ば 

着
眼
点

　文
法

　否
定
形
②

　部
分
否
定
と
全
部
否
定

50

 
語
注

郎
君
＝
若
様
。
こ
こ
で
は
縦
の
こ
と
。

洛
＝
洛
陽
。
当
時
の
都
で
あ
っ
た
。

繒
綵
＝
絹
織
物
。

内
容
わ
し
づ
か
み

隠
娘
は
縦
に

が
あ
る
の
で
、

を
与
え
て
帰
る
よ
う
に
忠
告
し
た
。

縦
は

じ
ず

後
に
不
幸
な

目
に
あ
っ
た
。

 

返り点

 

返り点

 

主語

は

 

接続詞

そ
し
て 

or 

し
か
し

解 

説

4

問
二
語
句 

波
線
部
ア
・
㋑
の
読
み
方
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
ひ
ら
が
な
で
答
え
よ
。

た
だ
し
、
現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
。

　㋐
「
数
」
は
「
し
ば
し
ば
」
と
読
み
、
訳
は
「
た
び
た
び
」。
何
度
も
頻
繁
に
行

う
さ
ま
を
言
う
。

　㋑
「
対
」
は
動
詞
で
終
止
形
は
「
こ
た
フ
（
う
）」
と
読
む
。「
対
曰
」（
こ
た
ヘ（
え
）

テ
い
は
ク
）
の
形
で
出
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

用
法
サ
ポ
ー
ト
「
対
」「
答
」「
応
」
の
違
い

･

対
…
目
上
の
人
に
こ
た
え
る
。

･

答
…
「
こ
た
フ
」
の
同
訓
異
字
。

･

応
…
相
手
の
言
動
・
働
き
か
け
に
反
応
し
て
こ
た
え
る
。

問
三
チ
ェ
ッ
ク
問
題�

⑴
　
次
の
表
を
完
成
さ
せ
よ
。

　前
ペ
ー
ジ
参
照
。

不（
弗
）㆓ 

〜〔
セ
〕㆒

書 

〜
〔
せ
〕
ず

訳 

〜
し
な
い
。
〜
で
な
い
。

　「非
」
は
名
詞
・
名
詞
句
な
ど
の
体
言
を
否
定
し
、
否
定
さ
れ
る
語
の
送
り
仮
名

は
「
ニ
」。

　「無
」
も
名
詞
や
名
詞
句
な
ど
の
体
言
を
否
定
し
、
否
定
す
る
内
容
が
用
言
な
ら

連
体
形
に
活
用
す
る
か
、
連
体
形
に
「
コ
ト
／
モ
ノ
」
に
接
続
さ
せ
て
「
〜
ス
ル
コ

ト
な
シ
」、「
〜
ス
ル
モ
ノ
な
シ
」
と
読
む
。

　「未
」
は
再
読
文
字
で
「
い
ま
ダ
〜
〔
セ
〕
ず
」
読
む
が
、二
回
目
の
「
ず
」
は
「
不
」

と
同
じ
で
あ
る
。「
不
」
は
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
な
ど
用
言
の
未
然
形
に
接

続
す
る
。

　書
き
下
し
文
に
す
る
と
き
否
定
語
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
す
か
悩
む
生
徒

が
多
い
が
、
書
き
下
し
文
の
と
き
に
ひ
ら
が
な
に
す
る
の
は
、
助
字
（
古
文
で
助
詞
・

助
動
詞
に
相
当
す
る
も
の
）
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
三
種
で
は
「
不
」
だ
け
が
ひ
ら

が
な
に
な
る
。

⑵�

　
次
の
文
を
現
代
語
訳
に
従
っ
て
、
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

　１
「
勿
」
は
「
な
カ
レ
」
と
読
み
、
訳
は
「
～
し
て
は
い
け
な
い
」。
形
容
詞

「
無
」
の
命
令
形
で
あ
る
か
ら
、「
無シ
㆓ 

〜ス
コ
ト

㆒
」
の
形
で
あ
る
。
漢
字
で
書
き
下
す
。

「
於
」
は
対
象
を
表
す
置
き
字
で
あ
る
か
ら
書
き
下
し
文
に
入
れ
な
い
。

　２
「
未
」
は
⑴
「
未ダ
㆓ 

〜セ
㆒
」
で
見
た
と
お
り
再
読
文
字
で
あ
る
か
ら
、
一
回
目

は
漢
字
で
、
二
回
目
は
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
す
。「
爾
」
は
「
な
ん
ぢ
」
と
読
み
、

「
お
前
」
の
意
。「
汝
」「
女
」「
而
」「
若
」「
乃
」
も
「
な
ん
ぢ
」
と
読
む
。

問
四
内
容 

傍
線
部
①
に
つ
い
て
、

⑴
　
意
味
を
答
え
よ
。

　「
寡
人
」
は
主
に
諸
侯
が
使
う
一
人
称
で
あ
り
、「
私
」
と
訳
す
。「
徳
の
寡す

く
ない
人
」

の
意
で
、
謙
遜
の
意
を
含
む
。

⑵�
　
具
体
的
に
は
誰
の
こ
と
か
。
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。

　こ
こ
で
話
し
手
は
、
臣
下
の
甘
茂
に
話
し
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
の
で
、
話
し
手

自
身
の
秦
王
で
あ
る
。

問
五
内
容 

傍
線
部
②
を
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

　「
之
」
は
「
こ
レ
」
と
読
ん
で
代
名
詞
。「
為
」
は
「
な
ス
」
と
読
み
「
す
る
・
行

う
」
の
意
。「
奈
何
」
は
疑
問
の
句
形
で
「
い
か
ん
（
セ
ン
）」
と
読
み
、
訳
は
「
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」。
処
置
・
方
法
を
問
う
。「
為
之
奈
何
」
で
ひ
と
ま
と

ま
り
の
慣
用
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
こ
れ
を
な
す
こ
と
い
か
ん
」

と
読
み
、「
ど
の
よ
う
に
し
よ
う
か
」
の
意
。「
奈
」
が
「
如
」「
若
」
に
な
り
「
如
何
」

あ



返り点

返り点

主語

接続詞

あ



返り点

返り点

主語

接続詞

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会　

国
語
部
会
編�

Ｂ
５
判
／
６
４
頁�

定
価　

６
６
０
円

◎
別
冊
解
説
書

　

１
・
２
集
（
１
２
４
頁
）・
３
集
（
１
２
０
頁
）

　

解
答
書
（
８
頁
）
付

◎
補
充
問
題
デ
ー
タ
付

◎
バ
ラ
解
説
別
価
１
３
２
円

マ
ス
タ
ー
古
文

京都書房

１

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く

●
省
略
部
分
を
補
う
た
め
の
吹
き
出
し
を
埋
め
る
こ
と
で
、

本
文
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

●
「
内
容
わ
し
づ
か
み
」
の
空
欄
を
埋
め
る
こ
と
で
、
本
文

の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
文
法
・
句
法
事
項
は
、「
チ
ェ
ッ
ク
問
題
」
で
ま
と
め
て

学
習
す
る
こ
と
で
、
学
習
の
定
着
を
目
指
し
た
。

●
解
説
書
【
用
法
サ
ポ
ー
ト
】
の
詳
し
い
解
説
で
応
用
力
が

つ
く
！

ポ
イ
ン
ト
書
く
解
く

マ
ス
タ
ー
古
文

　
　
１・２・３�

▼

解
説
書
【
用
法
サ
ポ
ー
ト
】
で
知
識
の
底
上
げ
。

▼

主
語
や
句
法
を
意
識
し
て
読
め
る
よ
う
に
な
る
。

語
句

し
ば
し
ば

こ
た
ヘ（
え
）

用
法
サ
ポ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
問
題書訳

い
ま
ダ
〜
〔
セ
〕
ず

内
容秦

王

内
容

こ
レ

な
ス

い
か
ん
（
セ
ン
）

こ
れ
を
な
す
こ
と
い
か
ん

一
題
ご
と
に
配
布
で
き
る
バ
ラ
解
説
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

「
マ
ス
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
」「
ア
ド
バ
ン
ス
シ
リ
ー
ズ
」「
セ
オ
ラ
ム
」

「
ア
ク
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
解
説
書
を
バ
ラ
に
し
て
の
お
届

け
に
な
り
ま
す
。

・
バ
ラ
解
説
を
ご
希
望
の
場
合
は
別
価
と
し
て
１
３
２
円
（
税

込
）
を
頂
戴
致
し
ま
す
。

・
バ
ラ
解
説
は
別
冊
解
答
解
説
書
に
代
え
て
の
お
届
け
と
な
り

ま
す
。

・
バ
ラ
解
説
は
受
注
生
産
の
た
め
返
品
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
お
受

け
致
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

バ
ラ
解
説
に
つ
い
て

☆
大
好
評
『
マ
ス
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
』
に
古
典
が
登
場
！
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入試対策 � 漢文・文学史

定価は税込10%価格。
はテストメーカーCDにてご提供（ｐ16）。 は原文等のテキストデータ。

　
次
に
、
記
事
の
要
点
を
つ
か
む
。
新
聞
記
事
で
は
ま
ず
見
出
し
、
そ
れ
か
ら
リ
ー
ド
文
に
要
点
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
見
出
し
に
は
「
中
国
が
輸
入
禁
止
」
と
あ
る
。
ま
た
リ
ー
ド
文

に
よ
れ
ば
、

世
界
で
輸
出
さ
れ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
半
分
近
く
を
受
け
入
れ
て
き
た
中
国
が
、
国
内
の
環
境
対
策

で
昨
年
末
か
ら
輸
入
を
大
幅
に
制
限
し
た

　
　
　←

東
南
ア
ジ
ア
で
廃
プ
ラ
輸
入
量
が
急
増
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
処
理
量
に
限
界
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
廃
プ
ラ
が
行
き
場
を
失
う
」
原
因
は
「
中
国
が
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
大
幅
に
輸
入
制
限
し
た
こ
と
」
と
わ
か
る
。
字
数
に
応
じ
て
重
要
な
要
素
を
見
極

め
ま
と
め
る
。

問
２
　 【
資
料
３
】
を
読
み
取
る 

　
植
物
プ
ラ
（
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
に
つ
い
て
、
環
境
へ
の
負

荷
が
少
な
く
、
環
境
保
護
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
普
及

が
進
ま
な
い
背
景
に
つ
い
て
記
事
の
内
容
か
ら
類
推
す
る
。
空
欄
の

直
後
を
み
る
と
、

Ｙ

 

こ
と
か
ら
、
普
及
は
進
ん
で
い
な
い
。

と
あ
る
の
で
、バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
普
及
し
な
い
理
由
を
読
み
取
る
。

　
記
事
に
よ
る
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
環
境
汚
染
の
原
因
と
さ

れ
て
お
り
、
国
は
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
従
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
代
替
品
と
し
て
広
げ
る
考
え
で
あ
る
。
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

植
物
由
来
の
た
め
、
製
造
の
際
に
石
油
を
使
用
し
な
い
う
え
、
ご
み

に
な
っ
て
も
微
生
物
が
分
解
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
右
記
で
確
認

し
た
よ
う
に
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
空
欄
の
次

の
段
落
を
み
る
と
、

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
環
境
省
は
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
を
増
産
す
る
た
め
の
設
備
拡
充
や
、
商
品
の
容
器
・
包
装

を
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
に
代
替
す
る
た
め
の
技
術
開
発
な
ど

に
取
り
組
む
企
業
や
大
学
に
、
補
助
金
を
出
す
方
針
。

　
環
境
省
は
来
年
度
か
ら
問
3

、

（
注
）

植⌇
物⌇
が⌇
原⌇
料⌇
の⌇
バ⌇
イ⌇
オ⌇
プ⌇

ラ⌇
ス⌇
チ⌇
ッ⌇
ク⌇
の⌇
普⌇
及⌇
を⌇
後⌇
押⌇
し⌇
す⌇
る⌇
事
業
を
始
め
る
。

石⌇
油⌇
原⌇
料⌇
の⌇
プ⌇
ラ⌇
ス⌇
チ⌇
ッ⌇
ク⌇
製⌇
品⌇
を⌇
代⌇
替⌇
す⌇
る⌇
日⌇
用⌇
品⌇

を
作
る
企
業
な
ど
に
補
助
金
を
出
す
。
環
境
汚
染
の
原

因
に
な
る
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
つ
い
て
、

世⌇
界⌇
で⌇
使⌇
用⌇
を⌇
や⌇
め⌇
る⌇
動⌇
き⌇
が
広
が
る
中
、
国
主
導
で

代
替
品
を
広
げ
る
考
え
だ
。

　
米
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
大
手
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
全
世
界
の
店
舗
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
の
使
用
停
止
を
決

定
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ガ
ス
ト
」
も

年
内
に
廃
止
す
る
こ
と
を
発
表
す
る
な
ど
、
国

内
外
で
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使
用

を
や
め
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
プ⌇
ラ⌇
ス⌇
チ⌇
ッ⌇
ク⌇
製⌇
品⌇
が⌇
海⌇
や⌇
川⌇
に⌇

出
る
と
自
然
に
分
解
せ
ず
、
生
態
系
に
悪
影
響

を⌇
及⌇
ぼ⌇
す⌇
ほ
か
、
燃⌇
や⌇
せ⌇
ば⌇
地⌇
球⌇
温⌇
暖⌇
化⌇
を⌇
促⌇

進⌇
す⌇
る⌇
二⌇
酸⌇
化⌇
炭⌇
素⌇
が⌇
増⌇
え⌇
る⌇
な
ど
の
問
題
点

が
あ
る
た
め
だ
。

　
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
地
中
の
微
生
物

に
分
解
さ
れ
や
す
く
、
石
油
の
消
費
量
や
ご
み

の⌇
焼⌇
却⌇
処⌇
分⌇
量⌇
を⌇
減⌇
ら⌇
す⌇
こ
と
も
で
き
る
。
た

だ
、
技
術
的
に
は
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代

替
が
可
能
で
も
、

Ｙ

こ
と
か
ら
、
普
及
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
環
境
省
は
、

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
増
産
す
る
た
め

の
設
備
拡
充
や
、
商
品
の
容
器
・
包
装
を
バ
イ

オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
に
代
替
す
る
た
め
の
技
術

開
発
な
ど
に
取
り
組
む
企
業
や
大
学
に
、
補
助

金
を
出
す
方
針
。
使
用
後
の
バ
イ
オ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
回
収
や
処
分
の
方
法
に
つ
い
て

も
調
査
す
る
考
え
で
、
関
連
費
用
と
し
て
、
来

年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
50
億
円
を
盛
り
込
ん

だ⌇
。

　
政
府
の
「
地⌇
球⌇
温⌇
暖⌇
化⌇
対⌇
策⌇
計
画
」
は
、
バ

イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
国
内
出
荷
量
を
30

 

年
度

に
１
９
７
万
㌧
ま
で
増
や
し
、
二⌇
酸⌇
化⌇
炭⌇
素⌇
排⌇

出
量
を
２
０
９
万
㌧
削
減
で
き
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

　
し
か
し
、
環
境
省
に
よ
る
と
、
15
年
度
の
国

内
出
荷
量
は
４
万
㌧
で
、
同
計
画
の
基
準
年
で

あ
る
13
年
度
と
比
べ
て
横
ば
い
が
続
く
。
中
間

目
標
の
「
20
年
度
に
79
万
㌧
」
を
達
成
す
る
に

は
、
生
産
量
を
大
幅
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
読
売
８
・
31
Ｅ
）

植物プラ  普及させます

環境省、汚染防止へ一歩

　来年度から
　　　生産・開発に補助金

【
資
料
３
】
新
聞
記
事
（
読
売
新
聞
）　
二
〇
一
八
年
八
月
三
一
日

（注）バイオプラスチック
トウモロコシやサトウキビなどの
有機物を原料にして作られる「バ
イオマスプラスチック」と、微生
物によって分解される「生分解性
プラスチック」の総称。コストや
耐久性の面から、プラスチックと
混ぜて作った製品もある。

■石油プラスチックを巡る問題と対策

特 徴

○耐久性が高い

○安価

○加工しやすい

×石油を消費

× 海に流れ出すと
生態系に影響

× 燃やすと二酸化
炭素を排出

○長所　×短所

レジ袋の有料化による減
量化

ペットボトルやトレーの
再利用

ストローを紙に転換

バイオプラスチックの
利用

○ 植物が主な原料のた
め、地中や水中の微
生物が分解する

○ 石油の使用量が減る

×高コスト

× 大量生産体制が整っ
ていない

対策例

➡

 

問
２
で
注
目
す
べ
き
部
分

⌇ 

⌇ 

⌇ 

問
３
で
注
目
す
べ
き
部
分

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇⌇⌇⌇⌇⌇⌇

⌇⌇⌇⌇⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

る
こ
と
を
発
表
す
る
な
ど
、
国

内
外
で
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使
用

を
や
め
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

だ
、
技
術
的
に
は
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代

替
が
可
能
で
も
、

替
が
可
能
で
も
、

問 2

図
表
に
要
点
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

場
合
は
活
用
す
る

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇⌇⌇⌇⌇⌇⌇

⌇⌇⌇⌇⌇⌇⌇

⌇⌇⌇⌇⌇

⌇⌇⌇⌇⌇⌇

⌇⌇⌇⌇⌇⌇⌇

⌇⌇⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

見出し

こ
の
よ
う
に
用
語
の
解
説
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
適
宜
活
用
す
る

リード文

新
聞
記
事
で
は
ま
ず
こ
れ

ら
を
確
認
す
る
と
要
点
が

つ
か
み
や
す
い

45

・可能区域周辺では 100％の住民が、期間中に可能区域を利用したことが
ないと回答

・社会実験の結果、禁止区域周辺の約 81％の住民が、「ゴミの投棄」「にお
い」「騒音・話し声」「違法駐車」などに悪影響が見られたと回答

・引き続き可能区域を設定することについて、「賛成」が約 12％、「反対」
が約 78％

問
３�

　【
資
料
１
〜
３
】
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
次
の
会
話
文
を
読
み
、
空
欄

Ｘ

・

Ｙ

に
当
て
は
ま
る
内
容
を
、
後
の
⑴
⑵
を
満
た
す
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
字
数
内
で
考
え

て
書
け
。�

各
6
点
×
２

ヒ
ト
シ�

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
社
会
実
験
で
は
色
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

ね
。

ア
サ
ミ�

　
も
っ
と
市
民
に
広
く
周
知
し
て
ほ
し
い
よ
。

ヒ
ト
シ�

　
市
が
主
体
と
な
っ
て
機
材
レ
ン
タ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
と
、
運
営
側
の
収
入

が
増
え
る
か
ら
、

Ｘ
（
30
字
）

。
こ
れ
は
市
の
社
会
実
験
の
運
営
上
良
い
こ
と

だ
よ
。
早
く
進
め
る
べ
き
だ
。

ア
サ
ミ�

　
で
も
、
レ
ン
タ
ル
が
拡
充
し
て
気
軽
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

Ｙ
（
40
字
）

こ
と
に
な
っ
て
、
結
果
と
し
て
周
辺
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
る
可
能
性
も
あ
る
よ
。
全
面
禁
止
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
。

⑴�

　
解
答
の
文
体
は
会
話
体
に
し
な
い
こ
と
。

⑵
　【
資
料
１
〜
３
】
に
基
づ
き
解
答
を
作
成
す
る
こ
と
。

Ｘ

102030

Ｙ

10203040

【資料３】古満橋周辺住民アンケートの結果

古満橋周辺住民アンケート  回答者年代別グラフ
0 50 100 150 200 250 300（人）

20 代

有効回答数：737件

30代
40代
50代
60代
70代

⑴バーベキュー可能区域の利用状況（表１）
・利用者数は年々増加
・禁止区域でのバーベキュー利用者は年々減少

⑵運営体制整備の収支の状況（表２）
・全ての年度で支出超過
・原因は、安全確保のための設備の拡充、人員配置

⑶今後の方向性
・適切な環境改善がなされているかの確認
・機材レンタル実施による、レンタルサービスの収入増を図

る
・公共交通機関利用を促し、違法な路上駐車の削減を図る
・次年度の結果を受けて、全面禁止や部分的容認など一定の結

論を出す

【資料２】３年間の社会実験における利用・運営状況と今後の方向性について

（表１）社会実験期間中のバーベキュー利用の状況
バーベキュー可能区域 禁止区域

年度 駐車台数 利用組数 利用人数 巡回人数 利用組数 利用人数
初年度 55 65 482 85 75 512
２年目 356 198 1325 45 49 325
３年目 698 360 2436 13 25 123
合計 1109 623 4243 143 149 960

（表２）収支一覧表
項目 初年度 ２年目 ３年目

収入
駐車代金 ¥55,000 ¥356,000 ¥698,000 
清掃協力費 ¥364,800 ¥900,000 ¥1,795,200 
小計 ¥419,800 ¥1,256,000 ¥2,493,200 

支出 設備拡充費・人件
費・ゴミ処理など ¥812,896 ¥2,156,985 ¥3,974,615 

収支差引 -¥393,096 -¥900,985 -¥1,481,415 
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大
学
入
試
対
策　
資
料
読
解
と
記
述�

思
考
力
養
成
ノ
ー
ト�

資
料
読
解
・
記
述
式
問
題
対
策　

最
初
の
一
冊
に
！

編
者　

岡
﨑　

匠
吾�

　
　
　

佐
々
木
琳
慧�

　
　
　

西
川　

義
人�

　
　
　

畠
山　

昌
三�

　
　
　

松
本　

匡
平�

Ａ
４
判
／
４
８
頁

�

定
価　

６
４
９
円

◎
解
答
解
説
書
（
４
８
頁
）

●
多
様
な
資
料
・
図
表
・
文
章
か
ら
《
必
要
な
情
報
を

読
み
解
き
》、
相
手
が
正
確
に
理
解
で
き
る
よ
う
《
根

拠
に
基
づ
い
て
記
述
す
る
力
》
を
養
成
す
る
。

基
礎
編
：
資
料
読
解
の
特
徴
を
知
り
、
練
習
問
題
に
取
り

組
む
。

　

⃝
グ
ラ
フ
・
図
表
の
読
み
方
を
学
ぶ
。

　

⃝
自
己
採
点
の
方
法
を
学
習
す
る
。

　

⃝
解
答
用
紙
の
マ
ス
目
の
使
い
方
を
確
認
。

演
習
編
：
多
様
な
資
料
を
使
っ
た
問
題
に
挑
戦
す
る
。

　

⃝
会
話
文
の
読
み
方
。

　

⃝
グ
ラ
フ
・
新
聞
記
事
・
行
政
文
書
な
ど
を
扱
う
問
題
。

　

⃝
入
試
改
作
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

2020年
度

改　訂

★�複数の資料から必要な情報を
読み取り、記述する力を養う。

基
礎
知
識
か
ら
大
学
入
試
ま
で　

文
学
史
を
短
期
間
で
完
全
習
得
！

完
成�

日
本
文
学
史
ノ
ー
ト��

三
訂
版�

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会

国
語
部
会
編�

Ｂ
５
判
／
７
２
頁

�

定
価　

５
７
２
円

◎
解
答
（
本
書
に
刷
り
込
み
）

●過去５年分の入試文学史を徹底調査
➡2015年～2019年の過去問題から良問を厳選。

●入試傾向に合わせて近現代文学史を増補
➡�戦後～昭和60年代（村上春樹・吉本ばななも登場）を新
たに2項目追加。

漢
文
学
習
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
。
入
門
期
か
ら
受
験
対
策
ま
で

漢
文
学
習
必
携��

三
訂
版�

●
入
試
対
策

「
多
く
の
意
味
を
も
つ
重
要
語
」（
ｐ
164
〜
171
）
が
一

覧
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
整
理
が
し
や
す
い
。

●
用
法
サ
ポ
ー
ト
（
全
78
箇
所
）

重
要
句
形
や
語
彙
の
さ
ま
ざ
ま
な
用
法
・
補
足
事

項
を
丁
寧
に
解
説
。

●
豊
富
な
演
習
問
題

す
ぐ
確
認
が
で
き
る
ミ
ニ
演
習
（
全
27
箇
所
）
と
単

元
ご
と
の
練
習
問
題（
全
16
箇
所
）で
定
着
が
図
れ
る
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
便
利
に
活
用
で
き
る
。

➡
本
書
の
表
と
併
せ
て
Ｃ
Ｄ
︱
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録
。

●
特
別
講
義
（
全
18
箇
所
）

生
徒
か
ら
想
定
さ
れ
る
質
問
を
選
定
し
、
疑
問
を

解
消
。

➡
例　
ｐ
53
「
使
役
形
の
覚
え
方
の
ツ
ボ
」

　
　
　
ｐ
71
「
反
語
と
は
何
か
」

　
　
　
ｐ
74
「
疑
問
形
と
反
語
形
の
見
分
け
方
」な

ど

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会

国
語
部
会
編�

Ａ
５
判
／
２
１
６
頁

�

定
価　

５
９
４
円

◎
別
冊
解
答
書
付

◎
確
認
テ
ス
ト
16
回
付
録
Ｃ
Ｄ
︱
Ｒ
Ｏ
Ｍ

に
て
ご
提
供

基
礎
レ
ッ
ス
ン
18（
近
現
代
）

61

解
答

　①
大
宅
壮
一

　②
苦
海
浄
土
（
―
わ
が
水
俣
病
）
　③
原
子
爆
弾

　

④
干
刈
あ
が
た

　⑤
山
田
詠
美

　⑥
中
上
健
次

　⑦
宮
本
輝

　⑧
限
り
な

く
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー

　⑨
風
の
歌
を
聴
け

　⑩
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン

グ
た
ち

　⑪
島
田
雅
彦

　⑫
吉
本
ば
な
な

 

「
中
間
小
説
」
以
降
の
そ
の
他
の

　
　
　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

ジ
ャ
ン
ル

作
家
名

代
表
作
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

特

　記

ノンフィクション

山や
ま

本も
と

茂し
げ

実み

『
あ
ゝ
野の

麦む
ぎ

峠と
う
げ

』

出
稼
ぎ
に
赴
い
た
製
糸
工
女

か
ら
の
聞
き
書
き
を
も
と
に
。

澤さ
わ

地ち

久ひ
さ

枝え

『 

妻
た
ち
の
二
・
二
六

事
件
』

事
件
を
引
き
起
こ
し
た
青
年

将
校
の
妻
に
焦
点
を
当
て
る
。

沢さ
わ

木き

耕こ
う

太た

郎ろ
う

『
テ
ロ
ル
の
決
算
』

テ
ロ
を
起
こ
し
た
十
七
歳
の

少
年
の
足
取
り
を
も
と
に
。

柳や
な
ぎ

田だ

邦く
に

男お

『
マ
ッ
ハ
の
恐
怖
』

羽
田
沖
航
空
機
事
故
。

ルポルタ
ージュ
開か

い

高こ
う

（
た
け
し
）
健け

ん

『
ベ
ト
ナ
ム
戦
記
』

新
聞
社
の
臨
時
海
外
特
派
員

の
経
験
。

そ
の
他
の
「
女
性
小
説
」
作
家
の
代
表
作

著

　者

作

　品

特

　記

河こ
う

野の

多た

惠え

子こ

『
蟹か

に

』

芥
川
賞
。
昭
和
四
十
年
代
倉
橋
由
美

子
と
と
も
に
女
性
文
学
の
方
向
性
を

大
き
く
変
え
た
。
夫
婦
愛
へ
の
忌
避
、

少
女
へ
の
嫌
悪
、
甥
へ
の
偏
愛
な
ど
。

倉く
ら

橋は
し

由ゆ

美み

子こ

『
パ
ル
タ
イ
』

男
の
欺ぎ

瞞ま
ん

を
冷
め
た
目
で
描
く
。

山や
ま

崎ざ
き

豊と
よ

子こ

『
白
い
巨
塔
』

医
学
部
内
の
権
力
と
戦
う
若
き
医
師

を
描
く
。

三み

浦う
ら

綾あ
や

子こ

『
氷
点
』

懸
賞
小
説
入
賞
、
病
院
長
夫
妻
を
め
ぐ

る
エ
リ
ー
ト
家
庭
の
欺
瞞
を
描
く
。

林は
や
し

　
京き

ょ
う

子こ

『
祭
り
の
場
』

長
崎
で
の
原
爆
体
験
を
、
客
観
的
デ

ー
タ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
時
十
四

歳
だ
っ
た
自
分
を
振
り
返
る
。

竹た
け

西に
し

寛ひ
ろ

子こ

『
管か

ん

絃げ
ん

祭さ
い

』

広
島
の
原
爆
体
験
を
も
と
に
、
厳
い
つ
く

島し
ま

神
社
の
管
絃
祭
に
友
や
死
者
の
魂
を

幻
想
的
に
重
ね
合
わ
せ
る
。

宮み
や

尾お

登と

美み

子こ

『
櫂か

い

』

『
一
絃げ

ん

の
琴
』

戦
前
の
高
知
の
色
街
を
舞
台
に
人
間
の
哀

し
い
生
の
定
め
を
描
い
た
自
伝
的
小
説
。

津つ

島し
ま

佑ゆ
う

子こ

『
火
の
山
―
山や

ま

猿ざ
る

記き

』
太
宰
治
の
次
女
。
母
方
の
地
質
学
者

の
祖
父
を
モ
デ
ル
に
し
て
富
士
山
へ

の
思
い
を
描
く
。

高た
か

樹ぎ

の
ぶ
子
『
光
抱
く
友
よ
』

優
等
生
の
高
校
生
と
心
に
闇
を
持
つ

友
と
の
交
流
を
描
い
た
。

次
の
各
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

基
礎
レ
ッ
ス
ン
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① 

　
昭
和
四
十
五
年
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ジ
ャ
ン
ル
で
賞
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の

賞
に
ち
な
む
評
論
家
は
だ
れ
か
。

② 

　
石
牟
礼
道
子
の
作
品
で
、
水
俣
の
公
害
を
告
発
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説

は
何
か
。

③ 

　
大
庭
み
な
子
の
『
ふ
な
く
い
虫
』
は
戦
争
時
の
何
の
悲
惨
さ
を
描
い
た
小
説
か
。

④ 

　
離
婚
家
庭
を
テ
ー
マ
に
『
ウ
ホ
ッ
ホ
探
検
隊
』
を
書
い
た
女
性
作
家
は
だ
れ
か
。

⑤ 

　
黒
人
米
兵
と
の
同
棲
生
活
を
綴つ

づ

っ
た
『
ベ
ッ
ド
タ
イ
ム
ア
イ
ズ
』
を
書
い
た
作

家
は
だ
れ
か
。

⑥ 

　『
枯
木
灘
』
を
書
き
、
戦
後
生
ま
れ
で
初
め
て
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
作
家
は
だ

れ
か
。

⑦ 

　『
泥
の
河
』
や
『
螢
川
』
で
大
阪
の
庶
民
を
叙
情
的
に
書
い
た
作
家
は
だ
れ
か
。

⑧ 

　
村
上
龍
が
退
廃
的
な
若
者
を
描
き
、
芥
川
賞
を
受
賞
し
て
話
題
と
な
っ
た
小
説

は
何
か
。

⑨ 

　
昭
和
五
十
四
年
、
村
上
春
樹
が
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
作
品
は
何
か
。

⑩ 

　
高
橋
源
一
郎
が
そ
の
当
時
の
若
者
を
ポ
ッ
プ
な
作
風
で
描
い
た
デ
ビ
ュ
ー
作
は

何
か
。

⑪ 

　
政
治
や
日
常
か
ら
浮
遊
す
る
青
年
た
ち
を
主
人
公
に
『
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め

の
嬉
遊
曲
』
を
書
い
た
作
家
は
だ
れ
か
。

⑫ 

　『
キ
ッ
チ
ン
』
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
後
小
説
ブ
ー
ム
を
け
ん
引
し
た
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
作
家
は
だ
れ
か
。

重
点
の
整
理
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　現
代
文
学
へ
の
跳
躍（
近
現
代
）

60

＊
村
上
春
樹
…
満
ち
足
り

た
豊
か
さ
の
中
に
あ

る
、
心
の
空
洞
を
み
つ

め
個
の
あ
り
方
を
問
う

作
品
が
多
い
。

　
『
風
の
歌
を
聴
け
』
は

そ
の
後
の
『
１
９
７
３

年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』『
羊

を
め
ぐ
る
冒
険
』
の
三

部
作
に
発
展
。『
ノ
ル

ウ
ェ
イ
の
森
』
は
発
売

か
ら
三
年
間
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
。

＊
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
…

八
十
年
代
は
文
壇
の
崩

壊
が
進
ん
だ
。近
代（
文

学
）が
追
い
求
め
て
き

た
価
値
観
や
個
の
あ
り

方
そ
の
も
の
を
根
本
か

ら
疑
い
、
相
対
化
し
て

み
よ
う
と
い
う
、
試
み

に
満
ち
た
文
学
を
い

う
。

＊
吉
本
ば
な
な
…
社
会
か

ら
分
断
さ
れ
た
「
ひ
と

り
」
と
い
う
意
識
を
、

ま
ず
自
ら
肯
定
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
、
多
く
の

読
者
の
共
感
を
呼
ん
で

い
る
。
他
に
『
う
た
か

た
／
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
』『
白
河
夜
船
』
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。

解
体
と
創
造・作
家
の
挑
戦

　
昭
和
五
十
年（
一
九
七
五

）以
降
に
な
る
と
、日
本
経
済
は
安
定
成
長
期
に

入
り
、
国
際
的
に
は
経
済
大
国
と
し
て
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
。現

代
文
学
に
お
い
て
、二
つ
の
展
開
が
見
ら
れ
た
。第
一
に「
中
間
小
説
」の
潮
流
に
触
発
さ
れ
た
異
色
な
作

家
と
そ
の
作
品
が
続
々
と
誕
生
し
た
。第
二
に
、女
性
の
地
位
向
上
と
差
別
撤
廃
の
運
動
が
国
際
社
会
で
広

ま
り
、新
鮮
な
感
性
と
視
点
を
も
っ
た
女
性
作
家
た
ち
が
目
覚
ま
し
い
進
出
を
遂
げ
活
躍
を
み
せ
た
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説

　
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇

）、
社
会
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
た
大お

お

宅や

壮そ
う

一い
ち

に
ち
な
ん
で
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
が
創
設
さ
れ
た
。
イ

ザ
ヤ
・
ベ
ン
ダ
サ
ン
（
山
本
七
平
）
の
『
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
』、
深
田
祐ゆ
う

介す
け

『
新
西
洋
事
情
』
が
話
題

を
集
め
た
。
石い
し

牟む

礼れ

道
子
は
、『
苦く

海が
い

浄じ
ょ
う

土ど

―
わ
が
水み

な

俣ま
た

病
』
で
、
水
銀
汚
染
の
公
害
に
よ
っ
て
、
病
に

苦
し
む
人
々
の
暮
ら
し
を
独
特
の
筆
致
で
描
き
、
利
潤
追
求
の
み
に
走
っ
た
企
業
を
告
発
し
た
。

女
性
作
家
の
進
出

　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
台
頭
し
た
女
性
作
家
ブ
ー
ム
に
続
い
て
、
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇

）
以
降
も
多
く
の
女
性
作
家
が
活
躍
し
た
。
大お

お

庭ば

み
な
子
は
、『
ふ
な
く

い
虫
』
で
広
島
の
原
爆
の
体
験
を
も
と
に
人
間
の
生
の
欲
望
を
描
き
、
富と
み

岡お
か

多た

恵え

子こ

は
、『
植
物
祭
』
で

虚
構
と
し
て
の
家
族
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
干ひ

刈か
り

あ
が
た
は
『
ウ
ホ
ッ
ホ
探
検
隊
』
で
離
婚
家
庭
を

家
族
の
新
し
い
形
態
と
し
て
描
い
た
。
山
田
詠え
い

美み

は
、『
ベ
ッ
ド
タ
イ
ム
ア
イ
ズ
』
で
黒
人
米
兵
と
の
束

の
間
の
同ど
う

棲せ
い

生
活
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
。

団
塊
の
世
代
の
作
家
た
ち

　
昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇

）ご
ろ
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
も
っ
た
作
家

が
登
場
し
た
。
中な
か

上が
み

健け
ん

次じ

は
、『
岬
』
で
戦
後
生
ま
れ
初
の
芥
川
賞

を
受
賞
、
続
く
『
枯か
れ

木き

灘な
だ

』
も
故
郷
和
歌
山
の
土
着
性
を
描
い
た
。
宮
本
輝て

る

は
、『
泥
の
河
』『
螢ほ

た
る

川が
わ

』

な
ど
で
戦
後
の
大
阪
の
庶
民
を
叙
情
的
な
筆
致
で
描
い
た
。村
上
龍り
ゅ
う

は『
限
り
な
く
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー
』

で
麻
薬
や
乱
交
な
ど
、
生
き
あ
え
ぐ
退
廃
的
な
若
者
を
描
い
た
。
昭
和
五
十
四
年
村＊

上
春は

る

樹き

は
、『
風
の

歌
を
聴
け
』
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、以
後
独
自
の
世
界
を
か
た
ち
作
っ
て
多
く
の
春
樹
フ
ァ
ン
を
生
み
出
し
た
。

ポ＊

ス
ト
モ
ダ
ン
文
学

　
一
九
八
〇
年
代
は
文
学
が
大
き
く
変
容
を
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
や
は

り
村
上
春
樹
で
あ
っ
た
。
国
内
で
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
り
、
海
外
で

は
翻
訳
も
さ
れ
た
。
高
橋
源
一
郎
は
『
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
』
を
書
い
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
幅
広

い
教
養
と
ポ
ッ
プ
な
作
風
で
、
人
気
を
博
し
た
。
島
田
雅ま
さ

彦ひ
こ

は
『
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の
嬉き

遊ゆ
う

曲き
ょ
く

』

で
政
治
や
日
常
か
ら
浮
遊
す
る
若
者
を
描
い
た
。
彼
ら
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
昭
和
の
末
に
登
場
し
た
の
が

吉＊

本
ば
な
な
で
あ
る
。『
キ
ッ
チ
ン
』『
哀か

な

し
い
予
感
』『
Ｔつ

ぐ

み

Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
』
な
ど
で
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。

昭　　　　　　　　　　　　　　和
4560 55 50

山
本
七
平

深
田
祐
介

石
牟
礼
道
子

澤
地
久
枝

沢
木
耕
太
郎

柳
田
邦
男

昭
和
五
十
年（
一
九
七
五
）代
〜
昭
和
六
十
三
年（
一
九
八
八
）ま
で
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現
＊

代
文
学
へ
の
跳
躍

中
　
間
　
小
　
説

ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
小
説

女
性
文
学

の
台
頭

平成

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
・
推
理

小
説
・
歴
史
小
説
・
Ｓ
Ｆ
小
説
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
ド
ラ
マ
脚

本・自
伝
的
私
小
説
な
ど
も
あ
る
。

曽
野
綾
子

大
庭
み
な
子

山
崎
豊
子

竹
西
寛
子

河
野
多
惠
子

富
岡
多
恵
子

倉
橋
由
美
子

宮
尾
登
美
子

干
刈
あ
が
た

高
樹
の
ぶ
子

瀬
戸
内
晴
美

津
島
佑
子

三
浦
綾
子

中
沢
け
い

山
田
詠
美

中
上
健
次

村
上
春
樹

高
橋
源
一
郎

吉
本
ば
な
な

島
田
雅
彦

宮
本

　輝

村
上

　龍

団
塊
の
世
代

の
作
家

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
小
説 女

性
作
家

の
進
出

★�入試で出題が増えつつある�
昭和の文学もより充実

★�注目すべき点が
　一目でわかる
　ビジュアル解説

▲本書（演習編）

▲別冊「解答解説書」
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� 入試対策入試対策

圧巻の 
解答解説
総勢25名の
高校現場の先生方による
『良問の厳選』と『解答解説』

多様な 
入試問題
近年の入試傾向がわかり、
対策が立てられる

コスト 
パフォーマンス
最新の入試問題を
良質な解答解説と併せて
お手頃な価格でご提供

第52集は2021年6月供給開始予定 アシスト第22集は
2021年7月中旬供給開始予定

京都書房 新国語問題集シリーズ のメリット
メリット1 メリット2 メリット3

新 刊

PR動画

定価は税込10%価格。 は原文等のテキストデータ。



15 � 14TEL（075）647−0121　FAX（075）647−2700見本請求はこちらへ
営業部

� 2021年度　学校採用品目録2021年度　学校採用品目録
問題集� 8・9
チャレンジアップシリーズ
国語総合問題 ステージⅠα 改訂版 
ISBN978-4-7637-7302-9　C7081　517円（470）

国語総合問題 ステージⅠβ 改訂版 
ISBN978-4-7637-7322-7　C7081　517円（470）

国語総合問題 ステージⅡ 改訂版 
ISBN978-4-7637-7342-5　C7081　572円（520）

★ 国語総合問題 ステージⅢ 改訂版 
ISBN978-4-7637-7362-3　C7081　572円（520）

新入生のための　スタート国語入門 四訂版 
ISBN978-4-7637-9355-3　C7081　363円（330）

★ 新入門高校国語 16訂版 
ISBN978-4-7637-9336-2　C7081　407円（370）

ウォーミングアップシリーズ
国語総合課題ノート 8訂版 基礎編 
ISBN978-4-7637-9131-3　C7081　363円（330）

国語総合課題ノート 8訂版 応用編 
ISBN978-4-7637-9231-0　C7081　385円（350）

高校　国語の学習
★ １ 基礎編　ISBN978-4-7637-7094-3 　C7081　363円（330） 

★ １ 総合編　ISBN978-4-7637-7095-0　C7081　363円（330） 

★ ２ 基礎編　ISBN978-4-7637-7096-7　C7081　363円（330） 

★ ２ 総合編　ISBN978-4-7637-7097-4　C7081　363円（330） 

★ ３ 実践国語　ISBN978-4-7637-7098-1　C7081　363円（330） 

★ ３ 総合国語　ISBN978-4-7637-7099-8 　C7081　363円（330） 

★ ことばと漢字　ISBN978-4-7637-7100-1　C7081　363円（330） 

マスターシリーズ
ポイント書く解く　マスター古典 １ 
ISBN978-4-7637-6740-0　C7081　660円（600）

ポイント書く解く　マスター古典 ２ 
ISBN978-4-7637-6750-9　C7081　660円（600）

ポイント書く解く　マスター古文 １ 
ISBN978-4-7637-6710-3　C7081　660円（600）

ポイント書く解く　マスター古文 ２ 
ISBN978-4-7637-6720-2　C7081　660円（600）

ポイント書く解く　マスター古文 ３ 
ISBN978-4-7637-6730-1　C7081　660円（600）

アクセスシリーズ
アクセスで文法攻略　古文演習 １ 
ISBN978-4-7637-6123-1　C7081　693円（630）

アクセスで文法攻略　古文演習 ２ 
ISBN978-4-7637-6133-0　C7081　693円（630）

アドバンスシリーズ
現代文 １　ISBN978-4-7637-5200-0　C7081　627円（570） 

現代文 ２　ISBN978-4-7637-5220-8　C7081　627円（570） 

現代文 ３　ISBN978-4-7637-5240-6　C7081　627円（570） 

古　典 １　ISBN978-4-7637-6052-4　C7081　627円（570） 

古　典 ２　ISBN978-4-7637-6252-8　C7081　627円（570） 

古　典 ３　ISBN978-4-7637-6352-5　C7081　627円（570） 

表現・実践書�
基礎からの国語表現の実践 2訂版 
ISBN978-4-7637-4104-2　C7081　638円（580）
新聞で力を
つける 「コラムと論説」演習ノート 第5集
ISBN978-4-7637-4319-0　C7081　462円（420）

テスト式　国語常識の総演習 修訂三版 
ISBN978-4-7637-9508-3　C7095　583円（530）

日本語チェック ２０００辞典 
ISBN978-4-7637-0600-3　C0581　1100円（1000）

現代文 要旨要約問題 新版 
ISBN978-4-7637-5502-5　C7095　556円（505）

チェック 高校国語の基本力 
ISBN978-4-7637-9203-7　C7095　472円（429）

小倉百人一首�
カラー 小倉百人一首 二訂版
ISBN978-4-7637-8802-3　C7092　586円（533）

評解 新小倉百人一首
ISBN978-4-7637-8409-4　C7092　408円（371）

文法レッスン　小倉百人一首 演習ノート
ISBN978-4-7637-6603-8　C7092　178円（162）

書いて覚える　小倉百人一首 暗唱シート
ISBN978-4-7637-1406-0　C7092　157円（143）

旅行ガイド�
文学と歴史　新旅行ガイド　京都
ISBN978-4-7637-0063-6　C7026　933円（848）

総合資料集� 2・3
新国語総合ガイド 五訂版  
ISBN978-4-7637-0505-1　C7091　943円（857）

新国語総合ガイド 五訂版 準拠学習課題ノート
ISBN978-4-7637-0905-9　C7091　262円（238）

新訂国語図説 五訂版  
ISBN978-4-7637-0415-3　C7091　990円（900）

新訂国語図説 五訂版 準拠学習課題ノート
ISBN978-4-7637-0810-6　C7091　242円（220）

新訂国語総覧 第七版 
ISBN978-4-7637-0113-8　C7091　943円（857）

新訂国語総覧 第七版 準拠学習課題レポート
ISBN978-4-7637-0707-9　C7091　231円（210）

文法� 4
新修古典文法 二訂版 
ISBN978-4-7637-1504-3　C7081　627円（570）

新修古典文法 二訂版 ドリル編 
ISBN978-4-7637-1604-0　C7081　385円（350）

文法レッスンⅠ　用言編 
ISBN978-4-7637-1205-9　C7081　419円（381）

文法レッスンⅡ　助動詞編 
ISBN978-4-7637-1305-6　C7081　419円（381）

文法レッスンⅢ　敬語・助詞・識別編 
ISBN978-4-7637-1225-7　C7081　419円（381）

高校生の古典文法 七訂版 
ISBN978-4-7637-1907-2　C7081　611円（555）

高校生の古典文法 七訂版 演習編 
ISBN978-4-7637-1006-2　C7081　385円（350）

書いて覚える 古典文法 用言活用シート
ISBN978-4-7637-1405-3　C7081　157円（143）

書いて覚える 古典文法 助動詞確認シート
ISBN978-4-7637-1407-7　C7081　209円（190）

新口語文法
ISBN978-4-7637-1151-9　C7081　524円（476）

古文単語� 5
イラストとシーン
でおぼえる  Look＠古文単語337   
ISBN978-4-7637-6420-1　C7081　880円（800）

アシスト古文単語345　増補版 
ISBN978-4-7637-6401-0　C7081　838円（762）

漢字� 6・7
★ 書いて覚える　漢字練習ノート 二訂版   
ISBN978-4-7637-3161-6　C7081　638円（580）

★ 常用漢字の級別学習　コンプリート 二訂版  
ISBN978-4-7637-3142-5　C7081　638円（580）

★ 常用漢字の級別学習　ベーシック 二訂版  
ISBN978-4-7637-3124-1　C7081　638円（580）

これで合格　入試によく出る漢字2001 新版  
ISBN978-4-7637-3014-5　C7081　618円（562）

入試漢字２５００　プラス・１ 改訂版  
ISBN978-4-7637-3016-9　C7081　814円（740）

表覧演習　新常用漢字 基礎編  
ISBN978-4-7637-3503-4　C7081　594円（540）

表覧演習　新常用漢字 完成編  
ISBN978-4-7637-3603-1　C7081　594円（540）

セオラムシリーズ
　 現代文 １ 三訂版　ISBN978-4-7637-5134-8　C7081　660円（600） 

　 現代文 ２ 三訂版　ISBN978-4-7637-5144-7　C7081　660円（600） 

　 現代文 ３ 三訂版　ISBN978-4-7637-5306-9　C7081　704円（640） 

　 創作演習 長文読解�改訂版�
ISBN978-4-7637-5801-9　C7081　770円（700）

よくわかるシリーズ
よくわかる現代文 ステージ２ 
ISBN978-4-7637-5601-5　C7081　556円（505）

よくわかる現代文 ステージ３ 
ISBN978-4-7637-5701-2　C7081　607円（552）

よくわかる現代文 ステージ４ 
ISBN978-4-7637-5702-9　C7081　628円（571）

漢文� 10
漢文学習必携 三訂版 
ISBN978-4-7637-6174-3　C7095　594円（540）

漢文学習必携 三訂版　総合演習ノート 
ISBN978-4-7637-6183-5　C7095　418円（380）

漢文学習必携 三訂版　句法演習ノート 
ISBN978-4-7637-6192-7　C7095　363円（330）

文学史・受験必携書� 10
完成　日本文学史ノート 三訂版 
ISBN978-4-7637-2205-8　C7091　572円（520）

流れと演習　新日本文学史 改訂版 
ISBN978-4-7637-2402-1　C7091　524円（476）

注解演習 徒然草 新訂版 
ISBN978-4-7637-8303-5　C7095　408円（371）

注解演習 枕草子 新訂版 
ISBN978-4-7637-8403-2　C7095　408円（371）

入試対策問題集� 11〜13
★ 大学入試対策  資料読解と記述  思考力養成ノート 
ISBN978-4-7637-7051-6　C7095　649円（590）

関西私大　国語基礎知識　実戦問題集 
ISBN978-4-7637-7400-2　C7095　495円（450）

関東私大　国語基礎知識　実戦問題集 
ISBN978-4-7637-7410-1　C7095　583円（530）

過程の演習　新国語問題集シリーズ 
★ 過程の演習　新国語問題集　第51集
ISBN978-4-7637-7751-5　C7095　1001円（910）

＊第52集（2021年度版）は6月下旬供給開始予定
過程の演習　新国語問題集アシスト  第21集  現代文編
ISBN978-4-7637-7827-7　C7095　858円（780）

過程の演習　新国語問題集アシスト　第21集　古文編
ISBN978-4-7637-7828-4　C7095　748円（680）

＊アシスト第22集は７月中旬供給開始予定
過程の演習　新国語問題集セレクト　第3集　現代文編
ISBN978-4-7637-7604-4　C7095　825円（750）

過程の演習　新国語問題集セレクト　第3集　古典編
ISBN978-4-7637-7605-1　C7095　660円（600）

共通テスト対策
★ 共通テスト対策　国語実戦問題〈第1回・第2回〉
各回　264円（240）

★�は新刊・改訂。定価は税込10%価格、（　）内は
本体価格。青字は本目録に掲載されておりませんが、
販売は致しております。 は新テストメーカーCD
にてご提供（ｐ16）。 は原文等のテキストデータ。

●�教授資料・別記・解答書・テスト類は学校の先生
を通じて納入致します。生徒個人からの申し込み
はお断りしております。

●�問題集のバラ解答・バラ解説（定価132円）は受注
生産のため返品・キャンセルはお受けできません。

CDは30冊以上のご注文を目処にお付けしております。



〒612−8438  京都市伏見区深草フチ町５
営業部　／電話075ー647ー0121　　FAX075ー647ー2700
編集部　／電話075ー647ー0124　　FAX075ー647ー2703
https://www.kyo-sho.com

ここがイチオシ！ ５５ つのポイント

１１ インストールorＣＤからの起動が選べる！

２２ 必ず出題したい「必出問題」が選択可能！

３３ 複数クラスの問題をすばやく作成！

４４ 作った問題はWord・一太郎で出力が可能！

５５ 問題の入れ替えがすぐできる！

どちらの方法でも同じ機能をお使いいただけます。

指定した必出問題は、全クラス共通で出題する
ことが可能です。

最大20クラス分のテストを一度に作成可能です。

使い慣れたソフトで自在に編集できます。

直感的な操作でテスト作成をストレスフリーに。

部首と意味で覚える　ランクアップ漢字3800
常用漢字の級別学習　コンプリート　二訂版
常用漢字の級別学習　ベーシック　二訂版
書いて覚える　漢字練習ノート　二訂版
表覧演習新常用漢字　基礎編 
表覧演習新常用漢字　完成編  
入試漢字2500　プラス・1　改訂版
これで合格　入試によく出る漢字2001 新版

イラストとシーンでおぼえる Look@古文単語337 
アシスト古文単語345　増補版 
テスト式　国語常識の総演習　修訂三版 
チェック　高校国語の基本力 
これで合格　入試によく出る国語基礎知識
日本語チェック2000辞典 
流れと演習　新日本文学史　改訂版 

表１ 表 4

天↑天↑

小テストを素早く・楽々作成！

Quick てす太くん  対応書籍一覧

＊画面は開発途中のもので変更の可能性があります。

� テストメーカー�Quick�てす太くん
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